


■ ……信仰を以て学校の基礎となし、学術

を以て左右の翼と為し弥（いよいよ）振

ひ、弥勉め、生徒諸君之主基督の為又邦
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新
島　

襄
の
言
葉

■  

保
養
と
募
金
の
た
め
に
出
発
し
た
欧
米
旅
行
（1884.4

〜1885.12

）
の
さ
な
か
、
容
体
急

変
の
た
め
遺
言
を
書
き
残
し
て
か
ら
僅
か
２
ヶ
月
の
、
１
８
８
４
年
10
月
31
日
付
新
島
八

重
宛
て
書
簡
の
一
節
で
あ
る
。
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
英
語

科
に
入
学
し
た
１
８
６
５
年
10
月
30
日
か
ら
20
年
目
に
当
た
る
こ
の
日
、
奇
し
く
も
新
島

は
同
じ
場
所
に
佇
み
、
自
ら
の
学
び
の
原
点
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
同
志
社
へ
の
想
い

と
祈
り
を
「
…
信
仰
を
以
て
学
校
の
基
礎
と
な
し
、
学
術
を
以
て
左
右
の
翼
と
為
し
…
」

と
い
う
言
葉
で
、
簡
潔
に
綴
っ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
の
直
後
に
は
「
…
新
築
之
家
は
彰
栄

館
と
称
せ
ら
れ
候
由
、
誠
に
美
は
し
き
名
と
存
し
…
」
と
、「
彰
栄
館
」
命
名
へ
の
喜
び

を
語
っ
て
、
こ
の
書
簡
は
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

■  
２
０
０
８
年
中
高
共
用
管
理
棟
：
恵
潤
館
、
高
校
教
室
棟
：
桑
志
館
竣
工
に
始
ま
る
「
同

志
社
中
高
統
合
事
業
：
建
設
工
事
」
は
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
：
知
創
館
、
自
然

科
学
棟
：
万
象
館
に
加
え
て
、
創
作
芸
術
棟
：
想
遠
館
、
中
学
教
室
棟
：
立
志
館
、
北
体

育
館
：
雄
飛
館
、
チ
ャ
ペ
ル
・
音
楽
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
棟
：
宿
志
館
が
次
々
と
竣
工
し
、

２
０
２
０
年
冬
に
予
定
さ
れ
る
南
体
育
館
及
び
付
属
棟
竣
工
を
も
っ
て
、
当
面
の
同
志
社

IW
A

K
U

R
A

キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
が
完
成
す
る
。
そ
の
建
物
は
「
翼
翔
館
（
よ
く
し
ょ

う
か
ん
）」
と
命
名
さ
れ
、「M

ysterious H
and

＝
見
え
ざ
る
御
手
」
を
意
識
さ
せ
る
「
曙

の
翼
を
駆
っ
て
（
詩
編139:10

）」
と
い
う
旧
約
の
言
葉
と
共
に
上
記
新
島
の
想
い
と
祈

り
が
込
め
ら
れ
、
そ
の
空
間
で
躍
動
す
る
未
来
を
生
き
る
生
徒
た
ち
の
心
に
必
ず
や
受
け

継
が
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

木
村　

良
己
（
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
）



大　学

『宇宙生体医工学研究プロジェクト　キ
ックオフシンポジウムを開催！』 2019年６月１日
2019年６月１日（土）同志社大学今出川キ
ャンパスにて、同志社大学宇宙生体医工
学研究プロジェクト　キックオフシンポ
ジウム「新時代を切り拓く、宇宙への挑戦」
を開催しました。京都大学宇宙総合学研
究ユニット特定教授で元宇宙飛行士の土
井隆雄先生、国立研究開発法人宇宙航空
研究開発機構の金井宣茂宇宙飛行士に講
演をいただいたほか、国内外から多数の
有識者を迎え、世界の宇宙医学研究につ
いて討論を実施しました。会場には、小
学生からシニアの方々までの約550名が来
場、宇宙研究についての関心の高さと期
待がうかがえました。詳細は本誌「レクチ
ャー」にて掲載しています。

『一貫教育探求センター始動』 2019年６月26日
法　人

同志社創立150周年が目前に迫った2019年４月、法人内各学校の教学連携をより強固
にするために「同志社一貫教育探求センター」が発足しました。
2019年６月26日（土）には関連シンポジウムを開催。センター所長の千田二郎教授を
はじめ、法人内諸学校の代表者が講演を行いました。変わりゆく社会の中、学校法
人同志社としてどのような教育を目指していくべきか？本誌「特集」にて詳しく掲載
しています。



中学校・高等学校

『高校生徒会』 2019年４月22日

グレイスチャペルにて、高校１年生・新執行委員募集のアピール

『食物栄養科学科科目「京の料理と菓子」に留学生が参加』
 2019年6月13日
日本語集中講座（JLIC: Japanese Language Immersion Course）に参加中の留学生３名
（台湾１名、フィリピン２名）が、食物栄養科学科食物科学専攻科目「京の料理と菓子」
の授業に参加しました。
当日は、享和元（1801）年創業という京都の老舗料理旅館「近又」の総料理長を講師に
お迎えして、「魚料理」をテーマにした授業を実施。総料理長が、「魚の調理法」「美味し
さを決める要因」などについてお話しをされたあと、鱧（ハモ）の骨切り、鯛の３枚卸
しなどの実演を行ってください、留学生たちは驚きの表情で見つめていました。

女子大学



『遠足』 2019年5月9日

女子中学校・高等学校

中学２年生以上の学年別遠足を行いました。行先は、中２：宇治市植物公園・友愛
の丘、中３：東映太秦映画村、高１：信楽陶芸村、高２：海遊館、高３：伊賀の里
もくもくファームです。天候にも恵まれ、体験や見学を通じてクラスの仲間と親睦
を深めるよい機会となりました。

2019年度 春のオープンキャンパス
 2019年5月6日、6月9日

香里中学校・高等学校

穏やかな天候に恵まれ、春のオープンキャンパスを開催いたしました。
両日とも大勢の見学者を迎え、体験授業は15授業、クラブ体験はほぼすべてのクラ
ブで行い、香真館では生徒による社会科研究発表、英語スピーキング発表も開催し、
来校者には大変喜ばれ無事に終了できました。

英語のヒアリング授業

ダンス部クラブ体験社会科研究発表

開会礼拝



小学校

２校時開始後に家庭科室から火事が
発生し、燃え広がったとの想定で避
難訓練を実施しました。今年から新
たに用意した防災キャップをかぶり、
先生の指示に従って速やかにグラン
ドに避難することができました。

『避難訓練』 2019年５月20日

国際中学校・高等学校

『日本文化の日』 

日本文化の一端に触れるため、生徒会主催で
実施している行事。一日の学校生活を浴衣で
過ごし、七夕を体験した。また、昼休みには
縁日を楽しんだ。

 2019年6月26日

『 高校球技大会』
 2019年6月13日

はじめて、ドッジボールでの高校生球技大
会を開催した。学年別６クラス対抗で午前
中の予選リーグ後、午後は決勝戦、順位決
定戦を行った。



『校祖墓参』
 2019年５月17日『七夕発表会』

 2019年７月６日

幼稚園

年中・年長組が新島襄先生のお墓の前で礼
拝を行いました。子どもたちは滑りそうに
なったり汗だくになりながらも、一歩一歩
自分の力で若王子の山を登りきり、お墓の
周りの落ち葉などをみんなできれいに掃除
して、心静かに祈りの時を持ちました。お
天気にも恵まれ、新島先生が子どもたちの
来訪を喜んで下さっているかのようでした。

栄光館のファウラーチャペルにて、七夕発表
会を行いました。クラスごとに歌や劇・オペ
レッタなどを披露し最後は全園児で歌を歌い
ました。緊張しながらも友だちと一緒に頑張
ることができ、大きな成長が見られました。
今回は同志社女子大学と同志社女子中学校・
高等学校のご厚意によりまして、保護者の
方々も広々とした所でゆったりと子どもたち
の姿を見られて喜んでおられました。

国際学院

4年生は、美山・宮津に宿泊学習に行きました。美山では、京都大
学芦生研究林で由良川の水源地を訪ねるトレッキングツアーに参
加しました。宮津では、天橋立で地引網体験を行いました。自然
の中で充実した4日間をすごしました。

初等部：『4年生宿泊学習 ～美山・宮津～』
 2019年6月18日～6月21日

国際部：『Field Trip to Toyooka City』
 2019年5月15日～5月17日
Grade 4/5 visited Toyooka City in 
connection with their learning about 
How the World Works. The trip 
provided opportunit ies for the 
students to engage in hands on 
activities to transform kinetic, solar 
and biomass energy into other 
usable forms.



私 の 志
（本文4～7頁）インタビューの2人

私が暮らす上勝町のゴミ分別数は、なんと「45」。大変でしょうと言われますが、
大変だからこそ人は考えます。面倒だからこそ、どんなものを買うべきか、どん
な生活をすべきかを見直すきっかけになります。ゴミを減らす世界への、一歩です。

誰にでもわかりやすく情報を伝える。何事にも挑戦し反省を
活かして、一歩ずつ成長していきたい。視聴者からもスタッ
フからも信頼されるアナウンサーを目指します。

川
北
円
佳
さ
ん

１
９
９
３
年
、奈
良
県
生
ま
れ
。２
０
１
６
年
同
志
社
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム

学
科
卒
業
。山
口
朝
日
放
送
を
経
て
、
２
０
１
８
年
テ
レ
ビ
大
阪
入
社
。２
０
１
９
年
８
月
現
在

の
担
当
番
組
は
、「
や
さ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
」（
月
〜
金 

午
後
４
時
40
分
〜
）、「
お
と
な
旅
あ
る
き
旅
」

（
土
曜
夕
方
６
時
30
分
〜
）、「
名
門
！
モ
ウ
カ
リ
マ
ッ
カ
ー
学
園
」（
金
曜
深
夜
１
時
40
分
〜

：

ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
担
当
）な
ど
。座
右
の
銘
は
、笑
う
門
に
は
福
来
る
！
大
学
で
は
茶
道
部
に
所
属
、京

都
学
生
ガ
イ
ド
協
会
で
観
光
案
内
に
励
む
。趣
味
は
、
テ
ニ
ス
、
ピ
ア
ノ
、
御
朱
印
集
め
。パ
ワ
ー

の
源
は
お
肉
！

松
本
卓
也
さ
ん

１
９
８
５
年
生
ま
れ
。
大
阪
府
出
身
。
大
学
卒
業
後
、
電
機
メ
ー
カ
ー
で
の
社
会
人
経
験
を

経
て
、
２
０
１
１
年
よ
り
徳
島
県
上
勝
町
に
移
り
住
む
。「
百
年
続
く
町
づ
く
り
」
を
合
い
言

葉
に
、「
上
勝
町
を
五
感
で
感
じ
ら
れ
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
カ
フ
ェ
「
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
」

の
経
営
を
中
心
に
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
。
２
０
１
９
年
春
か
ら
は
、
徳
島
大
学
人
と

地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
、
地
域
共
創
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
就
任
。
活
動
領
域
を
広
げ
、

大
学
と
地
域
と
の
連
携
型
学
習
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
構
築
に
取
り
組
む
。

大
学
時
代
はAIESEC

に
所
属
し
、
国
際
的
な
政
治
・
経
済
問
題
に
つ
い
て
の
興
味
関
心
が
強

か
っ
た
。
そ
れ
が
今
は
人
口
１
，５
０
０
人
、
高
齢
化
率
50
％
の
小
さ
な
町
を
拠
点
と
し
て
い

る
。
人
生
は
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
。
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私
の
志

　
　

や
さ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
体
現　

川
北
円
佳
さ
ん

　
　
　

知
っ
て
欲
し
い
こ
と
を
視
聴
者
の
目
線
で
伝
え
た
い
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地
域
の
力
を
つ
な
い
で
生
か
す　

松
本
卓
也
さ
ん

　
　
　

自
分
の
暮
ら
し
を
自
分
で
創
る
。
上
勝
町
か
ら
世
界
へ
の
挑
戦
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│
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│
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│　
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座 

談
会　

同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
始
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圓
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

同
志
社
の
一
貫
教
育
に
想
う
こ
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宇
宙
生
体
医
工
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
「
新
時
代
を
切
り
拓
く
、
宇
宙
へ
の
挑
戦
〝Space-DREAM

 Project

〞」 
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│
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し
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テ
ィ
ー
ズ
の
潮
流
 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
河
瀬　

彰
宏　
42

　
　
非
行
・
犯
罪
行
動
変
化
と
回
復
を
支
え
る
 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
毛
利　

真
弓　
44

　
　
英
語
の
ア
ポ
ロ
ジ
ー
（
謝
罪
）
に
つ
い
て
の
研
究
と
教
育
 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
北
尾　

キ
ャ
ス
リ
ー
ン　
46

　
　
ホ
ン
モ
ノ
か
ら
学
ぶ
社
会
科
の
学
習
 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
金
山　

香
織　
48

　
　

  

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
法
学
部
の
授
業

│「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
法
律
実
務
家
」の
育
成
を
目
指
し
て 

 
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
川
嶋　

四
郎　
50

　
　
学
部
横
断
型
Ｐ
Ｂ
Ｌ
科
目「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
」成
果
報
告
会
を
開
催 

 │
│
│
大
学
今
出
川
校
地
教
務
課　
52

　
　
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
日
下
菜
穂
子　
54

同
志
社
ナ
ウ

私
の
研
究
・
私
の
授
業



●
本
誌
で
は
学
校
法
人
同
志
社
の
各
学
校
名
か
ら
「
同
志
社
」
を
省
略
し
て
、
左
記
の
と
お
り
表
記
し
て
い
ま
す
。

大
学
＝
同
志
社
大
学
、
女
子
大
学
＝
同
志
社
女
子
大
学
、
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
、
香
里
中
学
校
・
高
等
学

校
＝
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
、
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
、
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
＝

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
、
小
学
校
＝
同
志
社
小
学
校
、
国
際
学
院
初
等
部
・
国
際
学
院
国
際
部
＝
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
・

同
志
社
国
際
学
院
国
際
部
、
幼
稚
園
＝
同
志
社
幼
稚
園

●
執
筆
者
等
の
役
職
・
職
位
は
２
０
１
９
年
10
月
１
日
現
在
、
大
学
広
報
課
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

  

美
術
鑑
賞
授
業
の
実
践

「
生
活
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
〜
色
々
な
椅
子
〜
」 

 
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
塩
田　

侑
佳　
56

　
　
理
科
系
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
会 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
古
本　
　

大　
58

　
　
ス
キ
ー
学
舎 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
平
岡　

隆
一　
60
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特

別

寄
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前
川
道
介
氏
の
「
言
葉
」 

 │
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
澤
田　

瞳
子　
64

新
刊
紹
介
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│
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│
│
│
│

 

66

新
島
襄
の
教
え
子
た
ち
（
ジ
ャ
ン
ル
別
）・
本
井
康
博
著
／
「
通
貨
」
の
正
体
・
浜
矩
子
著
／
信
託
法
を
ひ
も
と
く
・
佐
久
間
毅
著
／
現
代

韓
国
を
生
き
る
若
者
の
自
立
と
親
子
の
戦
略
―
文
化
と
経
済
の
中
の
親
子
関
係
―
・
尹

喜
著
／
詩
画
制
作
論
の
系
譜
・
伊
達
立
晶
著
／

大
統
領
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
―
ア
メ
リ
カ
政
治
と
映
画
の
百
年
―
・
村
田
晃
嗣
著
／
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
否
・
佐
竹
光
彦
他
編
著
・
北
坂
真
一
・

川
口
章
・
三
好
博
昭
他
著
／
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
開
発
人
材
の
育
成
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
知
識
移
転
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
析
―
・
宮
本

大
他
著
／
ハ
ー
モ
ニ
ー
探
究
の
歴
史
―
思
想
と
し
て
の
和
声
理
論
―
・
大
愛
崇
晴
他
著
／
50
年
目
の
「
大
学
解
体
」
20
年
後
の
大
学
再
生

―
高
等
教
育
政
策
を
め
ぐ
る
知
の
貧
困
を
越
え
て
―
・
佐
藤
郁
哉
編
・
他
著
／
近
代
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
議
員
―
「
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化
」

の
歴
史
社
会
学
―
・
河
崎
吉
紀
他
編
著
／
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
は
誰
か
―
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
学
ぶ
地
域
社
会
学
―
・
轡
田
竜

蔵
他
著
／
朝
鮮
半
島 

危
機
か
ら
対
話
へ
―
変
動
す
る
東
ア
ジ
ア
の
地
政
図
―
・
太
田
修
他
著
／
い
ま
、
教
育
と
教
育
学
を
問
い
直
す
―
教

育
哲
学
は
何
を
究
明
し
、
何
を
展
望
す
る
か
―
・
小
野
文
生
他
著
／
芥
川
龍
之
介
選 

英
米
怪
異
・
幻
想
譚
・
藤
井
光
他
訳
／
認
知
症
と
医
療
・

日
下
菜
穂
子
他
著



4

司
会
や
リ
ポ
ー
タ
ー
の
経
験
が

言
葉
を
扱
う
仕
事
へ
の
関
心
に

│
│
大
学
時
代
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し

た
か
。

川
北　

進
学
を
考
え
て
い
た
時
は
公
務
員
志
望

で
、
法
学
や
地
方
創
生
な
ど
に
関
心
が
あ
り
ま

し
た
。
現
代
社
会
学
部
は
経
営
学
、
法
学
、
国

際
学
な
ど
学
び
の
幅
が
広
く
、
将
来
の
進
路
に

役
立
つ
と
思
っ
た
の
で
決
め
ま
し
た
。
印
象
深

い
の
は
大
西
秀
之
先
生
の
ゼ
ミ
で
す
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
メ
イ
ク
、「
お
ひ
と
り
様
」ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
身
近
な
事
柄
か
ら
社
会
問
題
ま
で
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
た
と

え
ば「
お
ひ
と
り
様
」で
は
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

が
生
ま
れ
て
い
る
一
方
、
孤
独
死
問
題
も
あ
る
。

物
事
の
正
面
だ
け
で
な
く
裏
側
に
潜
む
事
柄
や

少
数
意
見
を
傾
聴
す
る
こ
と
で
真
理
が
追
究
さ

れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
報
道
で
大
切
な
多

角
的
視
点
は
、
学
生
時
代
に
培
わ
れ
た
と
思
い

ま
す
。

│
│
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
志
し
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

川
北　

人
前
で
話
す
こ
と
を
初
め
て
意
識
し
た

の
は
高
校
時
代
で
す
。
軽
音
楽
部
の
演
奏
会
で

司
会
し
た
と
き
、
先
輩
か
ら「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

み
た
い
だ
ね
」と
ほ
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、

頭
の
片
隅
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
で
徐
々

に
進
路
を
真
剣
に
考
え
始
め
て
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
同
志
社
女

子
大
学
出
身
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
お
ら
れ
る
こ

と
を
知
り
、
私
も
目
指
し
て
み
よ
う
か
な
と
思

っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
び
わ
こ
放
送
で
高
校

野
球
の
リ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
大
変
な
仕
事
で
し
た
が
、
や
り
が
い
が
大

き
く
、
も
っ
と
う
ま
く
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
３
年

次
か
ら
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
り
、

テ
レ
ビ
局
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加

し
た
り
し
ま
し
た
。

│
│
京
都
の
観
光
ガ
イ
ド
も
さ
れ
ま
し
た
ね
。

川
北　

京
都
学
生
ガ
イ
ド
協
会
に
４
年
間
所
属

し
て
、
主
に
小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行
生
を
案

内
し
て
い
ま
し
た
。
歴
史
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
絵
本
を
作
る
な
ど
、
工
夫
も
重
ね
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
の
経
験
も
、
言
葉
を
使
っ
た
仕
事

へ
の
関
心
を
深
め
た
と
思
い
ま
す
。

│
│
念
願
叶
っ
て
山
口
朝
日
放
送
に
入
社
さ
れ

ま
し
た
。

川
北　

十
数
社
を
受
け
た
中
、
内
定
を
い
た
だ

い
た
時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
仕
事
は

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
業
務
だ
け
で
な
く
、
企
画
、
取

材
、
構
成
、
編
集
と
多
岐
に
渡
り
、
一
連
の
番

組
制
作
の
流
れ
を
学
べ
た
こ
と
は
貴
重
な
財
産

に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
ご
縁
が
あ
っ
て
テ

レ
ビ
大
阪
に
入
社
、
関
西
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

やさしいニュースを体現

知って欲しいことを
視聴者の目線で
伝えたい。

川
か わ

 北
き た

 円
ま ど

 佳
か

 さん
アナウンサー

平日の夕方、テレビ大阪のスタジオからニュースを
届ける。番組のコンセプトは高齢者や子どもにも分
かりやすく伝えること。言葉の一つひとつに心を砕
くお仕事ぶりなどを伺いました。

私 の 志
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「
誰
に
も
わ
か
り
や
す
く
」

を
大
切
に
し
た
い

│
│
テ
レ
ビ
大
阪
で
の
お
仕
事
ぶ
り
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

川
北　
「
や
さ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
」の
キ
ャ
ス
タ
ー

を
は
じ
め
と
し
て
生
放
送
が
多
く
、
毎
日
が
刺

激
的
で
す
。
特
に
生
中
継
で
リ
ポ
ー
ト
す
る
際

は
、
適
切
な
表
現
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
下
調

べ
を
入
念
に
行
い
、
現
場
で
聴
い
た
生
の
情
報

も
取
り
入
れ
ま
す
。
時
に
は
百
を
調
べ
て
も
、

実
際
に
使
う
の
は
一
く
ら
い
。
で
も
残
り
の
九

十
九
も
、
決
し
て
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
知
識
や
興
味
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
し
、

思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
役
立
つ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

│
│
報
道
に
つ
い
て
心
が
け
て
い
る
姿
勢
は
あ

り
ま
す
か
。

川
北　
「
や
さ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
」の
中
で「
き
ょ

う
の
気
に
な
る
！
」と
い
う
約
３
分
間
の
解
説

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
短
時
間
の
コ
ー
ナ
ー

だ
け
に
言
葉
選
び
は
慎
重
に
行
い
、
内
容
を
自

分
の
中
に
し
っ
か
り
落
と
し
込
む
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
め
り
は
り
の
効
い
た
、「
伝

わ
る
」内
容
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
報
道

で
心
が
け
て
い
る
の
は
、
常
に
中
立
の
立
場
で

い
る
こ
と
、
聞
き
手
を
不
快
に
さ
せ
な
い
こ
と

で
す
。
そ
の
上
で
少
し
で
も
世
の
中
が
よ
く
な

る
方
向
を
む
い
て
伝
え
ら
れ
た
ら
と
、
常
に
緊

張
感
の
中
で
考
え
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
に
は

い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
あ
る
の
で
、
自
分
な
り
の

切
り
口
や
意
見
を
持
つ
こ
と
は
重
要
で
す
。
で

も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
仕
事
は
、
ま
ず
正
確
に
伝

え
る
こ
と
。
そ
の
上
で
将
来
的
に
は
、
自
分
の

意
見
も
盛
り
込
め
る
よ
う
な
キ
ャ
ス
タ
ー
に
な

れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
職
業
の
魅
力
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

川
北　

取
材
を
通
し
て
話
題
の
人
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
方
に
出
会
え
る
こ
と
で
す
。
普
通
な
ら

行
け
な
い
場
所
に
も
行
け
る
こ
と
も
。
最
前
線

に
直
接
触
れ
ら
れ
る
醍
醐
味
が
あ
り
ま
す
。

│
│
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
し
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

川
北　
「
お
と
な
旅
あ
る
き
旅
」と
い
う
旅
番
組

や「
モ
ウ
カ
リ
マ
ッ
カ
ー
学
園
」と
い
う
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
頃
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
苦
手
で
し
た
。「
た
だ
の
音
読
、

中
身
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
」と
い
う
指
摘
を
受

け
て
、
悩
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、
今
は
、

内
容
を
理
解
し
た
う
え
で
、「
演
じ
る
」こ
と
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
特
に
大
切
に
し
て
い

る
の
は
、
視
聴
者
に
と
っ
て
心
地
よ
い「
間

（
ま
）」。
言
い
換
え
れ
ば
テ
ン
ポ
で
あ
り
、
リ

ズ
ム
で
す
。
高
校
時
代
の
軽
音
楽
部
で
の
活
動

が
役
立
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
│
将
来
取
り
組
ん
で
み
た
い
仕
事
は
あ
り
ま

す
か
。

川
北　

音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で
音
楽

番
組
や
ス
ポ
ー
ツ
取
材
に
取
り
組
ん
で
み
た
い

で
す
ね
。
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
で
も
、「
川
北

が
い
て
よ
か
っ
た
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
仕
事
を
重
ね
て
い
き
た
い
で
す
。
第
三
者

の
視
点
か
ら
現
場
を
俯
瞰
し
、
作
り
手
の
思
い

と
視
聴
者
目
線
が
ず
れ
な
い
よ
う
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
今
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
は
。

川
北　

防
災
士
資
格
で
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
防
災
・

減
災
に
関
す
る
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
は
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
座
右
の
銘
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

川
北　
「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」で
す
。
テ
レ

ビ
大
阪
に
は
〝
明
る
い
〞
枠
で
採
用
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
か
ら（
笑
）。
あ
と
は「
人
事
を

尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
」と
、
リ
ン
カ
ー
ン
の

「
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
開
け
る
」。
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
へ
の
道
も
テ
レ
ビ
の
仕
事
も
、
強
い
意

志
と
ブ
レ
な
い
心
で
自
分
な
り
に
や
る
べ
き
こ

と
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
掲
げ
た
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
２
０
１
９
年
７
月
31
日
、

大
阪
に
て
）
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都
会
暮
ら
し
に
疑
問
を
感
じ

妻
の
故
郷
へ
二
人
で
移
住

│
│
移
住
の
決
め
手
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
本　

卒
業
後
東
京
で
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
て

い
ま
し
た
が
、
自
分
の
生
活
を
ど
こ
か
宙
ぶ
ら

り
ん
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
東
京
で
は
誰
か
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
で
し
か
生
き
て
い
け
な
い
。

自
分
の
暮
ら
し
を
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
。

そ
ん
な
思
い
が
地
域
創
生
へ
の
関
心
を
育
て
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
故
郷
の
上
勝
町
の
た
め
の

活
動
を
考
え
て
い
た
妻
を
支
え
た
い
と
い
う
気

持
ち
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
へ
起

き
た
の
が
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
す
。

同
世
代
が
次
々
と
行
動
を
起
こ
す
の
を
見
て
、

「
自
分
も
」と
決
心
し
ま
し
た
。

│
│
け
れ
ど
、
ご
自
身
に
は
ゆ
か
り
の
な
い
町

で
す
。
ど
の
よ
う
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
育
て

た
の
で
す
か
。

松
本　

移
住
し
た
頃
、
上
勝
町
で
開
か
れ
た
、

景
観
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
あ
る
お
じ
い
さ
ん
が「
家
の
前
の
花

壇
が
荒
れ
て
い
る
か
ら
、
明
日
か
ら
き
れ
い
に

し
よ
う
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
自
分
の
当
た
り

前
の
暮
ら
し
に
手
を
か
け
て
守
っ
て
い
こ
う
と

す
る
人
た
ち
が
い
る
。
何
歳
に
な
っ
て
も
未
来

を
考
え
て
行
動
で
き
る
人
が
い
る
こ
と
に
、
大

き
な
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
私
に
と

っ
て
上
勝
町
で
の
原
体
験
に
な
り
、
こ
の
町
に

息
づ
く
マ
イ
ン
ド
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
既
に
上
勝
町
は

ゴ
ミ
ゼ
ロ
政
策
や「
葉
っ
ぱ（
つ
ま
も
の
）ビ
ジ

ネ
ス
」な
ど
で
注
目
を
集
め
て
い
た
の
で
、
世

界
か
ら
人
が
訪
れ
る
町
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
に
寛
容
性
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
、
私

の
よ
う
な
移
住
者
の
活
動
の
助
け
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

│
│
移
住
２
年
後
に
、
ご
夫
妻
で
素
敵
な
カ
フ

ェ
を
地
元
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

松
本　
「
上
勝
町
を
五
感
で
感
じ
る
」が
コ
ン
セ

プ
ト
で
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
、
他
に
も
カ
フ
ェ

や
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
、
廃
材
を
使
っ
た

ビ
ー
ル
工
場
な
ど
が
同
時
多
発
的
に
生
ま
れ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
の
動
き
が
波
に
な
り
、
さ
ら

に
大
き
な
渦
と
し
て
い
け
る
よ
う
、
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
今
年
４
月
か
ら
は
徳
島
大
学
に
お
勤
め
で

す
。
お
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

松
本　

上
勝
で
で
き
た
こ
と
も
あ
る
し
、
上
勝

だ
け
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
も
っ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
て
勉
強
し
た

く
な
り
、
徳
島
大
学
・
人
と
地
域
共
創
セ
ン
タ

ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
特
別
助
教
に
応
募

し
ま
し
た
。
現
在
は
地
域
の
活
性
化
を
実
践
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
目
立
っ
た
事
業
と
し
て
は
、

こ
れ
は
私
の
着
任
以
前
か
ら
続
い
て
い
る
取
り

組
み
で
す
が
、
徳
島
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
地
域
の
方
と
共
に

地域の力をつないで生かす

自分の暮らしを自分で創る。
上勝町から世界への挑戦。

松
ま つ

 本
も と

 卓
た く

 也
や

 さん
地域共創コーディネーター

妻のふるさと徳島県上勝町に二人で移住、そこで結婚。
「ゼロ・ウェイスト（ゴミゼロ）政策」を推進する町に
共鳴しながら、地産地消型のカフェ経営や産官学コ
ーディネートなどを通して地域共創に取り組む卒業
生です。

私 の 志
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運
営
し
た
り
、
小
松
島
市
の
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト「
こ
ま
つ
し
ま
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
」に
加
わ

っ
た
り
。
よ
く
あ
る
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
作
り

で
は
な
く
、
住
民
や
自
治
体
、
企
業
な
ど
地
域

の
多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
巻
き
込
み
、
継
続
し

て
地
域
の
未
来
を
共
に
築
い
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
作
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
意
識
し
て
い
ま

す
。地

域
創
生
の
カ
ギ
は

危
機
感
の
共
有
と
住
民
参
画

│
│
地
域
創
生
が
う
ま
く
進
ん
で
い
る
町
と
、

そ
う
で
な
い
町
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
差
は
何

だ
と
お
考
え
で
す
か
。

松
本　

危
機
感
を
本
当
に
感
じ
て
い
る
か
ど
う

か
の
違
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
上
勝
町
が
ゴ
ミ

ゼ
ロ
政
策
を
本
気
で
推
進
し
た
の
は
、
切
羽
詰

ま
っ
た
か
ら
で
し
た
。
町
が
焼
却
炉
を
２
基
購

入
し
た
直
後
、
２
０
０
０
年
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
対
策
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
排
ガ
ス
基

準
を
ク
リ
ア
で
き
な
く
て
使
え
な
く
な
っ
た
。

も
う
新
し
い
焼
却
炉
を
買
う
お
金
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
ゴ
ミ
を
減
ら
す
し
か
な
か
っ
た
の

で
す
。
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
も
、
主
力
作
物
だ
っ

た
ミ
カ
ン
が
台
風
で
大
打
撃
を
受
け
た
こ
と
が

始
ま
り
で
し
た
。
今
で
は
年
収
が
一
千
万
円
を

超
え
る
高
齢
者
も
お
ら
れ
ま
す
。
お
歳
を
召
し

て
も
皆
さ
ん
忙
し
く
、
こ
ち
ら
が
元
気
を
も
ら

っ
て
ば
か
り
で
す
。

│
│
そ
こ
ま
で
危
機
感
が
共
有
さ
れ
て
い
な
い

地
域
で
は
、
何
が
成
功
へ
の
カ
ギ
で
す
か
。

松
本　

よ
く「
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
」と
呼
ば

れ
ま
す
が
、「
課
題
解
決
」と
言
っ
て
い
る
う
ち

は「
や
ら
さ
れ
て
い
る
感
」が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
自
発
的
に
動
く
人
は
限
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
に「
楽
し
く
で
き
る
」要
素
が
加
わ
る

と
い
い
で
す
よ
ね
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
ん
な

こ
と
を
し
な
く
て
も
回
っ
て
い
け
る
仕
組
み
づ

く
り
が
一
番
重
要
で
し
ょ
う
。

│
│
一
人
ひ
と
り
が
加
わ
る
こ
と
が
大
切
。

松
本　

つ
い
先
日
、
研
修
で
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
に
行
き
ま
し
た
。
全
米
で「
住
み
た

い
街
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」に
選
ば
れ
た
都
市
で
す
。

現
地
で
は
当
局
が
住
民
の
意
見
も
丹
念
に
す
く

い
な
が
ら
、
街
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
１
年
半
か
け
て

じ
っ
く
り
作
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
後

で
市
長
や
役
人
が
交
代
し
て
も
簡
単
に
は
覆
せ

ま
せ
ん
。
日
本
で
は
な
か
な
か
難
し
い
手
法
で

す
が
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

│
│
町
づ
く
り
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か
。

松
本　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
役
は
、
よ

く
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

場
合
が
多
い
で
す
。
私
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

自
分
も
実
行
主
体
の
一
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
未
来
の
こ
と
を
共
に
考
え
た
い
。

他
大
学
で
は
、
私
と
同
じ
よ
う
な
役
割
に「
連

携
」コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
名
前
が
つ
い

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、徳
島
大
学
は「
共

創
」コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。
こ
れ
は
、
つ

な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
共
に
何
を
創
る
か
に

重
き
を
置
い
て
い
る
と
い
う
大
学
の
強
い
想
い

が
あ
り
ま
す
。

│
│
未
来
に
つ
な
が
る
、
新
し
い
志
は
育
ち
ま

し
た
か
。

松
本　

小
さ
な
町
で
は
、
実
現
の
難
し
い
こ
と

は
確
か
に
多
い
で
す
。
で
も
、
で
き
な
い
理
由

を
考
え
て
心
配
す
る
よ
り
も
、
未
来
に
つ
な
が

る
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
た
い
も
の
で
す
。
た

と
え
ば
ゴ
ミ
ゼ
ロ
政
策
に
お
い
て
、
上
勝
町
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
約
80
％
に
ま
で
向
上
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
残
り
の
20
％
は
お
む
つ
な
ど
、

ど
う
し
て
も
分
別
の
困
難
な
物
で
す
。
こ
の
20

％
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、
上
勝
か
ら
ど
ん
な
仲

間
を
作
り
、
世
界
へ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し

て
い
け
る
か
と
い
う
や
り
甲
斐
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
は
立
場
上
い
っ
た
ん
カ
フ
ェ
な
ど
の

運
営
か
ら
離
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
あ
ま
り

枠
に
は
ま
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
移
住
し

て
８
年
が
経
ち
ま
し
た
、
上
勝
と
い
う
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
私
を
生
か
し
て
く
れ
て
い
る
。

恩
返
し
と
言
っ
て
は
恥
ず
か
し
い
で
す
が
、
私

に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
０
１
９
年
８
月
19
日
、
徳
島
市
に
て
）
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●出席者
 圓

えん

月
げつ

勝
かつ

博
ひろ

　（一貫教育探求センター運営委員、大学文学部教授）
 戸

と

田
だ

光
みつ

宣
のぶ

　（一貫教育探求センター運営委員、国際中学校・高等学校校長）
 石

いし

川
かわ

博
ひろ

三
み

　（小学校副校長）
●司会
 千

せん

田
だ

二
じ

郎
ろう

　（一貫教育探求センター所長、大学理工学部教授）

座談会

同志社
一貫教育探求センター始動

　「基督主義ノ学校ハ幼稚園ヨリ大学ニ至ル迄実ニ必要ノモノト信スレド
モ、当時我輩ノ力　尚微々タリ、尽ク之ニ着手シ得サルベシ」と述べた創
立者の新島襄。2006年の同志社小学校の開校により、新島そして同志社の
悲願であった、幼稚園から大学・大学院にいたる一貫教育体制は確立された。
そして、創立150周年が目前に迫った2019年、法人内各校の教学連携をよ
り強固にするために「同志社一貫教育探求センター」が発足。今回は、セ
ンター設立の背景や目標、課題などを紹介しつつ、14の学校を擁する同志
社が、今後どのように一貫教育を展開していくかを探る。
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「
苦
き
水
を
甘
く
す
る
木
」
を

育
て
る
の
が
同
志
社
の
教
育

千
田
●
２
０
１
９
年
４
月
に
一
貫
教
育
探
求
セ

ン
タ
ー
が
発
足
し
ま
し
た
。
本
日
は
設
立
の
背

景
な
ど
を
紹
介
し
、
総
合
学
園
同
志
社
が
今
後

ど
の
よ
う
に
一
貫
教
育
を
結
実
さ
せ
て
い
く
べ

き
か
な
ど
、
課
題
を
探
る
場
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
新
島
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
育
成

を
目
標
と
し
て
い
た
と
お
考
え
で
す
か
。

圓
月
●
イ
ギ
リ
ス
の
キ
リ
ス
ト
教
詩
人
ミ
ル
ト

ン
の
代
表
作
「
失
楽
園
」
に
次
の
一
節
が
あ
り

ま
す
。「
良
心
と
は
神
が
一
人
ひ
と
り
に
与
え

た
ア
ン
パ
イ
ア
で
あ
る
」。
人
が
自
分
自
身
を

判
断
で
き
る
力
が
良
心
で
あ
る
と
。
ま
た
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
は
「
万
人
祭
司
」
と
い

う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
各
自
が
自
身
の
教
師
で

あ
り
、
自
分
を
導
く
。
そ
れ
が
良
心
教
育
の
根

底
に
あ
っ
て
自
治
自
立
を
重
ん
じ
る
同
志
社
の

教
育
が
生
ま
れ
、
個
人
と
個
人
が
向
き
合
う
と

い
う
意
味
で
の
国
際
主
義
が
生
ま
れ
た
。
現
在

の
学
習
指
導
要
領
で
は
「
学
力
の
三
要
素
」
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
、
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働

性
の
三
つ
で
す
。
新
島
の
建
学
の
精
神
は
そ
れ

ら
を
す
べ
て
含
ん
で
い
ま
す
。
正
し
い
こ
と
は

何
か
を
知
っ
て
い
る
知
識
、
そ
れ
を
行
え
る
技

能
、
自
分
で
考
え
判
断
し
て
人
に
伝
え
て
い
く

力
。
何
よ
り
社
会
の
中
で
そ
れ
を
実
践
し
て
い

く
主
体
性
と
協
働
性
が
既
に
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
学
力
観
を
１
５
０
年
近
く
前
に
先
取
り
し

て
い
た
新
島
先
生
の
見
識
を
生
か
し
、
力
を
合

わ
せ
て
同
志
社
教
育
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

戸
田
●
中
高
で
は
全
員
が
参
加
し
て
礼
拝
を
行

い
ま
す
の
で
、
我
々
が
教
育
の
根
幹
と
し
て
い

る
キ
リ
ス
ト
教
に
直
に
触
れ
る
機
会
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
新
島
先
生
の
生
き
方
を

授
業
で
学
ぶ
中
で
、
生
徒
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教

主
義
・
自
由
主
義
・
国
際
主
義
を
学
ぶ
。
三
つ

の
建
学
の
精
神
に
よ
っ
て
、
各
中
高
は
し
っ
か

り
と
結
ば
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
際
中
高

で
大
事
に
し
て
い
る
の
は
「

て
き

儻と
う

不ふ

羈き

」
と
い

う
言
葉
で
す
。
少
々
角
が
あ
っ
て
も
し
っ
か
り

と
自
分
自
身
を
持
っ
て
い
る
人
間
を
育
て
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
は
、新
島
先
生
以
来
、脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

千
田
●

儻
不
羈
を
現
代
風
に
言
う
な
ら
、
個

性
を
伸
ば
し
て
、
画
一
的
で
は
な
い
、
総
合
的

な
教
養
人
を
育
て
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

石
川
●
良
心
の
意
味
を
考
え
る
と
き
、
共
に
生

き
、
互
い
に
知
る
こ
と
が
大
事
で
あ
ろ
う
と
考

え
ま
す
。
依
存
し
合
う
の
で
は
な
く
、
自
立
し

た
自
分
と
し
て
生
き
な
が
ら
、
共
に
生
き
、
相

手
を
よ
く
知
る
。
そ
う
い
う
人
間
関
係
を
含
め

た
教
育
を
考
え
て
い
ま
す
。
新
島
が
最
初
の
卒

業
式
で
語
っ
た
言
葉
に「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」

が
あ
り
ま
す
。
君
た
ち
こ
そ
が
私
の
跡
を
継
い

で
日
本
を
変
え
て
い
く
の
だ
と
い
う
信
念
を
新

島
は
持
っ
て
い
た
。
ま
た
新
島
は
、
出
エ
ジ
プ

ト
記
の
一
節
も
話
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
奴
隷

と
し
て
囚
わ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
モ

ー
ゼ
が
率
い
、
エ
ジ
プ
ト
を
脱
出
し
た
。
食
べ

物
が
な
く
な
り
水
が
な
く
な
り
、
や
っ
と
た
ど

り
着
い
た
所
に
も
苦
い
水
し
か
な
く
、
皆
が
不

満
を
持
っ
た
。
そ
こ
で
モ
ー
ゼ
が
神
に
祈
り
、

一
本
の
木
を
入
れ
る
と
水
が
甘
く
な
っ
た
。
新

圓月　勝博
一貫教育探求センター運営委員、
大学文学部教授
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こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
に
対
応
で
き
る
人
材

を
育
て
る
に
は
、
大
学
側
も
学
問
体
系
を
も
っ

と
広
い
視
野
で
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、

小
中
高
と
も
そ
の
よ
う
な
教
育
や
危
機
感
を
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

Society 5.0

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な

取
り
組
み
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

圓
月
●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
大
き
な
課
題

で
す
。
こ
れ
に
は
ツ
ー
ル
の
整
備
と
コ
ン
テ
ン

ツ
の
開
拓
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。

ツ
ー
ル
と
し
て
は
文
科
省
の
委
託
事
業

「JA
PA

N
 e-Portfolio

」
の
よ
う
に
、
電
子

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
の
開
発
に
同
志
社
は
近

年
、
協
力
校
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
中
高

で
は
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
形
が
来
年
以
降
は
必
須
に
な
っ
て
く
る
で
し

ょ
う
。JA

PA
N
 e-Portfolio

は
小
学
校
か
ら

高
校
ま
で
の
学
び
の
記
録
を
つ
け
て
い
き
、
大

学
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
れ
ら
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
ツ
ー
ル
の
一
貫
教
育
へ
の
利

用
は
、
将
来
的
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
個
人
デ
ー
タ
の
集
積
に

限
ら
ず
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
も
使
え
る
の

で
、
同
志
社
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
全
体
を
よ

く
把
握
し
理
解
す
る
体
制
づ
く
り
へ
の
活
用
が

で
い
く
で
し
ょ
う
か
。

石
川
●
５
年
生
の
ク
ラ
ス
に
、
手
を
挙
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
女
の
子
が
い
ま
し
た
。「
自

分
が
間
違
う
と
、
友
だ
ち
が
そ
れ
は
間
違
っ
て

い
る
と
教
え
て
く
れ
る
か
ら
だ
」
と
言
う
。
間

違
い
を
咎
め
ら
れ
る
と
人
は
自
信
を
な
く
し
ま

す
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
咎
め
る
の
で
は
な
く
、

き
ち
ん
と
指
摘
し
て
く
れ
た
。
共
に
生
き
る
こ

と
が
助
け
に
な
っ
た
例
で
す
。
こ
れ
が
新
島
の

求
め
て
い
た
生
き
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

千
田
●
そ
の
よ
う
な
新
島
先
生
の
教
育
に
基
づ

い
て
設
立
さ
れ
た
の
が
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ

ー
で
す
。
設
立
の
背
景
を
圓
月
先
生
か
ら
少
し

ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

圓
月
●
私
は
こ
れ
ま
で
一
貫
教
育
委
員
会
の
長

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
社
会
状
況
の
変
化
に
対

し
、
さ
ら
に
新
し
い
形
で
、
同
志
社
全
体
と
し

て
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
が
「Society 5.0

」。「
超

ス
マ
ー
ト
社
会
」
と
も
言
い
ま
す
。
あ
る
い
は

国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
未
来
社

会
の
イ
メ
ー
ジ
に
同
志
社
は
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
と
い
う
課
題
か
ら
、
法
人
内
の
新
た
な

連
携
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

千
田
●
第
４
次
産
業
革
命
と
言
わ
れ
る
時
代
、

島
は
「
あ
な
た
た
ち
が
出
て
い
く
社
会
は
苦
き

水
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
で
不
満
を
言
う
の
で

は
な
く
、
あ
な
た
た
ち
こ
そ
が
そ
れ
を
甘
い
水

に
変
え
る
の
だ
」
と
言
っ
た
。
人
を
信
じ
、
自

分
か
ら
何
か
を
行
う
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
。

私
た
ち
も
そ
う
い
う
こ
と
を
小
学
生
た
ち
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
田
●
小
学
生
に
理
解
を
深
め
さ
せ
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
。

石
川
●
子
ど
も
な
の
で
感
覚
や
空
気
を
大
事
に

し
ま
す
。
新
島
の
足
跡
を
雰
囲
気
と
し
て
感
じ

さ
せ
て
い
く
教
育
で
す
。
た
と
え
ば
宿
泊
体
験

学
習
や
遠
足
。
６
年
生
と
１
年
生
は
４
月
に
同

志
社
墓
地
へ
の
遠
足
を
行
い
ま
す
。
６
年
生
が

１
年
生
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
墓
地
に
眠
る
人

た
ち
の
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
ま
す
。
４
年
生
は

山
中
湖
に
行
っ
た
後
、
安
中
を
訪
ね
て
新
島
を

感
じ
ま
す
。
新
島
は
実
際
に
は
２
週
間
し
か
安

中
に
住
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
帰
国
後
に
寺
で
キ

リ
ス
ト
教
を
伝
え
、
そ
れ
を
人
々
が
受
け
入
れ

た
話
も
し
ま
す
。
５
年
生
は
函
館
を
訪
れ
、
海

外
渡
航
碑
前
で
祈
り
を
捧
げ
る
。
６
年
生
は
ア

ー
モ
ス
ト
や
ボ
ス
ト
ン
へ
行
き
、
新
島
が
祈
っ

た
教
会
な
ど
多
く
の
場
所
を
訪
ね
ま
す
。

千
田
●
そ
の
教
育
が
、
ど
の
よ
う
に
実
を
結
ん
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先
の
知
識
に
振
り
回
さ
れ
な
い
若
者
を
育
て
る

こ
と
が
入
試
改
革
の
一
つ
の
趣
旨
で
す
。
そ
の

意
味
で
同
志
社
は
先
見
の
明
が
あ
る
。
今
は
公

立
で
も
一
貫
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
と
の
違
い
を
我
々
は
ど
う
打

ち
出
し
て
い
く
の
か
。
思
考
力
や
主
体
性
な
ど

は
育
成
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
と
も
す
る
と

す
ぐ
に
成
果
を
求
め
が
ち
な
考
え
方
か
ら
脱
皮

し
、
３
年
、
６
年
、
あ
る
い
は
12
年
計
画
で
力

を
養
っ
て
い
け
る
の
が
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト

で
し
ょ
う
。
教
育
の
あ
り
方
を
、
も
っ
と
大
き

く
考
え
る
べ
き
で
す
。
一
貫
教
育
の
デ
メ
リ
ッ

ト
は
一
つ
ず
つ
解
消
し
な
が
ら
、
先
輩
方
の
残

し
て
く
れ
た
大
き
な
レ
ガ
シ
ー
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

戸
田
●
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
「
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
」
と
考
え
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
の
重
点
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
か
と
思
い

ま
す
。
一
つ
目
の
知
識
・
技
能
の
習
得
に
つ
い

て
は
、
小
中
高
は
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
最
低
限
の
共
有
を
図
っ
て
い
た
だ
き
、
次
の

教
育
段
階
へ
渡
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
学
・

女
子
大
は
そ
の
上
に
専
門
教
育
の
高
度
化
を
進

め
ま
す
。
各
レ
ベ
ル
で
役
割
分
担
を
行
い
ま
し

ょ
う
。
二
番
目
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

の
教
育
は
小
中
高
で
重
点
化
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
大
学
レ
ベ
ル
で
は
遅
い
の
が
実
情
で
す
。

三
番
目
の
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
は
、
ま

さ
に
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
一
貫
教
育
の
縦
の

中
で
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ
う
。
大
学
で
は
新

島
塾
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
た
と

え
ば
統
合
知
な
ど
、
知
識
で
は
な
く
知
恵
や
想

像
力
を
発
揮
す
る
人
材
の
育
成
を
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
か
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

圓
月
●Society 5.0
を
代
表
と
す
る
よ
う
な
社

会
状
況
の
中
で
は
、
知
識
の
賞
味
期
限
が
非
常

に
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
数
年
で
意
味
が
な
く

な
る
細
か
い
知
識
・
技
能
よ
り
、
も
っ
と
深
い

知
恵
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
現
在

の
大
学
改
革
の
柱
は
高
大
接
続
の
改
善
と
入
試

改
革
で
す
。
１
点
刻
み
の
テ
ス
ト
を
や
め
、
目

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
現
代
は
「
文
理
融
合
」

も
キ
ー
ワ
ー
ド
。
大
学
で
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
教
育
の
必
修
化
を
検
討
す
る
な
ど
、
コ
ン
テ

ン
ツ
開
発
が
進
行
中
で
す
。
小
中
高
で
も
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
、
Ａ
Ｉ
教
育
な
ど
新
し
い
教
科
内
容
を

開
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
文
科
省

の
ひ
な
型
ど
お
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
同
志

社
ら
し
い
活
用
法
を
考
え
た
い
。
探
求
セ
ン
タ

ー
で
研
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
田
●
そ
の
よ
う
な
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
コ
ン

テ
ン
ツ
と
同
時
に
、
探
求
型
教
育
や
想
像
力
を

引
き
出
す
教
育
も
必
要
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
考
え
さ
せ
る
教
育

を
、
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で

は
非
常
に
重
視
し
て
い
ま
す
。

圓
月
●
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
で
す

ね
。
そ
の
た
め
の
持
続
可
能
な
一
貫
教
育
体
制

を
、
皆
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
と
は

千
田
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
で
一

貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
先
ほ
ど
、
学
力
の
三
要
素
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
三
要
素
を
一
貫
教
育
に
当
て
は
め
、

戸田　光宣
一貫教育探求センター運営委員、
国際中学校・高等学校校長
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で
連
携
し
た
り
、
職
員
に
も
、
も
っ
と
人
的
交

流
が
あ
っ
た
り
し
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

圓
月
●
過
去
に
少
し
交
流
は
あ
り
ま
し
た
が
、

や
や
も
す
る
と
上
か
ら
下
へ
の
連
携
に
な
っ
て

し
ま
う
ん
で
す
ね
。
大
学
が
高
校
に
要
求
し
、

高
校
は
中
学
に
要
求
す
る
と
い
う
よ
う
な
一
方

通
行
で
は
い
け
な
い
。
下
か
ら
上
へ
の
要
望
も

あ
っ
て
よ
い
。
こ
ん
な
学
生
を
大
学
で
評
価
し

て
ほ
し
い
な
ど
、
高
校
か
ら
要
求
し
て
も
い
い
。

双
方
向
性
が
今
後
の
課
題
で
す
。

石
川
●
小
学
校
で
は
大
学
や
中
高
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
学
生
や
元
裁
判
官
の
卒
業
生
な

ど
が
模
擬
裁
判
を
し
て
児
童
を
参
加
さ
せ
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
カ
ー
を
走
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

教
育
を
通
し
て
、
先
輩
た
ち
の
熱
い
思
い
も
伝

わ
っ
て
い
く
。
同
志
社
な
ら
で
は
の
素
敵
な
一

い
共
通
点
を
、
そ
こ
に
感
じ
ま
す
。
一
人
で
で

き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
一
人
で
は

で
き
な
い
部
分
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
合
う
。

こ
れ
も
推
薦
で
来
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
非
常

に
よ
く
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
や
国
際
学
院

初
等
部
の
教
育
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

千
田
●
そ
れ
が
「
協
働
性
」
で
す
ね
。

持
続
可
能
な
一
貫
教
育
の

仕
組
み
づ
く
り
を
探
る

圓
月
●
こ
の
よ
う
に
現
場
で
感
じ
て
お
ら
れ
る

こ
と
を
共
有
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
活
動
を
可

視
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
も
探
求

セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

千
田
●
今
の
現
場
で
の
課
題
を
大
学
側
も
認
識

し
可
視
化
し
て
、
必
要
な
こ
と
は
法
人
と
し
て

取
り
組
む
決
断
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
一
方

で
中
高
に
し
て
み
れ
ば
、
考
え
る
生
徒
を
育
て

る
教
育
が
大
学
へ
の
推
薦
制
度
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
現

在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
困
難
な
の
で
あ
れ
ば
、
そ

う
い
う
学
生
を
英
才
教
育
し
た
り
、
考
え
る
学

生
を
育
て
る
特
別
な
コ
ー
ス
が
あ
っ
た
り
し
て

も
い
い
。
教
員
同
士
の
交
流
も
必
要
で
す
。
小

中
高
の
先
生
が
大
学
に
来
て
さ
ま
ざ
ま
な
教
科

中
高
の
現
場
で
は
学
習
指
導
要
領
に
従
っ
て
教

育
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
１
点
刻
み
の
授

業
で
す
。
確
実
に
知
識
・
技
能
を
習
得
し
て
い

き
、
そ
の
上
で
総
合
力
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育

て
て
い
き
た
い
の
で
す
が
、
我
々
の
今
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
困
難
な
の
で
す
。
わ
か
り
や
す

い
例
を
挙
げ
る
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
授
業
で
取
り

上
げ
た
の
は
、
国
際
高
校
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
正
規
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
さ
れ
た
１
時
間
で
し

た
。
そ
こ
で
持
続
可
能
社
会
の
問
題
を
ど
う
考

え
る
か
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
る
の
が
１
年

生
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
そ
れ
を
生
徒
が
持
ち
帰
り
、

さ
ら
に
追
求
し
た
け
れ
ば
２
年
生
で
選
択
す
る
。

そ
う
い
う
基
本
的
知
識
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
を
ギ
リ
ギ
リ
の
時
間
内
で
消
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
さ
が
あ
る
。
学

力
の
三
要
素
を
我
々
が
し
っ
か
り
受
け
止
め
た

上
で
、
で
き
る
こ
と
を
プ
ラ
ス
す
る
。
そ
の
中

で
大
学
や
小
中
高
と
の
交
流
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
地
球
的
問
題
を
探
求
す
る
生
徒
は
、

内
部
進
学
者
が
非
常
に
多
い
で
す
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
ド
イ
ツ
に
行
っ
た
時
も
、
内
部
進

学
者
は
現
地
の
生
徒
に
積
極
的
に
質
問
し
て
い

ま
し
た
。
１
点
、
２
点
と
い
う
数
字
に
現
れ
な

石川　博三
小学校副校長
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は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
、
あ
る
程
度
同
志

社
の
中
で
充
足
で
き
て
い
る
。
小
学
校
か
ら
大

学
ま
で
の
一
貫
教
育
の
シ
ス
テ
ム
が
充
分
機
能

し
て
い
ま
す
。

石
川
●
小
学
校
で
は
卒
業
生
90
名
の
大
多
数
は

法
人
内
中
学
校
に
進
学
し
ま
す
。
各
校
い
ず
れ

も
同
志
社
の
一
貫
校
で
あ
り
な
が
ら
、
独
自
の

伝
統
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
考
え
な
が
ら
進
学
先
を
選
べ
る
点
に

つ
い
て
、
保
護
者
か
ら
の
評
価
は
非
常
に
高
い

で
す
。

圓
月
●
大
学
側
で
は
、
推
薦
入
試
で
も
学
力
を

厳
格
に
評
価
す
る
よ
う
強
く
求
め
ら
れ
る
時
代

で
す
。
内
部
の
生
徒
を
落
と
す
た
め
で
は
な
く
、

必
要
な
学
力
目
標
を
設
定
し
、
そ
こ
に
向
か
っ

て
教
育
を
行
う
の
が
趣
旨
で
す
。
妥
当
な
学
力

目
標
を
十
分
に
話
し
合
い
な
が
ら
進
学
先
の
選

択
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
推
薦
制

度
で
は
時
折
ミ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
と
思
え
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
は
ゼ
ロ
に

は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
で
き
る
だ
け
ゼ
ロ

に
近
づ
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
最
近
は
、
女

子
大
学
と
大
学
と
で
情
報
を
で
き
る
だ
け
共
有

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
大
学
に
な
い
学
部

を
女
子
大
学
は
た
く
さ
ん
お
持
ち
な
の
で
、
最

が
出
る
の
を
見
守
る
。
そ
う
い
う
度
量
の
広
さ

が
同
志
社
教
育
で
し
ょ
う
。

千
田
●
探
求
型
教
育
は
ど
う
進
め
て
い
け
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

石
川
●
小
学
校
で
は
、
探
求
と
発
表
を
セ
ッ
ト

に
し
て
実
践
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
知
っ
た
こ

と
を
人
に
伝
え
、
そ
れ
を
聞
い
た
人
も
ま
た
視

野
が
広
が
り
、
他
の
人
に
伝
え
た
く
な
る
も
の

で
す
。

内
部
進
学
の
最
適
化
を
進
め
る

千
田
●
失
敗
す
る
勇
気
は
、
よ
い
経
験
に
な
り

ま
す
ね
。
日
本
は
用
心
が
過
ぎ
る
社
会
。
一
貫

教
育
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
自
分
に
制
限

を
か
け
な
い
、
情
熱
的
な
学
生
が
育
っ
て
ほ
し

い
。
そ
う
い
う
人
材
こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
社
会

変
革
に
耐
え
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
次
は

各
校
の
内
部
進
学
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

戸
田
●
４
高
校
か
ら
大
学
へ
進
む
生
徒
は
85
％

程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
現
在
同
志
社
大
学

は
非
常
に
数
多
く
学
部
展
開
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
が
そ
こ
に
収
ま
っ
て
い
る

の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
医
歯
系
・
建
築
系
の

志
望
者
や
国
公
立
の
キ
ャ
リ
ア
を
求
め
る
生
徒

は
外
部
受
験
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
生
徒

貫
教
育
か
と
思
い
ま
す
。

戸
田
●
中
高
か
ら
送
り
出
し
た
生
徒
が
大
学
で

研
究
を
深
め
、
教
員
と
し
て
戻
っ
て
き
て
く
れ

る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。
そ
う
い
う

子
た
ち
が
ま
た
同
志
社
を
つ
な
い
で
い
く
。
そ

れ
は
我
々
が
完
結
し
た
教
育
を
し
た
の
で
は
な

く
、
大
学
だ
け
で
の
教
育
の
成
果
で
も
な
い
。

圓
月
●
そ
れ
が
持
続
可
能
な
一
貫
教
育
。

千
田
●
そ
れ
が
常
態
化
し
な
い
と
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
継
承
で
き
な
い
。

石
川
●
小
学
校
に
は
、
同
志
社
の
卒
業
生
が
大

勢
、
教
員
と
し
て
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
他
の

一
貫
教
育
校
で
は
た
と
え
ば
中
学
２
年
生
ま
で

の
授
業
が
小
学
校
６
年
生
で
終
わ
る
な
ど
、
先

取
り
教
育
が
一
貫
教
育
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な

ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
同
志
社
は
違
い
ま

す
。
新
島
の
思
い
や
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、

各
年
齢
で
ど
の
よ
う
な
教
育
を
し
て
い
く
か
を

絶
え
ず
問
う
て
い
く
の
が
同
志
社
の
一
貫
教
育

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
思
い
を
伝
え
た

い
か
ら
、
同
志
社
に
戻
っ
て
く
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
主
体
性
の
教
育
で
言
え
ば
、
あ
な
た

は
ど
ん
な
志
で
す
か
、
ど
う
生
き
ま
す
か
を
問

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
志
が
正
し
い
の
で
あ

れ
ば
失
敗
も
認
め
、
そ
の
過
程
を
含
め
て
結
果
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今
、
法
人
の
力
を
そ
こ
に
結
集
し
な
い
と
い
け

な
い
。
中
学
校
が
安
定
す
れ
ば
、
6
年
後
に
大

学
も
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

中
学
校
に
魅
力
が
あ
れ
ば
、
小
学
校
に
も
魅
力

を
感
じ
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
る
。

千
田
●
同
志
社
に
あ
ま
り
興
味
を
持
っ
て
い
な

い
方
に
は
魅
力
を
ど
う
知
ら
せ
て
い
き
ま
す
か
。

圓
月
●

儻
不
羈
と
い
う
言
葉
は
私
も
好
き
で

す
が
、
パ
ソ
コ
ン
で
変
換
で
き
な
い
、
知
ら
な

い
人
が
読
め
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

同
志
社
に
ま
だ
接
点
の
な
い
人
に
も
わ
か
っ
て

も
ら
え
る
わ
か
り
や
す
い
新
た
な
言
葉
で
同
志

社
の
魅
力
を
発
信
し
、
新
し
い
同
志
社
フ
ァ
ン

を
作
る
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
持

続
可
能
と
い
う
視
点
で
言
え
ば
、
新
し
い
血
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
外
か
ら
も
入
れ
続
け
な
い
と
い

け
な
い
で
し
ょ
う
。

千
田
●
も
っ
と
危
機
感
が
欲
し
い
で
す
ね
。

石
川
●
全
体
を
俯
瞰
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ

さ
り
、
共
に
発
信
で
き
る
よ
う
な
体
制
が
で
き

る
と
い
い
で
す
ね
。

千
田
●
法
人
の
広
報
活
動
も
さ
ら
に
活
発
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
含
め
て
一
貫

教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
で
は
、
取
り
組
む
べ
き
具

体
策
を
６
点
掲
げ
て
い
ま
す
。
１
．
各
校
が
実

ー
の
ス
ー
パ
ー
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
よ
う
な
課

程
を
中
高
に
作
っ
て
も
い
い
。
小
中
高
大
を
つ

な
ぐ
縦
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
を
、
も
っ
と

活
性
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

圓
月
●
法
人
が
一
つ
に
な
ら
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
か
つ
て
の
一
貫
教
育
推
進
委
員
会
を
引
き

継
い
で
、
今
の
一
貫
教
育
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

前
組
織
の
課
題
と
し
て
、
縦
の
連
携
は
い
い
が
、

上
意
下
達
式
に
な
る
と
下
の
方
か
ら
徐
々
に
不

満
が
出
て
き
た
と
仄
聞
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

縦
に
お
い
て
も
何
で
も
言
い
合
え
る
フ
ラ
ッ
ト

な
関
係
が
必
要
で
す
。
そ
れ
で
こ
そ
同
じ
教
育

者
と
し
て
分
か
り
合
え
、
上
下
関
係
で
は
な
い

協
調
路
線
が
築
け
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で

現
在
の
一
貫
教
育
委
員
会
が
注
力
し
て
い
る
の

が
研
修
交
流
会
で
す
。

戸
田
●
研
修
交
流
会
に
加
え
て
、
授
業
公
開
も

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
ね
。
今
ま
で

は
互
い
の
授
業
を
見
る
機
会
す
ら
な
か
っ
た
の

で
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

圓
月
●
近
年
、
中
学
入
試
の
重
要
度
が
非
常
に

増
し
て
い
る
点
も
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
。
大
学

で
は
、
18
歳
人
口
の
減
少
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ウ
ェ
ー
ブ
は
既

に
中
学
入
試
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

適
な
大
学
の
学
部
に
最
適
な
生
徒
を
送
り
出
す

の
が
目
的
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
各
学
校

間
の
ハ
ー
ド
ル
を
で
き
る
だ
け
下
げ
て
情
報
を

共
有
し
、
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。

法
人
各
校
間
の
連
携
を
強
固
に
し

教
職
員
の
交
流
や
生
徒
・
学
生
の

支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
る

千
田
●
法
人
各
校
間
の
具
体
的
な
連
携
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

戸
田
●
４
校
の
中
高
の
合
同
説
明
会
を
大
学
で

開
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
将
来
こ
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
強
調
し
た
上
で
、

そ
の
前
の
６
年
間
や
３
年
間
を
ど
こ
で
ど
う
過

ご
し
た
い
で
す
か
と
問
い
か
け
ま
す
。
将
来
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
点
は
、
受
験
生
募
集
に
と
っ

て
非
常
に
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
大
学
の
先

生
や
学
生
に
自
分
の
研
究
を
提
示
し
て
い
た
だ

く
な
ど
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
い
い
で
す
ね
。

千
田
●
そ
の
点
を
ま
だ
誰
も
、
一
貫
教
育
の
中

で
俯
瞰
し
て
追
求
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば

有
名
教
員
が
単
発
で
は
な
く
長
期
の
講
座
を
し

て
単
位
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
に

な
る
で
し
ょ
う
し
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
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大
学
側
か
ら
小
中
高
に
対
し
て
、
ど
ん
な
ス
ポ

ー
ツ
支
援
が
必
要
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
学
生

同
士
の
交
流
な
ど
も
進
め
ば
と
思
い
ま
す
。

圓
月
●
４
の
留
学
制
度
に
つ
い
て
は
、

Society 5.0

と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
視

点
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
留
学
自
体
が
目
的
な
の

で
は
な
く
、
そ
の
結
果
優
れ
た
人
材
を
国
際
的

に
輩
出
し
て
こ
そ
意
味
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
な
ど
の
高
得
点
者
は
大
学
入
学

１
年
目
か
ら
協
定
大
学
に
留
学
で
き
る
よ
う
な
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
制
度
が
あ
る
と
よ
い
の
で

は
。
就
職
活
動
の
日
程
も
厳
し
い
の
で
、
海
外

に
出
る
な
ら
２
年
次
ま
で
が
い
い
。
そ
の
あ
た

り
の
情
報
交
換
を
行
い
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
制
度
を
作
り
た
い
で
す
ね
。

千
田
●
中
高
４
校
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ヌ
エ

バ
校
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
代
わ
る
よ
う
な

も
の
も
考
え
た
い
。
法
人
と
し
て
対
外
的
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
よ
う
、
で
き
る
生
徒
を
も
っ
と
積

極
的
に
海
外
へ
送
り
出
し
た
い
。
優
秀
な
生
徒
、

能
力
の
あ
る
生
徒
に
は
、
た
と
え
ば
土
曜
の
午

後
に
授
業
を
追
加
し
て
も
い
い
。
そ
れ
を
、
大

学
入
学
後
に
学
科
の
概
論
の
単
位
と
し
て
充
当

す
る
こ
と
も
考
え
て
よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

い
る
よ
う
に
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
問
題
も
あ

る
。
小
中
高
に
は
他
人
と
の
違
い
を
認
め
合
う

教
育
を
望
み
ま
す
。
た
と
え
ば
香
里
高
校
の
ダ

ン
ス
部
は
実
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。
プ
ロ
の
コ

ー
チ
を
迎
え
ず
、
自
分
た
ち
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

振
り
付
け
を
し
て
い
る
点
も
見
事
で
す
。
そ
う

い
う
部
分
も
発
信
で
き
れ
ば
同
志
社
全
体
に
と

っ
て
も
大
き
な
力
に
な
る
。
バ
ブ
リ
ー
ダ
ン
ス

で
別
の
高
校
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
が
、
今

年
の
全
国
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権
で
は
香
里
が

１
位
で
す
か
ら
、
も
っ
と
大
き
な
声
で
自
慢
し

ま
し
ょ
う
。

石
川
●
課
外
活
動
に
お
い
て
も
同
志
社
の
一
貫

教
育
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

千
田
●
ま
さ
に
探
求
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会

で
、
そ
の
点
を
議
論
中
で
す
。
セ
ン
タ
ー
名
で

践
す
る
研
修
会
の
積
極
的
支
援　

２
．
教
員
の

自
主
的
研
究
会
の
支
援　

３
．
課
外
活
動
・
ス

ポ
ー
ツ
支
援
を
含
む
指
導
や
顕
彰
制
度
の
サ
ポ

ー
ト
と
充
実　

４
．
留
学
制
度
に
よ
る
国
際
的

な
人
物
養
成
シ
ス
テ
ム
の
検
討　

５
．
法
人
広

報
の
強
化　

６
．
生
徒
と
教
職
員
が
世
界
を
視

野
に
入
れ
活
躍
で
き
る
基
盤
の
作
成
で
す
。
１

に
つ
い
て
は
社
会
変
革
の
専
門
家
を
呼
び
、
大

学
を
含
め
て
教
職
員
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
み
た
い
な
も
の
を
行
っ
て
も
い
い
。
４
に

つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
へ
の
留
学
制
度
も
検
討
中
で
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
の
た
め
に
、
さ
ら
に
人
材
の
交
流
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

圓
月
●
３
の
ス
ポ
ー
ツ
支
援
に
も
注
目
し
た
い
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
知

徳
体
の
全
人
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
た

い
。
国
際
的
に
見
て
一
流
の
大
学
や
高
校
は
、

や
は
り
ス
ポ
ー
ツ
支
援
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

千
田
●
ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー
グ
の「
ア

イ
ビ
ー
」
に
は
、
文
武
両
道
の
人
材
を
養
成
す

る
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
同
志
社

の
小
中
高
で
も
そ
の
よ
う
な
、
全
人
格
的
な
学

生
を
育
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

圓
月
●
最
近
は
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
も
注
目
さ
れ
て

千田　二郎
一貫教育探求センター所長、
大学理工学部教授
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っ
て
い
ま
す
が
、
中
高
の
法
人
と
し
て
の
窓
口

も
、
も
っ
と
機
能
さ
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

石
川
●
保
護
者
面
接
を
す
る
と
、
共
通
す
る
も

の
を
感
じ
ま
す
。
人
と
つ
な
が
り
、
協
働
し
よ

う
と
い
う
方
が
多
い
。
だ
か
ら
子
弟
を
同
志
社

に
行
か
せ
よ
う
と
思
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
れ
は
同
志
社
教
育
を
受
け
た
卒
業
生
た
ち
に

よ
る
、
一
つ
の
成
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

圓
月
●
そ
う
い
う
方
た
ち
を
大
事
に
し
て
い
か

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
そ
れ
が
一
番
の
持
続

可
能
性
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

千
田
●
本
日
は
有
意
義
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

圓
月
●
我
々
は
よ
く
「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
の
話
を

し
ま
す
が
、「
浮
き
こ
ぼ
れ
」
の
若
者
に
活
躍

の
場
を
与
え
る
方
法
も
考
え
た
い
。
そ
れ
で
こ

そ
教
育
は
面
白
い
の
で
す
。

千
田
●
一
貫
教
育
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
各
校

で
の
活
動
情
報
を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
か
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
私
や
セ
ン
タ
ー
ま
で

ど
う
ぞ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
最
後
に
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

戸
田
●
生
徒
が
減
っ
て
い
く
危
機
感
を
、
中
高

は
露
骨
に
感
じ
て
い
ま
す
。
絶
対
的
な
倫
理
観

と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
は
絶
対
に
揺

る
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
国
際
主
義
も
揺
る
が

な
い
。
そ
し
て
皆
が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
か
ら
自

由
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
同
志
社
の
魅

力
を
ど
こ
に
言
い
に
い
け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
が
、
探
求
セ
ン
タ
ー
と
一
貫
教
育
委

員
会
の
存
在
は
本
当
に
心
強
い
。
法
人
全
体
で

力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

石
川
●
同
志
社
は
中
で
固
ま
っ
て
仲
良
し
に
見

え
て
、
外
か
ら
入
り
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る
よ

う
で
す
。
同
志
社
の
門
は
皆
さ
ん
に
開
い
て
い

る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
法
人
の
広
報
か
ら
発
信
し
て

く
だ
さ
い
。

千
田
●
一
貫
教
育
委
員
会
が
大
学
の
窓
口
に
な
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も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
詳
細
で
示
唆
に
富
む
内

容
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
一
読
く

だ
さ
い
（
特
に
第
13
章
「
科
目
教
育
現
場
」）。

と
な
っ
て
「
新
島
塾
」
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
が
、

私
も
２
０
０
４
年
頃
か
ら
「
第
二
の
新
島
襄
養

成
プ
ラ
ン
」
を
提
言
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
同
志
社
を
深
く
愛
す
る
一
人
で

す
。

　

中
高
の
教
育
に
関
し
ま
し
て
は
、
個
人
的
な

興
味
か
ら
『
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー
エ
リ
ー
ト

教
育
』
と
い
う
本
を
以
前
に
読
み
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
の
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
、
つ
ま
り

寮
制
学
校
に
つ
い
て
非
常
に
詳
細
に
書
か
れ
た

本
で
す
。
特
に
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
広

範
囲
な
教
育
内
容
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
一
般
的

な
教
科
以
外
に
も
、
歴
史
／
社
会
／
経
済
教
育
、

哲
学
／
宗
教
／
倫
理
教
育
、
芸
術
／
文
化
教
育
、

社
会
奉
仕
教
育
に
お
け
る
考
え
さ
せ
る
教
育
を

徹
底
し
て
い
て
、
思
考
力
、
想
像
力
、
判
断
力

を
養
う
教
育
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
大
学

進
学
指
導
で
は
学
生
の
情
熱
、
熱
意
が
非
常
に

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
著
者
の
主
観
的
意
見

一
貫
教
育
推
進
の
経
緯

　

私
は
学
内
高
校
か
ら
同
志
社
大
学
に
進
み
、

大
学
院
（
修
士
・
博
士
）
を
修
了
後
、
一
度
、

企
業
の
研
究
所
に
勤
め
た
後
、
１
９
９
０
年
に

大
学
に
着
任
し
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
以
降
、

同
志
社
大
学
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
研
究
セ
ン
タ

ー
長
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
、
理
工
学
研

究
所
所
長
を
務
め
る
な
ど
、
学
内
の
業
務
に
多

く
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
Ｇ
Ｒ
Ｍ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ソ
ー
ス
・
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）、A
LL D

O
SH

ISH
A

教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
文
部
科
学
省
の
卓
越
大
学
院
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
同
志
社
創

立
１
３
０
周
年
記
念
写
真
集
『
鼓
動
』
の
制
作

に
も
携
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
、

ジ
ョ
ン
ソ
ン
チ
ャ
ペ
ル
な
ど
新
島
襄
の
足
跡
も

訪
ね
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
松
岡
大
学
長
が
塾
長

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

同
志
社
の
一
貫
教
育
に
想
う
こ
と

学
校
法
人
同
志
社　

同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
所
長
／
大
学
理
工
学
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
工
学
科
教
授　

千せ
ん

田だ

二じ

郎ろ
う
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言
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
委
員
会
が
実
際
に
動
き
出
し

て
、
２
０
０
４
年
３
月
に
教
育
連
携
委
員
会
か

ら
は
、
主
に
法
人
内
推
薦
学
生
の
学
力
・
意
欲

の
向
上
と
中
高
大
の
教
育
交
流
に
つ
い
て
の
提

言
が
あ
り
ま
し
た
。
推
薦
制
度
委
員
会
か
ら
は
、

推
薦
入
学
制
度
を
含
む
一
貫
教
育
に
つ
い
て
の

検
討
を
目
的
と
し
た
常
設
委
員
会
の
設
置
、
各

学
部
の
推
薦
受
け
入
れ
人
数
の
見
直
し
、
学
校

間
の
情
報
交
換
の
活
発
化
、
学
力
不
足
の
生
徒

へ
の
対
処
と
い
う
４
項
目
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
圓
月
勝
博
教
授
が
中
心
と

な
っ
て
同
志
社
一
貫
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

現
在
、
縦
の
連
携
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
今
の
同
志
社
に
お
い
て
、
一
貫
教
育

の
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
同
志
社
と
い
う

総
合
学
園
で
あ
る
の
に
、
幼
稚
園
か
ら
女
子
大

学
・
大
学
ま
で
を
貫
く
、
真
に
一
貫
教
育
的
な

ス
キ
ー
ム
の
議
論
は
行
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
た
と
え
ば
英
語
に
つ
い
て
は
、
法
人
内
の

英
語
教
育
の
総
合
化
、
つ
ま
り
「
同
志
社
の
英

語
」
を
一
貫
教
育
の
中
で
社
会
に
対
し
て
明
示

的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
が
個
人
的
に
は
疑
問
で
し
た
。
学
校
法
人
と

　

同
志
社
の
一
貫
教
育
に
つ
い
て
、
私
が
今
ま

で
関
与
し
て
き
た
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
２

０
０
２
年
５
月
に
大
谷
實
前
総
長
が
「
一
貫
教

育
の
理
念
の
明
確
化
と
具
体
化
」「
中
高
大
連

携
へ
の
取
り
組
み
の
提
案
」「
学
内
高
校
か
ら

大
学
・
女
子
大
学
各
学
部
へ
の
推
薦
制
度
の
改

善
」「
各
方
策
の
実
施
体
制
の
検
討
」
と
い
う

４
項
目
の
諮
問
を
さ
れ
、
深
田
三
徳
教
授
が
委

員
長
と
な
っ
て
一
貫
教
育
推
進
委
員
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
私
は
幹
事
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
０
３
年
２
月
の
答
申
で
は
、
２
つ
の
委
員

会
の
設
置
と
所
管
事
務
組
織
の
設
置
を
提
言
し

ま
し
た
。
一
つ
は
中
高
大
の
教
育
連
携
委
員
会

の
設
置
で
す
。
中
高
大
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
連
携
、

共
通
教
材
の
開
発
、
教
員
と
授
業
の
交
流
、
特

化
精
鋭
授
業
、
資
格
試
験
へ
の
対
応
、
大
学
・

女
子
大
学
へ
の
飛
び
入
学
と
い
う
、
５
つ
の
事

項
を
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
で
、
法
人
内
各

学
校
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
学
校
間
の
連

携
・
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
し
、
新

た
な
計
画
を
実
施
し
て
い
こ
う
と
い
う
場
で
す
。

も
う
一
つ
は
推
薦
制
度
委
員
会
。
各
校
の
意
見

を
調
整
・
議
論
す
る
機
関
が
な
い
な
ど
の
理
由

か
ら
、
推
薦
入
学
に
つ
い
て
の
諸
問
題
に
関
す

る
意
見
交
換
の
場
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
い
う
提

し
て
は
縦
横
の
連
携
が
必
須
な
の
で
す
が
、
同

志
社
で
は
各
学
校
の
独
立
性
が
強
く
保
た
れ
て

き
た
中
、
一
貫
教
育
の
実
が
な
か
な
か
上
が
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
批
判
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

状
況
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
一
貫
教
育
に
つ
い

て
議
論
し
、
強
固
に
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
想

い
で
す
。
八
田
英
二
総
長
・
理
事
長
は
「
同
志

社
諸
学
校
と
教
職
員
を
支
援
し
、
教
学
連
携
を

強
固
に
し
、『
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
同
志
社
』
を

一
貫
教
育
の
面
で
も
推
し
進
め
た
い
」
と
い
う

熱
い
想
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
受

け
て
、
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
は
発
足
し
ま

し
た
。
縦
の
連
携
は
一
貫
教
育
委
員
会
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
法
人
内

各
学
校
の
、
特
に
教
科
、
課
外
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
の
横
の
連
携
を
重

視
し
た
制
度
設
計
な
ど
を
重
点
的
に
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
時
代
を

生
き
る
た
め
に
必
要
な
改
革 

　

一
方
、
現
代
の
社
会
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　

現
在
の
社
会
は
第
４
次
産
業
革
命
と
呼
ば
れ
、



特
集　

同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
始
動

特集

19

　

今
後
、
社
会
状
況
は
さ
ら
に
ど
う
変
化
す
る

で
し
ょ
う
か
。
社
会
情
勢
、
業
種
・
業
態
、
産

業
構
造
は
大
き
く
変
わ
り
、
非
常
に
大
き
な
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
時
代
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
危
機
感
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
。
21
世

紀
の
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
は
総
合
学
的
な

セ
ン
ス
や
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
含
め
た
理
系

的
な
考
え
方
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
街
づ
く
り
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ

る
中
で
実
感
す
る
の
は
、
自
然
科
学
だ
け
で
は
、

も
は
や
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
社

会
科
学
、
人
文
科
学
を
加
え
た
三
位
一
体
の
総

合
力
が
必
要
で
す
。
大
き
な
意
味
で
の
シ
ビ
ル

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
す
。
そ
う
い
う
人
材
を

育
て
る
教
育
を
、
我
々
は
今
ま
で
な
か
な
か
行

っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校
と
提
携
し
て

Sustainable International Institute

の
設

置
を
検
討
し
た
り
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

（
け
い
は
ん
な
）
で
の
「
け
い
は
ん
な
広
域
連

携
大
学
院
」
の
設
立
構
想
を
提
案
し
た
り
し
て

き
ま
し
た
。
長
期
的
な
展
望
と
し
て
は
、
女
子

大
学
・
大
学
で
も
新
た
な
研
究
分
野
の
再
構
築
、

再
配
置
な
ど
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
Ａ
Ｉ

は
、
予
測
は
で
き
る
が
新
た
な
創
造
は
で
き
ま

低
炭
素
社
会
、
持
続
可
能
な
社
会
の
設
計
が
必

要
な
段
階
で
す
。
産
業
界
で
はLife C

ycle 
A
ssessm

ent

、
自
動
車
業
界
で
はW

ell to 
W

heel
、
つ
ま
り
油
井
か
ら
車
輪
ま
で
と
い
う

言
い
方
を
す
る
よ
う
に
、
も
の
づ
く
り
に
お
い

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
投
入
量
／
排
出
Ｃ
Ｏ
２
の
算

定
は
、
今
や
当
た
り
前
で
す
。
原
発
、
電
気
自

動
車
、
燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
の
稼
働
時
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
例
も
含
め
て
、
環
境
へ
の
影

響
と
起
源
材
料
の
資
源
量
、
廃
棄
や
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
が
常
に
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
情
報
化
も
進
展
の
一
途
を
た
ど
り
、

Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
解
析
の
技
術
は
日
進
月
歩
し
て

い
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
機
械
工
学
↓
熱
工
学
↓
噴
霧
燃

焼
工
学
で
す
が
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
ザ
イ

ン
や
都
市
設
計
な
ど
も
研
究
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
街
づ
く
り
に
関
与
し
て
思
う
の
は
、

部
分
最
適
の
時
代
は
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
は
全

体
最
適
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
生
で
す
。
国
連

は
17
の
グ
ロ
ー
バ
ル
目
標
な
ど
を
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
と
し
て
導
入
し

て
い
ま
す
。
車
両
交
通
分
野
で
も
、
今
は
「
所

有
」
か
ら
「
利
用
」
へ
と
い
う
時
代
で
す
。

せ
ん
。
創
造
す
る
の
は
人
間
で
す
。
変
わ
り
ゆ

く
社
会
や
産
業
へ
の
対
応
力
を
持
ち
、
複
合
領

域
や
境
界
領
域
に
お
い
て
新
た
な
発
想
と
創
造

を
可
能
と
す
る
、
知
恵
を
持
つ
人
材
を
育
成
し

ま
し
ょ
う
。
広
い
学
問
を
学
び
教
養
を
持
ち
、

専
門
分
野
も
卓
越
し
た
、
発
想
力
／
思
考
力
／

判
断
力
の
あ
る
人
材
を
育
成
す
る
教
育
を
、
危

機
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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ル
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
活
性
化
の
お
役
に
立
て

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
一
貫
教

育
に
関
わ
る
教
員
の
各
教
科
の
自
主
的
研
究
会

の
支
援
で
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
制
度
と
し
て
強

化
し
て
い
き
た
い
。
各
学
校
の
教
育
内
容
の
共

有
化
と
特
異
化
、
高
度
化
を
議
論
し
た
上
で
、

共
通
部
分
の
共
有
化
を
図
り
た
い
。
既
に
行
っ

て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
同
志
社
な
ら
で

は
の
教
材
の
開
発
な
ど
も
あ
っ
て
よ
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
二
つ
は
横
の
連
携
に
関
す
る
も

の
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
園
児
・
児
童
・
生
徒
・
学
生
の

人
格
形
成
に
資
す
る
課
外
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
支

援
を
含
む
指
導
や
顕
彰
制
度
を
、
法
人
が
さ
ら

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
四

つ
目
は
法
人
内
留
学
制
度
に
よ
る
、
同
志
社
な

ら
で
は
の
国
際
的
な
人
物
養
成
シ
ス
テ
ム
の
検

討
で
す
。
こ
れ
ら
二
つ
は
縦
の
連
携
で
す
。
五

つ
目
は
同
志
社
ブ
ラ
ン
ド
を
幅
広
く
周
知
す
る

法
人
広
報
の
強
化
、
六
つ
目
が
、
園
児
・
児
童
・

生
徒
・
学
生
や
教
職
員
が
世
界
を
視
野
に
入
れ

て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
基
盤
を
作

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
、
同
志
社
を
フ
ロ
ン
ト

ラ
イ
ン
へ
と
導
く
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。

り
、
運
命
共
同
体
と
し
て
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、

同
じ
志
の
も
と
で
同
志
社
教
育
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
き
れ
い
ご
と
・
理

想
論
と
の
ご
批
判
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

何
事
に
も
好
奇
心
と
情
熱
を
持
つ
学
生
、
想
像

力
と
知
恵
を
発
揮
し
て
こ
れ
か
ら
の
社
会
変
革

を
デ
ィ
レ
ク
ト
で
き
、
自
分
に
リ
ミ
ッ
ト
を
か

け
な
い
学
生
の
育
成
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、
共
存

共
栄
の
ス
キ
ー
ム
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
を
我
々
法
人
の
一
貫
教
育
探
求

セ
ン
タ
ー
が
お
手
伝
い
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
貫
教
育
推
進
に
必
要
な
最
適
な

解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
我
々

が
ま
ず
、
情
熱
を
持
っ
て
始
め
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
と
に
か
く
、
波
動
の
原
点
を
作
り
た
い

と
い
う
の
が
私
の
想
い
で
す
。

一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
の

６
つ
の
具
体
策

　

一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
具
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
次
の
６
項
目
を
考
え

て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
教
育
効
果
向
上
の
た
め

の
、
各
種
研
修
会
の
開
催
と
支
援
で
す
。
既
に

各
学
校
教
職
員
の
方
々
が
実
践
し
て
お
ら
れ
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
法
人
と
し
て
も
オ
フ
ィ
シ
ャ

　

そ
う
い
う
教
育
を
一
貫
教
育
の
中
で
推
進
し

た
い
の
で
す
。
小
中
高
に
お
い
て
は
人
格
教
育

を
含
む
総
合
的
な
教
養
教
育
を
さ
ら
に
重
要
視

し
て
、
そ
の
上
に
女
子
大
学
・
大
学
・
大
学
院

で
の
専
門
教
育
を
積
み
重
ね
る
。
ア
メ
リ
カ
の

ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は
、世
界
の
人
類
・

宗
教
・
文
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
問
題
、
工

学
倫
理
、
法
哲
学
か
ら
中
東
情
勢
ま
で
、
時
の

政
府
・
政
治
・
財
界
に
左
右
さ
れ
な
い
、
真
に

必
要
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
島
襄
が

官
立
学
校
の
設
置
の
申
し
出
を
断
っ
た
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
。
自
由
な
学
問
・
研
究
の
場
と

し
て
私
立
学
校
を
設
立
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
時
代
に
我
々
は
、
校
祖

の
想
い
に
改
め
て
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
受
験
に
と
ら
わ

れ
ず
に
個
性
を
伸
ば
し
、
画
一
的
で
は
な
い
、

総
合
的
で
全
人
格
的
な
教
養
を
持
っ
た
人
材
を

育
て
ら
れ
る
点
で
す
。こ
れ
ま
で
も
女
子
大
学
・

大
学
は
学
内
各
学
校
か
ら
の
学
生
に
期
待
し
て

き
ま
し
た
。
実
際
、
優
秀
な
学
生
は
多
い
で
す
。

一
方
で
、
大
学
側
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
必

要
で
す
。
法
人
内
各
学
校
の
教
職
員
の
皆
さ
ん

と
危
機
感
を
共
有
し
な
が
ら
縦
横
に
連
携
を
図
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ま
た
、
女
子
大
学
・
大
学
に
よ
る
、
高
校
生

向
け
の
特
化
精
鋭
授
業
の
連
続
講
座
の
開
設
な

ど
も
考
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
単
発
で
は
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
連
続
的
に
行
い
、
単

位
認
定
な
ど
も
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。
一

貫
教
育
な
ら
で
は
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
セ
ン
タ
ー
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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（
講
演
１
）

「『
宇
宙
生
体
医
工
学
』
を
利
用
し
た
健

康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
統
合
的
研
究

基
盤
と
国
際
的
連
携
拠
点
」

文
理
融
合
型
の

全
学
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
わ
が
国
で
は
、
加
齢

性
筋
肉
減
弱
症
（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
）
や
骨
粗
鬆

症
な
ど
、
運
動
器
障
害
に
よ
る
ロ
コ
モ
ー
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
身
体
の
不
活
動
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、
糖
尿
病
等
を
発
症
す
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
予
防
と
改
善
の
た
め
に
は
、
食

物
、
生
活
環
境
の
改
善
、
運
動
療
法
等
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
宇
宙
環

境
を
利
用
し
ま
す
。
加
齢
現
象
は
宇
宙
環
境
で

加
速
し
て
現
れ
ま
す
。
こ
の
環
境
を
利
用
し
て
、

身
体
諸
機
能
の
低
下
が
起
こ
る
原
因
の
解
明
と

そ
の
対
処
法
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
が

運
動
し
な
が
ら
健
康
に
長
生
き
を
す
る
健
康
寿

命
や
運
動
寿
命
の
延
伸
を
実
現
す
る
の
が
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
理
工
学
、
生
命
医
科

学
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
、
脳
科
学
な
ど
、
人

の
健
康
に
関
す
る
科
学
分
野
の
統
合
的
な
研
究

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
生
理
学
、
生

化
学
、
神
経
科
学
な
ど
動
物
実
験
を
中
心
と
し

た
医
療
系
の
研
究
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
元
に
、

模
擬
宇
宙
環
境
に
お
け
る
人
間
の
運
動
解
析
に

よ
る
知
見
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
や
新
し
い
運
動
療
法
の
開
発

を
行
い
、
社
会
へ
の
還
元
を
図
る
。
さ
ら
に
、

そ
れ
ら
の
道
具
を
、
う
ま
く
利
用
者
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
な
が
ら
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、
社
会
科
学
か
ら
の
視
点
も
必
要

で
す
。
ま
た
、
宇
宙
を
取
り
巻
く
研
究
に
は
新

た
な
倫
理
問
題
も
生
じ
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

同
志
社
大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
良
心
教
育

を
生
か
し
、
倫
理
観
を
持
っ
て
こ
の
よ
う
な
研

究
に
取
り
組
め
る
人
材
を
輩
出
し
、
社
会
に
還

元
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
文
理
融
合
型
の
視
点

レクチャー

宇宙生体医工学研究プロジェクト　キックオフシンポジウム

「新時代を切り拓く、宇宙への挑戦
“Space-DREAM Project”」

宇宙生体医工学研究
プロジェクト代表

辻内伸好 理工学部教授
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ク
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ャ
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ェ
ク
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オ
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新
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代
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く
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宙
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戦
〝
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
‐
Ｄ
Ｒ
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Ａ
Ｍ　
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ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
〞」
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生
体
医
工
学
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
理
学
、
生

化
学
、
神
経
科
学
の
各
グ
ル
ー
プ
が
解
明
し
た

マ
ウ
ス
な
ど
に
よ
る
研
究
の
結
果
を
、
宇
宙
環

境
を
模
擬
で
き
る
よ
う
な
手
段
を
用
い
な
が
ら
、

ヒ
ト
に
作
用
す
る
影
響
と
し
て
観
察
し
ま
す
。

そ
の
結
果
を
宇
宙
飛
行
士
の
訓
練
あ
る
い
は
高

齢
者
の
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
予
防
、
ア
ス
リ
ー
ト
の

能
力
強
化
な
ど
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
産
業
化
の
具
体
例
と
し
て
は
、
自
走
式
ト

レ
ッ
ド
ミ
ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
予
防
装
置
の
開

発
を
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
の

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
の
で
、
少
し
詳
し

く
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

火
星
で
の
活
動
も
想
定
し
て

下
肢
を
鍛
え
る
装
置
を
開
発

　

た
と
え
ば
微
小
重
力
は
、
骨
と
筋
肉
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
軌
道

上
に
滞
在
し
て
い
る
と
筋
肉
が
衰
え
、
骨
か
ら

カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
地
上

で
の
長
期
間
の
寝
た
き
り
と
、
ま
っ
た
く
同
じ

状
態
で
す
。
ま
た
、
特
に
下
肢
の
筋
肉
に
萎
縮

が
目
立
ち
ま
す
。
筋
肉
が
落
ち
る
と
骨
に
働
く

力
が
失
わ
れ
ま
す
。
す
る
と
骨
は
ど
ん
ど
ん
細

く
な
り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
流
れ
出
す
た
め

に
尿
結
石
を
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ

態
が
加
速
さ
れ
て
観
測
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
ラ

ッ
ト
や
マ
ウ
ス
を
使
っ
て
実
験
を
行
い
、
重
力

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
発
育
や
老
化
、
日
常
生
活
に

お
け
る
抗
重
力
筋
の
張
力
発
揮
、
運
動
神
経
活

動
や
代
謝
活
性
レ
ベ
ル
が
抗
重
力
筋
、
脳･

運

動
神
経
の
可
塑
性
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
追
究

し
ま
す
。

　

生
化
学
グ
ル
ー
プ
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
や
再
生
医
療
に
関
す
る
研
究
を
行

い
ま
す
。
抗
重
力
筋
な
ど
の
骨
格
筋
は
、
脂
肪

組
織
の
代
謝
と
相
互
に
関
係
す
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
筋
肉
の
萎
縮
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
肥
満
に
関
係
し
ま
す
。

脂
肪
由
来
の
幹
細
胞
は
ヒ
ト
の
脂
肪
組
織
か
ら

容
易
に
分
離
で
き
る
た
め
、
再
生
医
療
の
ツ
ー

ル
と
し
て
も
利
用
可
能
で
あ
る
と
し
て
世
界
的

に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
グ
ル

ー
プ
で
は
、
脂
肪
由
来
の
幹
細
胞
の
分
化
に
与

え
る
抗
重
力
筋
活
動
の
抑
制
や
過
重
力
、
微
小

重
力
環
境
の
影
響
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
原
因
追
究
あ
る
い

は
再
生
医
療
へ
の
応
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

神
経
科
学
グ
ル
ー
プ
で
は
、
マ
ウ
ス
を
使
い
、

抗
重
力
筋
活
動
の
抑
制
や
運
動
が
脳
や
神
経
系

に
及
ぼ
す
影
響
、
つ
ま
り
身
体
の
機
能
と
脳
機

能
と
の
相
互
作
用
を
解
明
し
ま
す
。

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
て
い
く
予
定
で
す
。

抗
重
力
筋
活
動
な
ど
を
中
心
と
し
た

各
学
問
領
域
に
お
け
る
実
験

　

生
理
学
グ
ル
ー
プ
で
は
、
宇
宙
環
境
下
で
の

抗
重
力
筋
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。
ロ
コ
モ
ー

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
最
大
の
原
因
は
抗
重

力
筋
活
動
が
低
下･

抑
圧
さ
れ
る
点
に
あ
り
ま

す
。
宇
宙
環
境
で
は
、
こ
の
抗
重
力
筋
活
動
の

低
下
や
高
齢
者
の
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
よ
う
な
状
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活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
座
っ
て

い
る
間
に
足
首
を
動
か
し
て
く
れ
る
コ
ン
パ
ク

ト
な
デ
バ
イ
ス
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
抗
重
力
筋
の
ヒ
ラ
メ
筋
や
腓
腹
筋
を

効
率
的
に
鍛
え
る
た
め
に
開
発
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
が
、
自
分
の
力
で
蹴
り
出
せ
る
負
荷
制

御
型
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
で
す
。
従
来
型
の
ト
レ
ッ

刺
激
を
与
え
よ
う
と
思
う
と
足
首
を
動
か
さ
な

い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
宇
宙
の
無
重
力
空

間
で
は
鉄
棒
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
時
と
同
じ
状
態

に
な
る
た
め
、
足
首
は
下
向
き
に
だ
ら
り
と
落

ち
ま
す
。

　

そ
こ
で
反
重
力
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
を
使
い
、
普

通
に
歩
行
し
た
場
合
と
体
を
浮
き
気
味
に
し
て

歩
行
し
た
場
合
と
を
比
較
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

明
ら
か
に
荷
重
を
少
な
く
す
る
ほ
ど
浮
き
足
気

味
に
な
り
、
緩
や
か
な
つ
ま
先
歩
行
に
近
づ
い

て
い
く
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
下
半
身

の
歩
行
動
作
特
性
は
、
体
重
の
40
％
と
60
％
の

間
で
有
意
に
変
化
す
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

月
の
重
力
は
地
球
の
16
％
、
火
星
の
重
力
は
地

球
の
38
％
で
す
。
果
た
し
て
火
星
で
は
、
地
球

と
同
じ
よ
う
に
歩
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
にA

ctive R
esponse G

ravity O
ffl  oad 

System

と
い
う
装
置
が
あ
り
、
学
生
た
ち
も

現
地
に
同
行
し
て
低
重
力
環
境
で
の
歩
行
体
験

を
し
ま
し
た
。
月
の
重
力
を
再
現
し
た
状
況
で

は
歩
こ
う
と
し
て
も
飛
び
跳
ね
て
し
ま
い
ま
す

が
、
火
星
の
重
力
で
は
歩
行
が
可
能
で
し
た
。

し
か
し
火
星
に
行
く
に
は
非
常
に
狭
い
空
間
に

座
っ
た
ま
ま
で
約
６
カ
月
か
か
り
ま
す
し
、
向

こ
う
で
１
年
作
業
を
し
て
、
帰
還
に
は
ま
た
６

カ
月
か
か
り
ま
す
。
火
星
で
ち
ゃ
ん
と
歩
い
て

の
よ
う
に
非
常
に
深
刻
な
問
題
が
、
宇
宙
飛
行

士
に
も
発
生
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
宇
宙
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
内
で
は
、
１
日
に
約
２
時
間
の
運
動

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）
で
活
動
し
た
ア
メ
リ
カ
の
宇
宙
飛
行
士
15

人
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
筋
力
は
20
〜
30
％
減

少
し
、
骨
密
度
も
す
べ
て
の
骨
で
５
％
以
上
低

下
し
た
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
骨
密
度
に

つ
い
て
は
、
８
カ
月
で
20
％
減
少
し
た
例
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
止
策
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ

に
は
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
、
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
、
ペ

ン
ギ
ン
ス
ー
ツ
な
ど
の
体
力
維
持
装
置
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
、
１
台
で

29
種
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
が
で
き
る
多
機
能
装
置

も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
飛
行
士
た
ち
は
毎
日
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
無
重
力
状
態
で
加
速
さ
れ

て
現
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
足
首
を
曲
げ
伸
ば
し
す
る
運
動
に
着

目
し
て
い
ま
す
。
ふ
く
ら
は
ぎ
の
部
分
は
腓
腹

筋
と
ヒ
ラ
メ
筋
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
腓

腹
筋
は
膝
関
節
と
足
首
の
二
つ
に
ま
た
が
る
た

め
二
関
節
筋
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
ヒ
ラ
メ
筋
は

そ
の
奥
の
骨
に
近
い
部
分
に
あ
り
、
膝
関
節
に

は
作
用
し
な
い
単
関
節
筋
で
す
。
ヒ
ラ
メ
筋
に
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い
ま
し
た
。
空
気
は
地
球
上
と
同
じ
環
境
で
、

水
は
再
生
利
用
し
ま
す
。
作
業
で
出
た
汚
水
も

液
体
の
排
泄
物
も
ま
と
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、

飲
用
可
能
な
レ
ベ
ル
に
し
ま
す
。
私
た
ち
は
１

週
間
に
５
・
５
日
勤
務
し
て
、
土
・
日
曜
は
休

み
。
飛
行
士
が
就
寝
中
で
も
、
地
上
の
管
制
セ

ン
タ
ー
が
１
０
０
％
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

緊
急
時
に
は
数
時
間
で
地
球
に
帰
還
可
能
で
す
。

　

宇
宙
へ
行
く
前
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
心
配
さ
れ
る
の
は
、
宇
宙
へ

行
く
と
免
疫
力
が
弱
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
点
で

す
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
病
原
菌
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
、
ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
る
直
前
２
週
間
、

飛
行
士
は
検
疫
隔
離
さ
れ
ま
す
。
無
重
力
を
模

擬
し
て
船
外
活
動
訓
練
を
水
中
で
行
っ
た
り
、

宇
宙
カ
プ
セ
ル
が
不
時
着
し
た
場
合
に
備
え
て

森
の
中
で
サ
バ
イ
バ
ル
訓
練
を
行
っ
た
り
も
し

ま
し
た
。
他
に
も
宇
宙
酔
い
へ
の
備
え
や
、
上

半
身
に
た
く
さ
ん
の
血
液
が
回
る
よ
う
に
な
る

状
態
に
慣
れ
る
練
習
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
生

活
の
訓
練
は
そ
れ
ほ
ど
特
別
に
行
わ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
宇
宙
へ
行
っ
て
み
て
、
人
間
に
は

そ
の
適
応
能
力
が
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
実
際
の
宇
宙
で
は
、
思
っ
た

ほ
ど
大
き
な
問
題
は
起
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
宇

宙
は
非
常
に
快
適
で
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
体

経
験
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
最
近
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で

宇
宙
活
動
を
行
っ
た
飛
行
士
で
す
。
医
師
で
も

あ
り
ま
す
。
自
身
が
宇
宙
医
学
の
研
究
を
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
場
を
見
て

き
た
貴
重
な
体
験
を
、
本
日
は
皆
さ
ん
と
シ
ェ

ア
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
現
在
唯
一
の
、
地
球
外
に
あ
る
人

間
の
生
活
環
境
で
す
。
６
人
の
宇
宙
飛
行
士
が

そ
れ
ぞ
れ
６
カ
月
滞
在
し
、
世
界
標
準
時
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
宇
宙
飛
行
士
が
生
活
し
て
い

る
キ
ャ
ビ
ン
と
呼
ば
れ
る
場
所
は
観
光
バ
ス
ほ

ど
の
大
き
さ
の
部
屋
が
６
、
７
つ
連
な
っ
て
お

り
、
狭
い
と
い
う
感
覚
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
地
球
の
軌
道
上
４
０
０
㎞
を
凄
い
ス

ピ
ー
ド
で
飛
ん
で
お
り
、
90
分
で
地
球
を
一
周

し
ま
す
。
遠
心
力
と
重
力
が
釣
り
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
無
重
力
環
境
が
生
ま
れ
、
そ
の
閉
鎖
環

境
に
滞
在
し
な
が
ら
多
彩
な
実
験
や
作
業
を
行

ド
ミ
ル
は
ベ
ル
ト
が
自
動
的
に
流
れ
て
い
く
た

め
、
足
は
前
に
出
す
だ
け
で
済
み
ま
す
。
私
た

ち
の
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
は
自
分
の
足
で
蹴
ら
な
い

と
動
き
ま
せ
ん
。
一
定
の
負
荷
を
か
け
る
と
少

し
ア
シ
ス
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
な
形
で
動
く
、

電
動
自
転
車
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
国
際
的

な
セ
ン
タ
ー
と
も
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、

研
究
を
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
進
め
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
学
生
の
教
育
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
の

研
究
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
宇
宙
と
生
体
医
工

学
に
興
味
を
持
つ
学
生
の
育
成
に
注
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
講
演
２
）

「
健
康
長
寿
の
ヒ
ン
ト
は
宇
宙
に
あ
る
」

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
生
活

　

宇
宙
は
一
度
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
行

か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
私
は
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙
船
に
乗
っ
て
２

０
１
７
年
12
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
２
日
後
に

Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
６
カ
月
の
滞
在
を

国立研究開発法人宇宙航空研究
開発機構（JAXA）　宇宙飛行士

金井宣茂 氏
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野
菜
や
果
物
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
洗
髪
は

水
無
し
シ
ャ
ン
プ
ー
を
使
用
。
就
寝
時
は
寝
袋

に
入
っ
て
固
定
さ
れ
ま
す
。
よ
く
眠
れ
、
睡
眠

時
間
が
短
く
て
も
非
常
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

ま
し
た
。

　

健
康
管
理
に
も
注
意
し
ま
す
。
簡
単
な
医
療

キ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
何
か
問
題
が
起
き
て
も

地
上
の
ド
ク
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
治
療
が
可

能
で
す
。
船
内
で
は
宇
宙
放
射
線
モ
ニ
タ
ー
で

放
射
線
を
調
べ
、
ク
ル
ー
も
各
自
で
線
量
計
を

持
ち
、
デ
ー
タ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
精
神
心

理
支
援
も
行
わ
れ
ま
す
。
週
末
に
皆
で
最
新
の

映
画
を
見
た
り
、
楽
器
を
奏
で
た
り
し
て
、
楽

し
み
や
彩
り
を
添
え
ま
す
。
生
活
の
知
恵
を
駆

使
し
て
元
気
に
暮
ら
し
ま
し
た
。
宇
宙
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
も
行
な
い
、
ち
な
み
に
私
は
世
界

初
の
ス
ペ
ー
ス
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
ま
し

た
（
笑
）。

　

た
だ
、
宇
宙
へ
行
く
と
骨
や
筋
力
が
弱
る
た

め
、
生
理
対
策
が
必
要
で
し
た
。
大
掛
か
り
な

筋
ト
レ
マ
シ
ン
が
あ
り
、
毎
日
２
〜
２
・
５
時

間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
将
来
火
星

に
行
く
と
き
、
小
さ
な
宇
宙
船
の
中
で
大
き
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
同
志
社
の
先
生
に
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
マ
シ

ン
を
開
発
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
変
化
も
そ
れ
ほ
ど
実
感
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

宇
宙
食
は
非
常
に
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
保

存
食
品
の
味
は
非
常
に
向
上
し
て
い
ま
す
し
、

各
国
の
宇
宙
食
が
食
べ
ら
れ
る
の
で
飽
き
ま
せ

ん
。
電
熱
ヒ
ー
タ
ー
で
温
め
て
鮭
フ
レ
ー
ク
入

り
の
お
に
ぎ
り
も
食
べ
ら
れ
る
し
、
冷
蔵
庫
も

あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
今
の
技
術
で
は
ア
ル

コ
ー
ル
は
飲
め
ま
せ
ん
が
、
補
給
船
が
新
鮮
な

　

帰
還
時
は
ク
ル
ー
の
乗
っ
た
カ
プ
セ
ル
が
切

り
離
さ
れ
て
地
上
に
着
陸
し
ま
す
。
帰
還
後
は

重
力
環
境
へ
の
再
適
応
が
必
要
で
し
た
。
１
Ｇ

か
ら
０
Ｇ
へ
の
適
応
は
割
と
楽
で
し
た
が
、
逆

は
な
か
な
か
困
難
で
し
た
。
す
ぐ
リ
ハ
ビ
リ
が

始
ま
り
、
１
週
間
か
ら
10
日
か
け
て
地
球
上
の

生
活
に
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。
め
ま
い
は
24
〜

48
時
間
く
ら
い
で
治
ま
り
、
10
日
く
ら
い
経
過

し
た
段
階
で
、
自
動
車
の
運
転
が
で
き
る
く
ら

い
に
回
復
し
ま
し
た
。
船
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

お
か
げ
も
あ
っ
て
骨
や
筋
肉
は
大
丈
夫
で
し
た

が
、
バ
ラ
ン
ス
が
お
か
し
く
な
る
の
で
す
。
よ

た
よ
た
と
し
か
歩
け
な
い
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
が

歩
き
出
す
と
き
の
体
の
使
い
方
を
思
い
出
す
よ

う
な
過
程
が
宇
宙
飛
行
士
の
リ
ハ
ビ
リ
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
医
療
に
活
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

宇
宙
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
は
多
く
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
し
た
。
船
内
で
は
高
品
質
タ
ン
パ
ク
質
を
作

る
実
験
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
糖
尿
病
の
原

因
と
言
わ
れ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
線
維
の
形
成
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
調
べ
る
実
験
な
ど
、
多
く
の
実
験
を

行
い
ま
し
た
。
他
に
も
10
セ
ン
チ
角
く
ら
い
の

超
小
型
衛
星
を
「
き
ぼ
う
」
か
ら
放
出
し
た
り
、



レ
ク
チ
ャ
ー　

宇
宙
生
体
医
工
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
時
代
を
切
り
拓
く
、宇
宙
へ
の
挑
戦
〝
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
‐
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
〞」
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術
開
発
、
研
究
で
す
。
あ
る
い
は
地
球
低
軌
道

に
お
け
る
商
業
宇
宙
活
動
や
、
月
・
火
星
へ
の

宇
宙
探
査
な
ど
に
必
要
な
研
究
で
す
。

　

地
球
人
の
た
め
の
宇
宙
医
学
と
し
て
は
、
Ｉ

Ｓ
Ｓ
に
お
け
る
生
命
科
学
実
験
が
貢
献
し
て
い

ま
す
。
先
ほ
ど
の
高
品
質
タ
ン
パ
ク
質
結
晶
生

成
実
験
、
メ
ダ
カ
や
ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、
マ

ウ
ス
な
ど
の
小
動
物
を
使
っ
た
実
験
、
さ
ら
に

宇
宙
飛
行
士
自
身
が
被
験
者
と
な
り
、
宇
宙
空

間
で
は
人
間
の
体
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

る
の
か
を
調
べ
る
医
学
実
験
な
ど
で
す
。

　

宇
宙
飛
行
士
の
健
康
管
理
技
術
な
ど
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
地
上
の
医
療
や
医
学
研
究
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
宇
宙
食
は
、
災

害
時
に
用
い
る
災
害
食
に
応
用
で
き
ま
す
。
小

動
物
実
験
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、
地
上
の
人

間
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
疫
学
デ
ー
タ
と
比
較

す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
は
長
い
人
生
の
間
に

ど
ん
な
病
気
に
な
る
の
か
、
ど
ん
な
遺
伝
子
を

持
つ
人
が
ど
ん
な
病
気
に
か
か
り
や
す
い
か
と

い
う
こ
と
を
調
べ
る
材
料
に
な
り
ま
す
。
タ
ン

パ
ク
質
の
結
晶
分
析
は
、
新
し
い
人
工
血
液
の

開
発
に
寄
与
で
き
ま
す
。

　

現
在
は
民
間
企
業
も
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
進
め

る
な
ど
、
一
般
の
人
の
宇
宙
旅
行
も
け
っ
し
て

夢
で
は
な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
二
つ
目
の

れ
ま
し
た
。
宇
宙
空
間
で
紙
は
バ
ネ
の
よ
う
に

な
る
の
で
は
と
考
え
、
ら
せ
ん
状
に
切
っ
た
紙

の
動
き
を
観
察
す
る
実
験
で
す
。
他
に
も
水
球

の
中
に
油
を
注
入
し
て
二
重
球
が
で
き
る
か
ど

う
か
を
調
べ
る
実
験
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
が
ど
の
よ

う
な
軌
道
を
描
く
か
を
調
べ
る
実
験
な
ど
、
若

い
方
た
ち
の
斬
新
な
提
案
は
非
常
に
面
白
い
も

の
で
し
た
。

　

船
外
活
動
も
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇
宙
服
の
中
は
０
・
３
気
圧
と
い
う
低
い
気
圧

な
の
で
、
潜
水
病
予
防
の
た
め
に
３
〜
４
時
間

か
け
て
体
を
慣
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
一
度
船
外
に
出
る
と
、
６
〜
８
時
間
は
続

け
て
作
業
を
し
ま
す
。
か
な
り
の
重
労
働
で
す
。

宇
宙
飛
行
士
は
体
力
勝
負
で
す
。

宇
宙
医
学
の
方
向
性

　

生
命
医
学
の
宇
宙
実
験
を
含
め
た
宇
宙
医
学

に
は
２
種
類
の
方
向
性
が
あ
る
と
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

は
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は
地
上
の
生
活
を
豊

か
に
す
る
、
地
球
人
の
た
め
の
宇
宙
医
学
。
宇

宙
実
験
の
成
果
を
地
上
の
医
学
や
医
療
研
究
に

生
か
す
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
は
宇
宙
人
の
た

め
の
宇
宙
医
学
。
宇
宙
人
を
研
究
す
る
の
で
は

な
く
、
私
た
ち
人
類
が
地
球
を
飛
び
出
て
生
活

圏
を
宇
宙
に
展
開
す
る
と
き
に
必
要
に
な
る
技

将
来
宇
宙
船
で
使
う
よ
う
な
多
様
な
材
料
を
実

験
ア
ダ
プ
タ
ー
に
付
け
て
船
外
に
曝
露
し
た
り
。

　
「
ア
ジ
ア
ン
・
ト
ラ
イ
・
ゼ
ロ
Ｇ
」
は
、
ア

ジ
ア
の
学
生
た
ち
か
ら
簡
易
的
な
物
理
実
験
ア

イ
デ
ア
を
募
り
、
選
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
「
き

ぼ
う
」
内
で
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
日
本

の
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
か
ら
は
、

紙
バ
ネ
の
動
き
に
関
す
る
実
験
な
ど
が
採
用
さ
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宇
宙
人
の
た
め
の
宇
宙
医
学
と
し
て
は
、
宇
宙

旅
行
や
ス
ペ
ー
ス
コ
ロ
ニ
ー
に
お
け
る
生
活
の

た
め
の
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
船
内
で
栽
培

し
た
レ
タ
ス
な
ど
の
野
菜
を
持
ち
帰
っ
て
味
や

性
質
を
調
べ
た
り
、
麦
を
栽
培
し
た
り
も
し
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
将
来
の
有
人
宇
宙
活
動
に
向
け

て
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
今
年
の
初
め
に
「
宇
宙
医
学

／
健
康
管
理
技
術
研
究
開
発
に
係
る
意
見
募

集
・
研
究
提
案
募
集
」
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
企
業
、
研
究
所
、
大
学
な
ど
と
も
協
力

し
な
が
ら
将
来
に
向
け
た
研
究
を
行
い
、
私
た

ち
の
健
康
長
寿
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
元
気
で
長

い
人
生
を
楽
し
め
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。



　

医
心
館
は
、
２
０
０
８
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
生

命
医
科
学
部
・
研
究
科
の
教
育
研
究
拠
点
と
し
て
設

置
が
計
画
さ
れ
た
建
物
で
、
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
特

化
し
た
教
育
研
究
の
拠
点
と
し
て
２
０
０
８
年
２
月

に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
６
階
、
地
下
１
階

建
て
、
北
棟
、
南
棟
及
び
特
殊
実
験
棟
か
ら
な
る
同

館
の
延
床
面
積
は
１
６
，
０
０
０
㎡
を
超
え
て
い
ま

す
。
北
棟
に
は
主
に
医
工
学
科
・
医
情
報
学
科
及
び

一
部
医
生
命
シ
ス
テ
ム
学
科
の
実
験
室
、環
境
保
全
・

実
験
実
習
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
室
、
検
収
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
、
南
棟
に
は
主
に
医
生
命
シ
ス
テ
ム
学
科
の

実
験
研
究
室
及
び
生
命
医
科
学
部
長
室
、
同
事
務
室

な
ど
を
、特
殊
実
験
棟
に
は
動
物
実
験
室
と
Ｒ
Ｉ（
ラ

ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
）
実
験
室
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
正
面
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分
に
緩
や
か
な
階

段
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
広
場
を
設
け
る
こ
と
で
威
圧
感

の
な
い
開
放
的
で
明
る
い
空
間
を
実
現
す
る
一
方
で
、

入
退
室
管
理
を
含
め
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
十
分
に
行
い
、
教
育
研
究
環
境
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
医
心
館
」
の
館
名
は
、
創
立
者
新
島
が
志
し
た

医
療
教
育
へ
の
想
い
を
継
承
し
、「
医
の
心
を
耕
す
」

「
医
の
心
を
科
学
す
る
」
と
い
う
同
志
社
の
教
育
姿

勢
を
表
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医心館
（同志社大学）

建物案内no.28



　

１
８
９
６
年
に
同
志
社
尋
常
中
学
校
設
立
、
そ
の
後
、
様
々
な
変

遷
の
後
、
１
９
４
７
年
に
日
本
国
憲
法
・
教
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ

６
・
３
・
３
制
の
学
制
が
開
始
さ
れ
、
男
女
共
学
の
新
制
・
同
志
社

中
学
校
と
な
っ
た
。
翌
１
９
４
８
年
に
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
新

制
・
同
志
社
高
等
学
校
が
誕
生
し
、
１
年
後
の
１
９
４
９
年
に
高
等

学
校
は
岩
倉
校
地
に
移
転
。
そ
の
約
60
年
後
、
２
０
１
０
年
に
同
志

社
中
学
校
が
岩
倉
校
地
に
移
転
、高
校
と
統
合
し
、同
志
社
中
学
校
・

高
等
学
校
と
し
て
新
た
な
歩
み
を
始
め
る
事
と
な
っ
た
。
当
時
岩
倉

校
地
に
有
っ
た
校
舎
の
多
く
が
建
て
替
え
ら
れ
た
が
、
１
９
６
６
年

に
竣
工
し
た
こ
の
南
体
育
館
は
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

竣
工
当
時
、
パ
イ
プ
に
よ
る
四
角
錐
の
ト
ラ
ス
構
造
の
屋
根
形
状
と

工
法
、
放
送
室
も
装
備
さ
れ
て
い
る
体
育
館
は
珍
し
く
、
ま
た
、
学

校
体
育
館
と
し
て
の
フ
ロ
ア
ー
面
積
も
当
時
西
日
本
一
で
あ
っ
た
事

か
ら
、
新
聞
社
か
ら
取
材
さ
れ
る
程
、
注
目
を
集
め
る
体
育
館
で
あ

っ
た
。

　

２
０
１
６
年
、
残
さ
れ
た
南
体
育
館
及
び
付
属
棟
を
建
て
替
え
す

る
事
が
決
定
し
、
２
０
１
９
年
９
月
末
、
新
体
育
館
の
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ
棟
が
完
成
し
た
後
、
こ
の
南
体
育
館
は
解
体
さ
れ
、
そ
の
跡
地

に
付
属
棟
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
等
が
建
設
さ
れ
る
。
岩
倉
校
地
の
歴
史

と
共
に
こ
こ
に
存
在
し
て
き
た
約
54
年
間
、
高
校
生
の
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ
と
し
て
約
２
万
人
の
生
徒
が
利
用
し
て
き
た
が
、
い
よ
い
よ
最

後
の
時
を
迎
え
る
事
と
な
る
。
こ
の
建
物
と
共
に
青
春
の
時
を
過
ご

し
た
多
く
の
高
校
生
の
汗
と
涙
、
そ
し
て
、
こ
こ
を
教
場
と
し
て
生

徒
達
と
共
に
学
び
過
ご
し
た
教
職
員
の
心
の
中
に
、〝
想
い
出
〞
と

し
て
深
く
記
憶
さ
れ
、
い
つ
ま
で
も
色
褪
せ
る
事
は
な
い
だ
ろ
う
。

トラス構造の屋根形状

竣工当時の南体育館（1966年）2019年10月に解体される南体育館

南体育館
（同志社中学校・高等学校）

建物案内
no.29
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ギュツラフ訳聖書『約翰福音之傳』
─  c o l l e c t i o n  1 0  ─

　

２
０
１
８
年
12
月
、
聖
書
協
会
共
同
訳
聖

書
が
刊
行
さ
れ
た
。
新
共
同
訳
聖
書
の
刊
行

以
来
、約
30
年
ぶ
り
の
新
翻
訳
事
業
で
、我
々

は
最
も
新
し
い
和
訳
聖
書
を
手
に
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
最
新
和
訳
聖
書
の
出
版
を
機
会

と
し
て
、
今
回
は
新
島
遺
品
庫
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
最
古
の
和
訳
聖
書
を
紹
介
し
た
い
。

通
称
「
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
訳
聖
書
」
と
呼
ば
れ
る

『
約
翰
福
音
之
傳
』
で
あ
る
。

　

こ
の
『
約
翰
福
音
之
傳
』
は
、
最
初
に

日
本
語
に
訳
さ
れ
た
聖
書
の
一
つ
で
、
１

８
３
７
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
刊
行
さ
れ

た
。
訳
者
は
、
ド
イ
ツ
人
の
カ
ー
ル
・
Ｆ
・

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
（K

arl Friedrich A
ugust 

G
ützlaff , 1803

〜1851

）
で
、
主
に
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
中
国
の
伝
道
に
携
わ
っ
た
宣
教

師
で
あ
る
。
語
学
に
明
る
か
っ
た
ギ
ュ
ツ
ラ

フ
は
、
タ
イ
語
、
中
国
語
、
そ
し
て
日
本
語

へ
の
聖
書
翻
訳
を
手
が
け
、
ア
ジ
ア
に
お
け

る
聖
書
翻
訳
の
功
労
者
で
あ
り
、
聖
書
和
訳

の
先
駆
者
で
あ
る
。
１
８
３
５
年
12
月
、
マ

カ
オ
の
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
家
に
日
本
人
漂
流
者
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３
名
が
身
を
寄
せ
る
こ
と
と
な
り
、
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
は
彼
ら
の
助
け

を
借
り
な
が
ら
、新
約
聖
書
の
翻
訳
に
着
手
し
た
。約
１
年
で
、『
約

翰
福
音
之
傳
』（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
）
と
『
約
翰
上
中
下
書
』

（
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
１
、
２
、
３
）
の
和
訳
が
出
来
上
が
り
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
米
国
伝
道
協
会
の
出
版
所
で
あ
る
「
堅
夏
書
院
」
か

ら
出
版
さ
れ
た
。
原
本
に
は
刊
行
年
月
日
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
こ
れ
ま
で
諸
説
議
論
も
あ
っ
た
が
、
同
志
社
所
蔵
本
に
は

表
紙
裏
に
“Gospel of John in Japanese; translated by 

M
r. G

utzlaff ; printed in Singapore, M
ay 1837

"
と
メ
モ

書
き
が
残
り
、
刊
行
年
月
を
類
推
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
に
も
な

っ
て
い
る
。

　

初
め
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
「
約
翰
之
福
音
傳　

ヨ
ハ
ン
子

ノ　

タ
ヨ
リ　

ヨ
ロ
コ
ビ
」（「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」の
意
味
）

の
タ
イ
ト
ル
の
あ
と
、
１
章
１
節
「
ハ
ジ
マ
リ
ニ　

カ
シ
コ
イ
モ

ノ
ゴ
ザ
ル
、
コ
ノ
カ
シ
コ
イ
モ
ノ　

ゴ
ク
ラ
ク
ト
モ
ニ
ゴ
ザ

ル　

コ
ノ
カ
シ
コ
イ
モ
ノ
ワ
ゴ
ク
ラ
ク
。」
と
続
く
。
最
新
の
聖

書
協
会
共
同
訳
で
は
「
初は

じ

め
に
言

こ
と
ば

が
あ
っ
た
。
言
は
神
と
共
に
あ

っ
た
。
言
は
神
で
あ
っ
た
。」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
カ

シ
コ
イ
モ
ノ
」
＝
「
言
」、「
ゴ
ク
ラ
ク
」
＝
「
神
」
を
意
味
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
聖
書
和
訳
の
黎
明
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。

　

こ
の
『
約
翰
福
音
之
傳
』
は
、
現
在
世
界
で
も
16
冊
し
か
残
っ

て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
稀
覯
本
が
な
ぜ
同
志
社
に
残

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
１
９
３
８
年
に
ア
メ
リ
カ

ン
・
ボ
ー
ド
か
ら
同
志
社
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
木
版
印

刷
の
和
綴
聖
書
で
紙
数
は
60
丁
、
黄
色
の
内
扉
に
は
「
新
嘉
坡
堅

夏
書
院
蔵
板
、
約
翰
福
音
之
傳
、
善
徳
纂
」
と
印
字
さ
れ
、
そ
の

外
に
茶
色
い
唐
紙
の
表
紙
が
つ
い
て
い
る
。
ボ
ー
ド
か
ら
の
寄
贈

時

に
“Gospel of St.John T

ranslated by G
utzlaff 

1837

"
と
印
字
さ
れ
た
黒
革
の
カ
バ
ー
が
付
さ
れ
て
い
る
の
が
、

同
志
社
所
蔵
本
の
特
徴
で
あ
る
。

　

聖
書
の
贈
呈
式
は
、
１
９
３
８
年
８
月
18
日
13
時
か
ら
、
ア
ー

モ
ス
ト
館
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
に
来
日
し
た
ボ
ー

ド
の
副
会
長
フ
レ
ッ
ド
・
Ｆ
・
グ
ッ
ド
セ
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を

務
め
、
同
志
社
側
は
当
時
の
総
長
事
務
取
扱
牧
野
虎
次
が
代
表
で

受
け
取
っ
た
。
グ
ッ
ド
セ
ル
は
、
こ
の
貴
重
な
聖
書
の
贈
呈
の
辞

を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
た
。

「  

本
書
が
日
米
両
国
基
督
教
徒
の
友
情
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
真
理
を
尊
ぶ
精
神
の
標
的
と
し
て
又
堅
忍
不
抜

の
精
神
の
表
徴
と
し
て
永
く
伝
え
ら
れ
ん
こ
と
を
」

　

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
の
前
年
に
、
友
情
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

ボ
ー
ド
か
ら
贈
ら
れ
た
最
古
の
和
訳
聖
書
が
同
志
社
で
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
は
、
こ
の
聖
書
自
体
が
持
つ
希
少
性
以
上

の
意
味
を
我
々
に
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

 

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
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２
０
１
９
年
７
月
28
日
（
日
）
京
田

辺
校
地
、８
月
４
日
（
日
）
今
出
川
校
地
、

そ
れ
ぞ
れ
の
校
地
に
お
い
て
「
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
９
」
が
開
催
さ

れ
た
。
昨
年
は
、
台
風
の
影
響
で
京
田

辺
校
地
で
の
開
催
が
中
止
と
な
っ
た
が
、

今
年
は
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
無

事
両
校
地
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
受
験
生

に
「
同
志
社
大
学
で
の
学
び
」
を
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
入
学
広
報
の
根

幹
と
な
る
全
学
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

２
０
１
６
年
度
以
降
、
両
校
地
あ
わ
せ

て
２
０
，０
０
０
名
を
超
え
る
大
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
も
記
録

を
更
新
し
、
過
去
最
多
と
な
る
２
１
，９

３
０
名
（
京
田
辺
校
地
８
，６
４
１
名
、

今
出
川
校
地
１
３
，２
８
９
名
）
の
来
場

が
あ
り
、
大
盛
況
の
中
、
終
了
し
た
。

　

両
校
地
共
通
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

大
学
紹
介
・
入
試
説
明
会
や
教
員
に
よ

る
学
部
紹
介
・
模
擬
授
業
、
Ａ
Ｏ
入
試

説
明
会
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
個
別

相
談
の
ほ
か
、
学
部
に
よ
る
独
自
企
画

イ
ベ
ン
ト
や
礼
拝
堂
で
の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
演
奏
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　

最
も
参
加
者
が
多
か
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
「
大
学
紹
介
・
入
試
説
明
会
」
で
、

入
学
課
担
当
者
が
、
本
学
の
教
育
理
念

や
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
学
生
生
活
・
就
職
等

に
関
す
る
大
学
紹
介
な
ら
び
に
各
入
試

制
度
の
概
要
や
一
般
選
抜
入
学
試
験
の

傾
向
と
対
策
等
に
つ
い
て
説
明
を
し
て

い
る
。
両
校
地
で
約
９
，４
０
０
名
の
参

加
が
あ
り
、
実
に
来
場
者
の
４
割
が
参

加
し
て
い
た
。

　

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
９
割

以
上
が
「
大
変
満
足
」「
満
足
」
と
回
答

し
、「
同
志
社
大
学
を
体
感
出
来
た
」「
行

き
た
い
学
部
が
見
つ
か
っ
た
」「
同
志
社

大
学
に
入
学
し
た
い
と
い
う
意
欲
が
高

ま
っ
た
」
な
ど
の
感
想
も
あ
り
、
本
学

の
魅
力
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
出

来
た
。

　

冒
頭
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
来
場
者
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
今
後
も
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
35
度
を
超
す
猛
暑
の
中
、

２
０
，０
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者
を
安

全
に
か
つ
適
切
に
誘
導
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

大学入学センター

オープンキャンパス2019
開催



同志社
   ナウ

34

　

女
子
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
５
年
４
月
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
当
セ
ン
タ
ー

主
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
微
々
た

る
歩
み
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
学
内
関

係
部
署
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
７
月
10
日
に
実
施
。
美

し
く
魅
力
に
満
ち
た
キ
ャ
ン
パ
ス
作
り

の
た
め
に
学
生
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
留

学
生
を
含
む
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

造
園
会
社
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
ま
ず
花
の
位
置
や
並
び

の
仮
置
き
か
ら
始
め
ま
し
た
。
参
加
者

同
士
で
相
談
を
し
つ
つ
、
時
に
は
プ
ロ

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
得
て
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で
花
を
植
え
、
最
後

は
水
や
り
を
し
て
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

完
成
を
見
た
女
性
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、

「
と
て
も
丁
寧
に
作
業
し
て
く
れ
た
の

で
、
仕
上
が
り
が
綺
麗
で
さ
す
が
だ
と

思
っ
た
」
と
の
嬉
し
い
言
葉
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
植
え
た
花
を
眺
め
な
が
ら

恵
愛
館
食
堂
で
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
明
る
く
綺
麗
に
な
っ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
を
見
た
学
生
達
は
、「
貴
重
な
体

験
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」「
キ
ャ
ン

パ
ス
作
り
に
貢
献
で
き
た
」「
こ
れ
か

ら
花
が
ど
う
な
る
か
楽
し
み
」
と
、
達

成
感
・
充
実
感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
今
回
の
活
動
で
は
、
学
生

達
と
共
に
行
う
キ
ャ
ン
パ
ス
作
り
の
新

し
い
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
本
活
動

は
、
10
月
に
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
「
石
鎚
会
」「
淀
川
キ

リ
ス
ト
教
病
院
」「
京
都
大
和
の
家
」

を
は
じ
め
、
京
都
市
お
よ
び
京
田
辺
市

の
社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
（
祇
園
祭
ご
み

ゼ
ロ
大
作
戦
・
木
津
川
マ
ラ
ソ
ン
）
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
関

わ
り
始
め
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

や
学
修
機
会
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
が
浸
透
す
る
大
学
づ
く
り
や
、

学
生
の
大
学
へ
の
帰
属
意
識
の
醸
成
に

貢
献
す
る
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
の
活
性

化
に
努
め
た
く
思
い
ま
す
。

女子大学ボランティア活動支援センター長　小
こ

﨑
ざき

眞
まこと

 

「ガーデニングボランティア」
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中
学
校
で
は
、
各
教
科
が
昼
休
み
・

放
課
後
や
土
日
・
休
暇
中
に
年
間

１
２
０
を
超
え
る
特
別
課
外
授
業
「
同

中
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て

お
り
、
本
校
教
員
の
主
催
す
る
体
験
や

ゼ
ミ
形
式
の
学
習
、
大
学
・
企
業
へ
の

訪
問
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
数
学

検
定
協
会
が
主
催
す
る
数
学
甲
子
園
へ

の
参
加
を
中
学
生
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
２
０
１
８
年
夏
、
２
０
１
５
年
に

引
き
続
き
、
同
志
社
中
学
校
か
ら
２
度

目
の
チ
ー
ム
参
加
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
名
は
「
チ
ー
ム 

タ
バ
タ
さ
ん
」（
３
年
教
科
担
当
者
名
）

で
し
た
。

　

今
回
は
３
年
生
５
名
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
休
み

時
間
や
放

課
後
、
夏

休
み
に
過

去
問
（
２

０
１
６
、

２
０
１

７
）
を
解

き
合
い
、

教
え
合
い
な
が
ら
、
７
／

31
京
都
予
選
当
日
ま
で
練

習
会
を
重
ね
ま
し
た
。
高

校
の
学
習
内
容
が
多
く
、

数
列
や
ベ
ク
ト
ル
、
微
積

分
の
問
題
に
は
時
間
を
か

け
て
と
り
く
み
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
２
０
１
７
年

の
問
題
で
最
も
難
し
か
っ

た
（
意
味
が
わ
か
り
に
く
か
っ
た
）
の

は
問
15
、
必
要
な
航
空
路
線
数
を
問
う

も
の
で
し
た
。（
主
催
者
Ｈ
Ｐ
で
過
去

問
を
見
ら
れ
ま
す
。https://w

w
w
.

su
-gaku

.n
et/even

ts/kosh
ien

/
sam

ple/

）

　

京
都
予
選
で
は
、
本
校
生
徒
以
外
は
、

京
都
府
他
、
高
校
生
チ
ー
ム
ば
か
り
で

し
た
。
開
始
直
前
ま
で
、
持
参
し
た
ノ

ー
ト
を
見
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
14

時
30
分
開
始
、
60
分
間
で
20
題
の
高
校

数
学
レ
ベ
ル
の
問
題
に
、
他
校
の
高
校

生
と
と
も
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

例
年
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
予
選
問

題
、
今
年
も
さ
ら
に
難
度
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
が
、
制
限
時
間
い
っ
ぱ
い
奮

闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
お
つ

か
れ
さ
ま

で
し
た
！

　

写
真
右

は
、
会
場

風
景
で
す
。

ま
わ
り
は

み
ん
な
高

校
生
で
す
。

写
真
下
の

２
枚
は
、

７
月
中
旬
の
練
習
会
（
本
校
図
書
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
で
過
去
問
を
解
き
合

う
風
景
で
す
。
難
問
に
も
果
敢
に
と
り

く
ん
で
く
れ
て
、
教
え
あ
う
場
面
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
夏
も
中
学

生
チ
ー
ム
を
作
り
、
連
続
し
て
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中学校・高等学校教諭　園
その

田
だ

毅
つよし

 

「数学甲子園」に
チャレンジしました！
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２
０
１
８
年
６
月
18
日
７
時
58
分
、

い
つ
も
と
変
ら
な
い
朝
の
登
校
時
を
突

如
襲
っ
た
大
阪
北
部
地
震
。

　

そ
の
大
き
な
揺
れ
は
、
私
た
ち
の
防

災
意
識
を
高
め
る
に
は
十
分
す
ぎ
る
ほ

ど
の
も
の
で
し
た
。

　

地
震
の
直
後
、
高
校
生
徒
自
治
会
か

ら
２
つ
の
提
案
が
校
長
に
示
さ
れ
ま
し

た
。
１
つ
は
防
災
訓
練
の
在
り
方
に
つ

い
て
。
も
う
１
つ
は
緊
急
地
震
速
報
受

信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
で
し
た
。

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
の
発
生
直

後
に
、
揺
れ
の
到
達
時
刻
や
震
度
を
予

想
し
、
可
能
な
限
り
素
早
く
知
ら
せ
る

情
報
の
こ
と
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
受
信
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
強
い

揺
れ
が
起
こ
る
前
に
、
自
ら
の
身
を
守

る
行
動
が
と
れ
ま
す
。
本
校
で
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
（
携
帯
電
話
）
に
関
し
て
、

校
内
で
は
電
源
を
入
れ
な
い
と
い
う
規

定
が
あ
り
、
速
報
の
受
信
が
で
き
な
い

た
め
、
校
内
放
送
等
で
速
報
が
流
れ
る

よ
う
に
で
き
な
い
か
と
の
提
案
で
し
た
。

　

防
災
委
員
会
で
の
検
討
の
結
果
、
緊

急
地
震
速
報
販
売
セ
ン
タ
ー
（
株
）
の

「
E
E
W
―
02
」
シ
ス
テ
ム
を
校
内
放

送
設
備
に
接
続
す
る
こ
と
を
決
め
、
今

年
の
３
月
よ
り
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

本
校
所
在
地
で
の
予
想
震
度
が
４
以
上

に
な
っ
た
と
き
に
校
内
放
送
で
速
報
が

流
れ
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。　

警
告
音
（
チ
ャ
ラ
ン
・
チ
ャ
ラ
ン
）
に

続
い
て
「
ま
も
な
く
大
き
な
揺
れ
が
来

ま
す
。
揺
れ
に
備
え
て
下
さ
い
。」
と

い
う
曖
昧
表
現
が
一
般
的
で
す
が
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
で
は
「
震
度
５
弱
の
地
震

が
来
ま
す
。
20
秒
前
。」
と
詳
細
表
現

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
機
能
も
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
震

度
と
地
震
の
到
達
時
間
を
自
由
に
設
定

し
、
防
災
訓
練
に
活
用
可
能
で
す
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
１
学
期
の
始
業

式
に
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
を
し
、
４
月
末

の
防
災
訓
練
に
て
実
際
に
活
用
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
抜
き
打
ち
訓
練
や
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
以
外
に
い
る
と
き
の
訓
練
な

ど
、
様
々
な
条
件
下
で
の
訓
練
を
考
え

て
い
ま
す
。
実
際
に
速
報
が
流
れ
た
と

き
、
瞬
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
継

続
的
に
訓
練
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

緊急地震速報受信システムの設置
～高校生徒自治会からの提案～

香里中学校・高等学校教諭　防災委員長　加
か

藤
とう

憲
けん

「EEW-02」のデモ画面
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本
校
の
写
真
ク
ラ
ブ
は
、
創
立
さ
れ

て
か
ら
今
年
丸
10
年
が
経
ち
11
年
目
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

写
真
ク
ラ
ブ
が
創
立
さ
れ
た
11
年
前

は
、
そ
の
数
年
前
か
ら
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
が
普
及
し
、
世
間
で
も
所
持
す
る
カ

メ
ラ
と
言
え
ば
フ
ィ
ル
ム
で
は
な
く
、

デ
ジ
タ
ル
と
い
う
人
が
増
え
て
き
た
時

代
で
し
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
ム
の
現
像

は
薬
品
を
使
い
、
暗
室
と
い
う
特
別
な

環
境
も
必
要
で
し
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
に

な
り
パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
ー
が
あ
れ

ば
手
軽
に
現
像
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
時
代
背
景
を
受
け
、
本
校
で
も

写
真
ク
ラ
ブ
を
創
設
し
た
い
と
い
う
声

が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
年
間

同
好
会
と
し
て
の
活
動
を
経
て
、

2
0
0
9
年
度
よ
り
正
式
に
写
真
ク
ラ

ブ
と
し
て
の
活
動
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
創
設
後
は
、
私
学
展
で
の
入

賞
を
は
じ
め
様
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
の

入
賞
を
め
ざ
し
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
努
力
の
結
果
、
私
学
展
で
は

11
回
の
参
加
中
９
回
受
賞
と
好
成
績
を

お
さ
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
の
幅

を
広
げ
よ
う
と
、
全
国
及
び
近
畿
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
選
考
と
な
る
作
品
審

査
会
に
2
0
1
4
年
度
よ
り
参
加
し
、

昨
年
度
ま
で
に
全
国
は
２
回
（
計
３
作

品
）、
近
畿
も
２
回
（
計
５
作
品
そ
の

う
ち
２
作
品
は
優
秀
賞
受
賞
）
出
品
で

き
ま
し
た
。
今
年
度
行
わ
れ
る
全
国
及

び
近
畿
に
も
出
品
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
写
真
甲
子
園
へ
の
本
選
出
場

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

写真クラブの歴史と活躍 

女子中学校・高等学校　古
ふる

谷
たに

直
なお

子
こ

2019年度 近総文出展作品　織田まなみ
『スポットライト』

2019年度 全総出展作品　藤田菜緒
『17才・私だけの秋』
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縁
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
２
冊
の
新
書
を
上

梓
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
「
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー

新
書
」
と
い
う
レ
ー
ベ
ル
で
す
。
中
高
生
に
も

理
解
で
き
る
よ
う
に
や
さ
し
く
書
く
こ
と
が
必

須
条
件
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
執
筆
時
点
ま
で

の
な
け
な
し
の
研
究
成
果
を
全
て
詰
め
込
ん
だ

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
徒
、
学
生
か
ら
社
会
人
へ

　

１
冊
目
は
『
な
ぜ
「
大
学
は
出
て
お
き
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
る
の
か
│
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が

る
学
び
方
│
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
２
０
０

９
年
１
月
に
出
版
し
ま
し
た
。
１
９
９
８
年
に

博
士
号
を
取
得
し
た
際
の
研
究
テ
ー
マ
が
「
新

卒
労
働
市
場
の
実
証
分
析
」
で
、
大
学
生
の
就

職
活
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
の
で
す

が
、
就
職
活
動
の
成
否
に
は
、
ど
の
よ
う
な
大

学
生
活
を
送
り
、
ど
の
よ
う
な
力
を
つ
け
た
の

か
が
決
定
的
に
重
要
だ
と
思
い
、
次
第
に
大
学

教
育
に
も
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
教
育
」
の
導

入
を
背
景
に
、
大
学
生
の
学
力
低
下
が
声
高
に

叫
ば
れ
て
い
た
時
代
で
す
。
私
自
身
、
統
計
の

授
業
を
担
当
し
て
い
て
、
高
校
ま
で
の
数
学
の

知
識
が
す
っ
ぽ
り
抜
け
し
ま
っ
て
い
る
学
生
に

驚
い
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
力
低

下
と
い
う
よ
り
、
こ
ん
な
に
偏
り
の
あ
る
学
力

で
は
（
い
く
ら
文
系
学
部
で
も
）
大
学
で
の
学

び
に
支
障
を
き
た
す
の
は
必
至
で
、「
こ
の
ま

ま
社
会
に
送
り
出
し
た
ら
ま
ず
い
」
と
焦
る
ほ

ど
で
し
た
。

　

な
ぜ
学
力
に
偏
り
が
あ
る
の
か
は
明
白
で
、

私
立
大
学
文
系
学
部
の
場
合
、
理
数
系
の
科
目

を
捨
て
て
受
験
勉
強
を
す
る
生
徒
が
多
数
を
占

め
て
い
る
か
ら
で
す
。
入
試
に
合
格
す
る
ま
で

は
そ
れ
が
合
理
的
で
も
、
先
々
困
っ
た
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、

三
つ
の
私
立
大
学
経
済
系
学
部
出
身
者
を
対
象

に
調
査
を
実
施
し
、
大
学
入
試
で
数
学
を
受
験

し
た
か
否
か
（
数
学
学
習
を
放
棄
し
な
か
っ
た

か
否
か
）
が
、
就
業
後
の
所
得
や
昇
進
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
「
数
学
を
受
け
た
ら
年
収
が
上
が
る
」
と
や

や
（
か
な
り
？
）
短
絡
的
に
捉
え
ら
れ
た
き
ら

い
は
あ
っ
た
も
の
の
、
自
分
の
研
究
が
世
間
の

耳
目
を
集
め
る
と
い
う
経
験
は
非
常
に
強
烈
で

し
た
。
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
始
め
て
お
り
、
あ
る

こ
と
な
い
こ
と
、
様
々
な
批
判
も
受
け
ま
し
た

が
、「
社
会
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
研
究
を
し

た
い
」
と
い
う
思
い
は
、
こ
れ
を
契
機
に
一
段

と
強
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

本
当
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、
堅
牢
で
幅

広
い
学
力
の
土
台
を
作
る
時
期
に
、
偏
り
の
あ

る
学
習
を
促
す
よ
う
な
各
種
制
度
の
問
題
と
、

浦
うら

坂
さか

 純
じゅん

子
こ

（大学社会学部教授）

キャリアのけもの道
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そ
の
長
期
に
わ
た
る
弊
害
が
見
過
ご
さ
れ
て
い

る
こ
と
へ
の
懸
念
で
し
た
。
と
は
い
え
、
制
度

が
容
易
に
変
わ
ら
な
い
以
上
、
生
徒
や
学
生
、

そ
し
て
私
た
ち
教
員
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

高
校
ま
で
に
揺
る
ぎ
な
い
基
礎
学
力
を
作
り
、

そ
こ
に
大
学
な
ら
で
は
の
学
び
を
積
み
重
ね
て

い
く
。
何
を
学
ぶ
か
で
は
な
く
、
ど
う
学
ぶ
か

と
い
う
点
を
重
視
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
遂
行

で
き
る
こ
と
が
、
社
会
人
と
し
て
の
底
力
に
も

な
り
得
る
。
ま
さ
に
そ
れ
が
「
大
学
を
出
て
お

き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
理
由
で
あ
り
、
力
を

つ
け
れ
ば
大
丈
夫
、
き
っ
と
や
っ
て
い
け
る
、

そ
う
確
信
し
て
１
冊
目
を
書
き
終
え
ま
し
た
。

卒
業
後
40
年
以
上
、
ど
う
働
く
？

　

そ
れ
か
ら
８
年
が
経
過
し
、
働
く
こ
と
を
取

り
巻
く
環
境
は
激
変
し
ま
し
た
。
学
校
に
お
け

る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
も
研
究
テ
ー
マ
と
し
て

扱
う
よ
う
に
な
り
、
複
数
の
科
目
で
実
践
も
し

て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
「
新
卒
で
失
敗
す

る
と
後
が
辛
い
よ
」
と
教
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
だ
か
ら
で
す
。
だ

か
ら
自
分
の
将
来
を
よ
く
考
え
て
、
力
を
つ
け
、

「
し
っ
か
り
し
た
仕
事
」
に
就
く
よ
う
に
と
。

　

し
か
し
、
優
良
企
業
、
正
社
員
と
い
っ
た
「
し

っ
か
り
し
た
仕
事
」
は
皆
に
行
き
渡
る
ほ
ど
の

数
は
あ
り
ま
せ
ん
。
椅
子
は
減
っ
て
い
る
の
に
、

参
加
者
は
増
え
て
い
る
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
何
を
ど
う
努
力
し
て
も
全
員

が
椅
子
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
の
に
、
そ
れ
で

も
何
と
し
て
で
も
椅
子
を
手
に
入
れ
よ
う
、
そ

の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
う
と
叫
び
続
け
る
こ
と
が

苦
痛
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
２
０
１
７
年
２
月
に
出
版
し
た
の
が

２
冊
目
の
『
あ
な
た
の
キ
ャ
リ
ア
の
つ
く
り
方

│
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
手
が
か
り
に
│
』
で
す
。
あ
と
が

き
に
、「
普
通
に
働
く
」
か
ら
あ
ぶ
れ
た
ら
終

わ
り
、
と
い
う
見
方
に
対
し
て
、「
そ
う
で
は

な
い
」
と
言
え
る
何
か
を
示
し
た
い
、
と
書
き

ま
し
た
。
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
が
、
20
年

来
研
究
対
象
と
し
て
追
い
か
け
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

で
す
。
近
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
若
者
が
増
え
、
そ
の
社

会
的
発
信
力
の
高
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
財
界
人
が
立
て
続
け
に
「
終
身
雇
用

を
続
け
る
の
は
難
し
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

新
卒
一
括
採
用
も
不
透
明
感
を
増
し
て
い
ま
す
。

単
線
型
の
キ
ャ
リ
ア
、
つ
ま
り
「
し
っ
か
り
し

た
仕
事
」
で
定
年
ま
で
勤
め
上
げ
ら
れ
る
人
、

高
速
道
路
を
走
り
切
る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
を
描

け
る
人
は
確
か
に
ま
だ
存
在
し
ま
す
。
た
だ
、

高
速
道
路
に
上
が
れ
な
い
人
、
途
中
で
下
り
る

人
、
あ
る
い
は
高
速
道
路
自
体
が
崩
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
、
今
後
は
か
な
り
の
確
率
で
起
こ
り

そ
う
で
す
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
も
っ
と

選
択
肢
が
必
要
で
す
。

　

高
速
道
路
以
外
の
け
も
の
道
は
、
い
ま
だ
「
意

識
高
い
系
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
と
、「
そ
ん
な

に
甘
い
も
の
で
は
な
い
」「
誰
も
が
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
」
の
壁
に
阻
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
分
ら
し
い
椅
子
を
会
社
勤
め
以
外
に

見
出
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
自
分
と
自
分
の

良
さ
を
社
会
に
活
か
し
て
い
る
人
は
大
勢
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
、
あ
る
い
は
認
め

よ
う
と
し
な
い
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
し
っ
か
り
し
た
仕
事
」
に
就
け
な
け
れ
ば
終

わ
り
、
で
は
決
し
て
な
い
は
ず
で
す
。

　

今
の
大
学
生
は
、
恐
ら
く
50
年
後
も
働
い
て

い
ま
す
。
50
年
前
、
よ
う
や
く
ア
ポ
ロ
が
月
に

着
陸
し
ま
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど
影
も
形
も
あ

り
ま
せ
ん
。
50
年
後
も
ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど

影
も
形
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

私
も
こ
の
世
に
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
頃

に
は
、
多
彩
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
キ
ャ
リ
ア
の

け
も
の
道
」
が
縦
横
無
尽
に
走
っ
て
い
る
社
会

で
あ
れ
ば
い
い
な
と
夢
想
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

も
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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２
０
０
９
年
４
月
、
大
阪
大
学
で
博
士
号
を

取
得
し
た
ば
か
り
の
私
は
長
野
県
松
本
市
に
い

た
。
９
歳
か
ら
27
歳
ま
で
お
よ
そ
18
年
間
暮
ら

し
た
大
阪
を
離
れ
、
春
か
ら
信
州
大
学
で
教
鞭

を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
着
任
後
ほ
ど
な

く
し
て
結
婚
し
、
家
庭
を
持
っ
た
。「
い
ず
れ

は
子
供
を
育
て
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い

つ
か
ら
か
漠
然
と
感
じ
て
い
た
が
、
い
よ
い
よ

そ
れ
が
現
実
的
に
な
っ
て
き
た
時
、
唐
突
に
日

本
で
子
育
て
を
す
る
こ
と
へ
の
不
安
が
よ
ぎ
っ

た
。
こ
れ
が
、
私
が
「
子
育
て
支
援
政
策
に
関

す
る
実
証
分
析
」
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
、
私
は
経
済
学
の
中
で
も
マ
ク
ロ

経
済
理
論
、
つ
ま
り
数
理
モ
デ
ル
を
用
い
て
、

一
国
全
体
や
世
界
全
体
を
対
象
に
、
経
済
の
仕

組
み
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
分
野
の
研
究

者
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
信
州
大
学
、
名
古
屋
大

学
、
同
志
社
大
学
と
３
つ
の
大
学
で
教
鞭
を
執

っ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
の
大
学
で
も
担
当
講
義

は
マ
ク
ロ
経
済
理
論
に
関
連
す
る
も
の
ば
か
り

だ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
「
実
証
分
析
」
と
は
デ
ー
タ

と
統
計
学
を
ツ
ー
ル
に
用
い
る
分
析
方
法
で
、

理
論
分
析
と
は
対
極
的
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
私
は
「
日
本
で
子
育
て
を
す
る
こ
と
へ
の
不

安
」
に
か
ら
れ
て
、
そ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な

る
分
析
手
法
を
採
用
し
た
研
究
に
挑
戦
し
よ
う

と
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る
。
私
を
知
る
ど
の
知

人
も
「
荒
渡
が
実
証
分
析
？
」
と
驚
い
た
。
私

自
身
も
、
よ
も
や
自
分
が
実
証
分
析
に
取
り
組

む
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
環
境
の
変
化

は
人
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
変
え
る
も
の
か
と
、

驚
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
思
い
立
っ
た
か
ら
に
は
始
め
て
み

よ
う
と
、
私
は
学
生
の
頃
に
受
け
た
授
業
の
ノ

ー
ト
や
古
い
教
科
書
を
本
棚
か
ら
探
し
出
し
、

実
証
分
析
の
方
法
論
を
再
度
勉
強
し
直
し
た
。

幸
い
に
も
そ
の
頃
務
め
て
い
た
信
州
大
学
経
済

学
部
は
若
手
研
究
者
が
研
究
に
没
頭
す
る
こ
と

に
寛
容
で
あ
り
、
ま
た
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま

れ
た
松
本
の
街
は
時
間
を
か
け
て
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
に
は
最
適
な
環
境
で
あ
っ
た
。
幸

運
な
こ
と
に
、
そ
の
後
、
科
学
研
究
費
補
助
金

を
は
じ
め
と
す
る
競
争
的
資
金
を
複
数
獲
得
し
、

い
く
つ
か
の
論
文
を
学
術
雑
誌
に
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
以
下
に
記
す
の
は
そ

の
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

【
研
究
事
例
：「
子
育
て
費
用
の
時
間
を
通
じ
た

変
化
│
日
本
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
た
等
価

尺
度
の
計
測
│
」（
宮
本
由
紀
氏
と
の
共
著
）、

『
日
本
経
済
研
究
』、N

o. 76,  pp.1 - 25

、
２

０
１
８
年
３
月
。】

　

こ
の
研
究
で
は
「
子
育
て
を
す
る
た
め
の
費

用
は
時
間
を
通
じ
て
増
加
し
て
い
る
の
か
？
」

と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
答
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
子
育
て
費
用
の
推
計
方
法
に
は
い

荒
あら

渡
わたり

 良
りょう

（大学経済学部准教授）

子育てへの不安が
生んだ研究
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く
つ
か
の
方
法
が
あ
る
が
、
こ
の
研
究
で
は
最

も
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
「
等
価
尺
度
法
」
を

採
用
し
て
い
る
。
等
価
尺
度
法
と
は
「
夫
婦
だ

け
の
世
帯
に
子
供
が
一
人
加
わ
っ
た
時
に
、
子

育
て
世
帯
の
夫
婦
が
以
前
と
同
様
の
厚
生
水
準

を
達
成
す
る
た
め
に
は
ど
れ
だ
け
の
追
加
的
な

支
出
が
必
要
か
」
を
計
測
し
、
そ
れ
を
子
育
て

費
用
と
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

数
千
人
の
対
象
者
を
数
年
間
に
渡
っ
て
追
跡

調
査
し
た
巨
大
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
用
い
て
統

計
的
な
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
１
９
９
３
年
か

ら
１
９
９
９
年
ま
で
の
期
間
と
２
０
０
３
年
か

ら
２
０
０
９
年
ま
で
の
期
間
に
か
け
て
、
中
学

校
入
学
前
の
子
供
の
子
育
て
費
用
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
特
に
２
歳
以
下
の

子
供
の
子
育
て
費
用
の
増
加
は
顕
著
で
あ
り
、

こ
れ
は
以
前
と
比
べ
て
子
育
て
期
間
の
前
半
に

お
け
る
費
用
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
（
図
１
を
参
照
）。

　

こ
こ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
政
策
的
含
意
が
得

ら
れ
る
。
ま
ず
、
０
歳
か
ら
２
歳
の
子
供
の
子

育
て
費
用
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
以
前
と

比
べ
て
、
子
育
て
期
間
の
序
盤
に
お
け
る
費
用

負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
よ
り
、
就
業
期
間
が
短
い
た
め
に
所
得
が

低
く
、
貯
蓄
も
十
分
に
蓄
え
ら
れ
て
い
な
い
若

年
層
に
と
っ
て
は
、
出
産
・
子
育
て
を
す
る
こ

と
は
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
も
し
も
子
供
を
持
つ
こ
と
か
ら
得

ら
れ
る
満
足
度
が
以
前
と
変
わ
ら
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
こ
の
子
育
て
期
間
の
序
盤
に
お
け
る
経

済
的
負
担
の
増
加
は
、
費
用
負
担
能
力
が
十
分

に
備
わ
る
ま
で
出
産
を
遅
ら
せ
、
晩
産
化
・
少

子
化
の
一
因
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
変
化
に
対
し
て

適
切
な
子
育
て
支
援
政
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
？
子
育
て
支
援
政
策
の
代
表
格
と

も
言
え
る
児
童
手
当
は
２
０
０
７
年
以
降
、
３

歳
未
満
の
幼
児
を
育
て
る
世
帯
へ
の
支
援
を
拡

充
し
て
き
た
。
こ
れ
は
本
研
究
で
明
ら
か
と
な

っ
た
子
育
て
費
用
の
変
化
に
上
手
に
適
応
し
て

い
る
と
評
価
で
き
る
。
一
方
で
、
方
向
性
は
正

し
い
も
の
の
児
童
手
当
の
支
給
額
の
増
額
分
を

子
育
て
費
用
の
増
加
分
が
上
回
っ
て
お
り
、
幼

児
を
育
て
る
世
帯
の
経
済
的
負
担
が
以
前
に
増

し
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
従
っ
て
、
今
後
も
更
に
３
歳
未
満
の
児
童

を
育
て
る
世
帯
へ
の
支
給
を
拡
充
す
べ
き
だ
と

結
論
付
け
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
マ
ク
ロ
経
済
理
論
と
い
う
「
本
業
」

に
精
を
出
し
つ
つ
、
私
は
現
在
も
「
子
育
て
支

援
政
策
に
関
す
る
実
証
分
析
」
と
い
う
研
究
テ

ー
マ
に
取
り
組
み
続
け
て
い
る
。
こ
の
研
究
テ

ー
マ
に
取
り
組
み
始
め
て
か
ら
既
に
10
年
の
歳

月
が
流
れ
た
。
そ
の
間
に
私
は
二
人
の
愛
す
る

娘
を
授
か
り
、
母
校
で
あ
る
同
志
社
大
学
に
教

員
と
し
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
で
き
た
。
子
育

て
を
す
る
こ
と
に
対
す
る
不
安
は
消
え
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
目
が
回
る
よ
う
な
毎
日
を
過
ご

し
て
い
る
う
ち
に
、
か
つ
て
の
よ
う
な
漠
然
と

し
た
不
安
は
取
り
除
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
「
子
育
て
支
援
政
策

に
関
す
る
実
証
分
析
」
を
続
け
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
私
の
よ
う
に
、
子
育
て

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
誰
か
に
と
っ
て
、
私
の

研
究
成
果
が
少
し
で
も
助
け
に
な
る
の
な
ら
ば
、

研
究
者
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。

図１：等価尺度法によって計測した一ヶ月あたりの子育て費用
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21
世
紀
の
文
化
研
究

　

文
化
現
象
│
│
人
々
が
共
有
す
る
行
動
様

式
・
生
活
様
式
│
│
を
対
象
と
し
た
研
究
と
聞

く
と
、
お
そ
ら
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
文
献

調
査
を
基
調
と
す
る
文
系
学
問
の
イ
メ
ー
ジ
が

先
行
し
、
理
系
学
問
と
の
関
連
が
イ
メ
ー
ジ
し

に
く
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
近
年
は

学
際
的
な
研
究
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
文
学
・
美
術
・
芸
道
・
思
想
な
ど
多

く
の
文
化
的
活
動
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

射
程
に
入
り
、
理
系
学
問
と
の
連
携
が
促
進
し

て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
従
来
と
異
な
る
視
点
か
ら
文
化

研
究
を
行
う
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー

ズ
と
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
に
お
け
る

教
育
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

定
性
的
研
究
と
定
量
的
研
究
の
境
界
が

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　

学
問
の
方
法
論
に
つ
い
て
基
本
に
立
ち
返
っ

て
整
理
す
る
と
、
定
性
的
研
究
と
定
量
的
研
究

の
大
分
類
が
あ
り
ま
す
。
定
性
的
研
究
は
、
対

象
の
観
察
と
性
質
を
記
述
す
る
こ
と
で
理
解
を

深
め
て
い
く
方
法
論
を
と
り
、
人
文
科
学
諸
分

野
で
広
く
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
量
的
研
究

は
、
計
測
に
よ
っ
て
対
象
の
仕
組
み
を
解
明
す

る
方
法
論
を
と
り
、
自
然
科
学
諸
分
野
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
定
性
的
研
究
は
文
系
の
手
法
、

定
量
的
研
究
は
理
系
の
手
法
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
抱
か
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
心
理
学
や
経

済
学
の
よ
う
に
文
系
と
理
系
の
中
間
に
位
置
す

る
学
問
で
は
、
目
的
と
対
象
に
あ
わ
せ
て
定
性

的
研
究
と
定
量
的
研
究
を
適
宜
選
択
し
ま
す
。

誤
解
を
恐
れ
ず
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
一
般
的
に

ど
の
学
問
も
ど
ち
ら
か
の
手
法
し
か
使
い
ま
せ

ん
。
研
究
者
も
い
ず
れ
か
の
分
野
に
身
を
お
き
、

両
者
の
交
流
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

文
化
現
象
を
対
象
と
し
た
研
究
は
、
ど
ち
ら

の
方
法
論
に
立
脚
し
た
研
究
で
し
ょ
う
か
。

人
々
の
行
動
様
式
か
ら
形
成
さ
れ
る
文
化
現
象

は
、
そ
の
内
部
に
ど
の
よ
う
な
因
果
関
係
や
論

理
が
内
在
し
て
い
る
の
か
を
直
接
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
読

者
は
定
性
的
研
究
と
答
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
定
性
的
研
究
に
は
、
科
学
に
お
け
る

再
現
可
能
性
や
反
証
可
能
性
を
担
保
し
に
く
い

問
題
が
あ
り
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
定
性
的
研

究
の
方
法
論
は
、
恣
意
性
や
主
観
的
判
断
が
含

ま
れ
る
可
能
性
が
排
除
し
き
れ
ま
せ
ん
。

デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
文
化
現
象

に
対
す
る
定
量
的
研
究
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

河
かわ

瀬
せ

 彰
あき

宏
ひろ

（大学文化情報学部助教）

デジタル・
ヒューマニティーズ
の潮流
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と
り
わ
け
、
統
計
学
や
情
報
学
の
方
法
論
を
導

入
す
る
文
化
研
究
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
ー
ズ
（
以
下
Ｄ
Ｈ
）
と
呼
ば
れ
、
定
性

的
研
究
と
定
量
的
研
究
の
境
界
を
開
拓
し
て
い

ま
す
。
Ｄ
Ｈ
は
、
国
際
的
に
学
協
会
連
合
傘
組

織
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｏ
）
を
展
開
し
て
お
り
、
２
０
１

１
年
に
日
本
支
部
、
２
０
１
６
年
に
は
南
部
ア

フ
リ
カ
支
部
が
設
置
さ
れ
、
多
言
語
・
多
文
化

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
張
し
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｈ
は
、
歴
史
的
な
文
献
・
地
図
・
写
真
・

絵
画
・
音
楽
な
ど
、
従
来
の
人
文
科
学
諸
分
野

の
対
象
に
定
量
的
研
究
を
導
入
し
、
新
た
な
解

釈
の
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま

す
。
例
え
ば
、
私
は
２
０
０
７
年
以
来
、
日
本

伝
統
音
楽
を
対
象
と
し
て
、
音
楽
学
者
・
人
類

学
者
・
民
俗
学
者
が
定
性
的
研
究
か
ら
得
た
知

見
を
定
量
的
研
究
で
裏
付
け
た
り
、
音
楽
の
伝

播
・
変
遷
の
問
題
に
対
し
て
新
た
な
解
釈
の
可

能
性
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｄ
Ｈ
研

究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
議
論
を
客
観

化
さ
せ
る
工
夫
と
し
て
、
民
謡
の
旋
律
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
、
確
率
論
・
情
報
理
論
・
言
語
理
論

を
融
合
さ
せ
た
手
法
に
よ
っ
て
、
特
徴
を
抽
出

し
ま
す
。
そ
し
て
、
多
変
量
解
析
を
適
用
す
る

こ
と
で
音
楽
文
化
の
地
域
性
を
見
出
す
こ
と
を

試
み
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｈ
で
は
、
分
析

手
法
の
豊
穣
化
が
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
り
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

私
の
研
究
対
象
に
つ
い
て
も
、
音
楽
文
化
の
発

展
・
衰
退
を
予
測
す
る
に
足
る
デ
ー
タ
の
収
集
・

共
有
に
は
、
ま
だ
長
い
道
の
り
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｈ
と
類
似
し
た
研
究
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
以
下
Ｓ
Ｃ
）
が
あ
り
ま

す
。
Ｓ
Ｃ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
画
す

る
社
会
の
構
成
員
＝
一
般
の
人
々
か
ら
デ
ー
タ

を
収
集
し
、
体
系
的
に
知
の
基
盤
を
構
築
し
た

り
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
ま
す
。
主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
個
々
人

の
活
動
記
録
、
共
有
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
分

析
対
象
と
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
量
は
数
万
件
〜

数
億
件
（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）
を
扱
い
ま
す
。
一

方
、
Ｄ
Ｈ
で
扱
う
デ
ー
タ
は
、
人
文
科
学
の
専

門
家
が
収
集
・
蓄
積
し
た
資
料
が
基
本
で
あ
り
、

著
作
権
の
制
約
も
あ
っ
て
20
世
紀
初
頭
よ
り
過

去
の
歴
史
的
資
料
を
扱
う
事
例
が
多
く
、
Ｓ
Ｃ

と
は
対
比
的
で
す
。
そ
の
た
め
、
Ｄ
Ｈ
で
扱
う

デ
ー
タ
量
は
Ｓ
Ｃ
の
数
千
〜
数
万
倍
も
少
な
く
、

両
者
の
間
で
は
デ
ー
タ
の
質
と
量
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
を
議
論
し

た
が
る
研
究
者
は
多
く
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、

両
者
の
目
指
す
処
は
異
な
る
た
め
、
そ
の
よ
う

な
議
論
は
不
毛
で
あ
り
、
む
し
ろ
相
互
に
関
心

が
あ
れ
ば
、
学
問
の
発
展
の
た
め
に
知
見
・
技

術
を
提
供
し
合
う
こ
と
の
方
が
建
設
的
で
あ
る

と
私
は
思
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
と

文
化
情
報
学
部

　

文
化
情
報
学
部
は
、
文
化
現
象
に
対
し
て
、

統
計
学
や
情
報
学
を
接
点
と
す
る
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
を
導
入
し
た
研
究
と
教
育
を
実
践
し
て

お
り
、
Ｄ
Ｈ
と
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
制
度
化
さ
れ
た
学
問
の
垣
根
を
取
り

払
っ
た
分
野
横
断
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
Ｄ

Ｈ
の
研
究
哲
学
・
教
育
理
念
と
重
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
学
生
が
在
学
中
に
複
数
の

専
門
領
域
を
修
め
る
に
は
作
業
量
が
膨
大
で
あ

り
と
て
も
大
変
で
す
。
私
は
、
Ｄ
Ｈ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
通
じ
て
個
人
が
修
め
き
れ
な
い
複
数
の

学
問
領
域
を
横
断
的
か
つ
有
機
的
に
結
び
つ
け

る
意
義
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
を
学
部
教
育
に

援
用
し
、
専
門
領
域
の
異
な
る
人
々
と
協
同
し

な
が
ら
各
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
橋
渡
し
す

る
人
材
の
育
成
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
本
学
部

が
標
榜
す
る
文
理
融
合
を
実
践
し
、
個
々
人
が

学
際
的
な
視
野
を
も
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世

の
中
に
山
積
す
る
諸
問
題
は
大
幅
に
解
決
さ
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
教
育
を
実
践
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
が

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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罪
を
犯
し
た
人
を
支
援
す
る
意
味

　

約
15
年
間
、
少
年
鑑
別
所
や
刑
務
所
等
、
罪

を
犯
し
た
少
年
・
成
人
が
収
容
さ
れ
る
施
設
で

心
理
職
と
し
て
勤
務
し
た
後
、
他
大
学
を
経
て
、

２
０
１
９
年
4
月
よ
り
心
理
学
部
の
専
任
教
員

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

加
害
者
・
犯
罪
者
の
心
理
支
援
を
し
て
い
る

と
い
う
と
、「
怖
く
な
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
や
、

「
な
ぜ
加
害
者
な
ん
か
の
味
方
を
し
て
い
る
の

だ
」
と
い
う
批
判
ま
で
、
様
々
な
反
応
を
受
け

ま
す
。
と
は
い
え
、
ほ
と
ん
ど
の
非
行
少
年
・

犯
罪
者
た
ち
は
、「
犯
罪
行
動
を
し
た
と
い
う

点
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
い
う
一
点
を
除
き
、
ご
く
普
通
の
、
一
人
の

人
間
で
す
。
む
し
ろ
幼
少
時
か
ら
の
暴
力
被
害

や
、
弱
い
も
の
が
搾
取
さ
れ
抑
圧
さ
れ
る
社
会

の
犠
牲
者
の
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
も
い
て
、

心
理
的
な
支
援
の
対
象
と
す
べ
き
人
で
も
あ
り

ま
す
。
被
害
者
の
支
援
と
加
害
者
の
支
援
は
ど

ち
ら
も
大
事
で
あ
り
、
加
害
者
の
回
復
を
支
援

す
る
こ
と
は
、
次
の
被
害
者
を
減
ら
す
一
つ
の

手
だ
て
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
授
業
で

必
ず
学
生
に
伝
え
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
父

で
あ
り
夫
で
あ
る
一
人
の
男
性
（
も
し
く
は
母

で
あ
り
妻
で
あ
る
女
性
）
加
害
者
が
、
犯
罪
行

動
を
や
め
、
暴
力
の
な
い
対
等
な
夫
婦
関
係
を

持
ち
、
子
ど
も
を
適
切
な
形
で
愛
し
、
モ
デ
ル

に
な
る
こ
と
が
出
来
た
と
し
た
ら
、
何
人
の
『
未

来
の
被
害
者
』
が
減
る
か
想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。」

共
同
体
の
中
で「
学
び
落
と
し
、学
び
直
す
」こ
と

　

非
行
・
犯
罪
行
動
へ
の
介
入
に
は
、
多
く
の

場
合
個
人
面
接
で
は
な
く
グ
ル
ー
プ
が
使
わ
れ

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、「
俺
は
／
私
は
こ

う
や
っ
て
生
き
て
き
た
」
と
い
う
鎧
を
脇
に
置

き
、
他
者
の
視
点
に
耳
を
傾
け
、
議
論
し
、
考

え
、
メ
ン
バ
ー
で
一
緒
に
悩
み
ぬ
い
て
支
え
あ

う
と
い
う
体
験
が
、
犯
罪
行
動
か
ら
の
離
脱（
犯

罪
を
手
放
し
て
い
く
こ
と
）
に
非
常
に
重
要
だ

か
ら
で
す
。

　

私
が
実
践
・
研
究
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し

た
「
回
復
の
た
め
の
場
」
作
り
で
す
。
非
行
少

年
や
犯
罪
者
は
そ
れ
ま
で
の
生
活
の
中
で
、
ま

た
は
「
犯
罪
者
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
後

の
周
囲
や
世
間
か
ら
の
排
除
を
受
け
て
、
人
と

の
つ
な
が
り
に
（
心
の
底
で
）
お
そ
れ
や
不
信

を
抱
え
、
素
直
に
人
と
交
流
で
き
に
く
く
な
っ

て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。
刑
務
所
と
い
う
、
見

栄
を
張
っ
て
も
仕
方
の
な
い
場
所
で
、
自
分
の

感
情
や
誰
に
も
話
し
た
こ
と
の
な
い
体
験
を
吐

毛
もう

利
り

 真
ま

弓
ゆみ

（大学心理学部准教授）

非行・犯罪行動変化と
回復を支える
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き
出
し
、
時
に
け

ん
か
し
、
良
い
こ

と
も
葛
藤
も
共
に

す
る
中
で
、
こ
れ

ま
で
の
生
き
方
を

「
学
び
落
と
し
」、

他
者
と
本
当
に
つ

な
が
り
、
言
い
た

い
こ
と
を
い
い
、

傷
つ
い
た
ら
傷
つ
い
た
と
素
直
に
表
現
し
、
傷

つ
い
た
と
い
わ
れ
た
ら
謝
れ
る
「
対
等
で
対
話

の
あ
る
関
係
性
の
学
び
直
し
」
が
行
わ
れ
て
い

き
ま
す
。

　

心
に
溜
ま
っ
て
い
た
も
の
を
吐
き
出
し
、
生

き
方
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
変
わ
っ
た
時
、
人
は
顔

つ
き
か
ら
優
し
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
た
後

に
よ
う
や
く
、
本
当
の
意
味
で
自
分
が
被
害
者

に
与
え
た
傷
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

対
等
な
関
係
性
と
対
話
の
あ
る
場
を
社
会
に
も

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
の
中
で
も
、
誰
か
に

傷
つ
け
ら
れ
た
経
験
、
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い

て
も
ら
え
な
か
っ
た
傷
つ
き
を
抱
え
た
人
は
存

在
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
素
直
な
気
持
ち
を
表

現
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
、
対
話
を
あ
き
ら
め
て

い
く
と
、
人
は
相
容
れ
な
い
人
は
排
除
し
よ
う

と
す
る
よ
う
に
な
り
、
時
に
そ
れ
は
孤
立
を
生

み
、
次
の
加
害
者
を
生
む
温
床
に
も
な
り
ま
す
。

「
加
害
者
が
変
わ
れ
ば
未
来
の
被
害
者
が
減
る

の
と
同
じ
く
、
対
等
な
関
係
性
と
対
話
の
あ
る

場
が
社
会
に
増
え
る
こ
と
は
、
社
会
の
中
の
暴

力
や
憎
し
み
や
抑
圧
、
孤
立
が
少
し
減
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」。
こ
う
し
た
考

え
の
下
、
他
の
研
究
者
や
協
力
者
と
と
も
に
、

２
０
１
７
年
に
は
刑
務
所
出
所
者
と
刑
務
所
職

員
、
行
政
関
係
者
た
ち
の
対
話
を
広
島
で
、
２

０
１
８
年
に
は
性
暴
力
の
被
害
者
・
加
害
者
と

支
援
者
の
対
話
を
大
阪
で
行
い
ま
し
た
。
今
年

は
子
供
時
代
に
親
か
ら
性
被
害
を
受
け
た
女
性

と
そ
の
家
族
、
支
援
者
の
対
話
を
大
阪
で
行
う

予
定
で
す
。

　

対
話
形
式
を
取
る
と
、
相
手
の
話
を
聞
い
て

多
く
の
刺
激
を
受

け
、
フ
ロ
ア
に
居

た
研
究
者
が
自
分

の
体
験
を
語
り
だ

し
た
り
、
被
害
者

が
加
害
者
の
こ
と

を
慮
る
発
言
を
し

た
り
と
立
場
を
超

え
た
「
心
の
対
話

の
つ
な
が
り
」
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
場

で
「
安
心
し
て
自
分
の
気
持
ち
を
話
せ
た
体
験
」

を
種
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
帰
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
で
育
て
れ
ば
、
社
会
を
少
し
で
も
変
え

ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
青
臭
い
こ
と

も
夢
見
て
い
ま
す
。

私
の
授
業

　

心
理
学
部
で
は
、
２
０
１
７
年
に
施
行
さ
れ

た
公
認
心
理
師
法
に
基
づ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
整
備
し
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
産
業
・
司

法
領
域
で
活
躍
す
る
公
認
心
理
師
の
教
育
体
制

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
私
が
担
当
す
る
公
認
心

理
師
取
得
の
た
め
の
必
修
科
目
で
あ
る
司
法
・

犯
罪
心
理
学
の
授
業
で
は
、
基
本
的
な
知
識
は

お
さ
え
な
が
ら
も
、
犯
罪
者
の
心
理
を
分
析
し

て
人
間
の
残
虐
性
を
掘
り
下
げ
て
「
モ
ン
ス
タ

ー
が
い
る
」
と
証
明
す
る
よ
う
な
社
会
的
排
除

の
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
、
自
分
と
同
じ
人
間

が
行
っ
た
犯
罪
行
動
を
「
人
と
し
て
理
解
す
る
」

視
点
を
導
入
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
非

行
・
犯
罪
を
し
た
人
た
ち
の
回
復
に
寄
与
す
る

介
入
は
何
か
、
そ
し
て
罪
を
犯
し
た
人
、
失
敗

し
た
人
を
排
除
し
な
い
社
会
作
り
に
つ
い
て
、

今
後
も
学
生
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

2017年の対話イベントの様子

刑務所内でのグループワークの様子
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研
究
：

　

私
が
最
初
に
語
用
論
（
言
語
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ

ク
ス
）
の
分
野
、
特
に
ス
ピ
ー
チ
ア
ク
ト
（
言

語
行
為
）
に
魅
了
さ
れ
た
の
は
、
35
年
以
上
前
、

オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
で
大
学
院
の
コ
ー
ス
を
受

講
し
た
時
に
遡
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
チ
ア
ク
ト
は
、

挨
拶
や
賛
辞
、
要
求
、
拒
絶
、
不
満
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
特
定
の
目
的
の

た
め
に
利
用
さ
れ
る
発
話
を
指
し
ま
す
。
語
用

論
と
は
、
ス
ピ
ー
チ
ア
ク
ト
が
ど
の
よ
う
に
実

現
さ
れ
る
か
、
利
用
可
能
な
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は

何
な
の
か
、
ど
の
程
度
の
丁
寧
さ
が
選
択
さ
れ

る
か
な
ど
、
特
定
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
使
用
さ

れ
る
言
語
設
定
に
つ
い
て
の
研
究
で
す
。

　

ス
ピ
ー
チ
ア
ク
ト
研
究
の
課
題
の
1
つ
は
デ

ー
タ
収
集
に
あ
り
ま
す
。
最
も
一
般
的
な
デ
ー

タ
収
集
方
法
は
、D

iscourse C
om

pletion 
Tests

（
Ｄ
Ｃ
Ｔ
）
で
す
。
こ
れ
は
質
問
紙
の

形
式
で
、
あ
る
状
況
下
で
ど
う
反
応
す
る
か
、

ど
の
よ
う
な
言
葉
を
使
う
か
を
参
加
者
に
記
述

す
る
よ
う
に
求
め
る
も
の
で
す
。
そ
の
他
の
方

法
と
し
て
は
、
自
然
デ
ー
タ
の
収
集
や
参
加
者

に
よ
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
比

較
的
新
し
い
方
法
と
し
て
は
、
音
声
コ
ー
パ
ス

（spoken corpus

）
を
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

コ
ー
パ
ス
は
テ
キ
ス
ト
の
集
ま
り
で
あ
り
、
音

声
コ
ー
パ
ス
は
会
話
や
講
義
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
の
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
る

言
葉
の
集
ま
り
で
す
。
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
字
幕
を
含
む
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ど
の
デ
ー
タ
収
集
方
法
に
も
長

所
と
短
所
が
あ
り
ま
す
。
字
幕
の
コ
ー
パ
ス
を

使
用
す
る
利
点
は
、
大
量
の
言
葉
、
特
に
コ
ン

テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
の
ス
ピ
ー
チ
ア
ク
ト
を
含
め

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
字
幕
は
実
際
の

生
活
の
中
で
の
人
々
の
話
し
方
を
必
ず
し
も
正

確
に
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
言
語
の

授
業
で
モ
デ
ル
と
し
て
堪
え
う
る
レ
ベ
ル
の
現

実
的
な
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
こ
と
を
研
究
は
示
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
ス
ピ
ー
チ
ア

ク
ト
が
コ
ー
パ
ス
で
検
索
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ア
ポ
ロ
ジ

ー
（
謝
罪
）
は
次
の
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
う

ち
の
１
つ
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
私
自
身
の

研
究
を
通
し
て
分
か
っ
て
き
ま
し
た
： forgive,  

excuse,  pardon,  sorry

又
は
他
の
謝
罪
の
言
葉 

( som
e form

 of the w
ord apology)

。

　

私
が
こ
の
研
究
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
ア
ポ
ロ
ジ
ー
は
第
二
言
語
・
外
国
語
話

者
に
と
っ
て
難
し
い
が
重
要
な
ス
ピ
ー
チ
ア
ク

北
きた

尾
お

 キャスリーン
（女子大学表象文化学部教授）

英語のアポロジー（謝罪）
についての研究と教育
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ト
で
あ
る
か
ら
で
す
。
私
は
ア
メ
リ
カ
の
連
続

ホ
ー
ム
コ
メ
デ
ィ
『M

odern Fam
ily

』（
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
に
住
む
大
家
族
の
人
間
関
係
を
描

い
た
も
の
）
の
字
幕
か
ら
小
規
模
コ
ー
パ
ス
を

作
成
し
ま
し
、
亡
き
夫
、
北
尾
謙
治
と
執
筆
し

た
論
文
（
‶Apologies,  A

pology Strategies,  
and A

pology Form
s for N

on- apologies in 
a Spoken C

orpus

"）
で
こ
の
コ
ー
パ
ス
を
使

用
し
謝
罪
を
研
究
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

先
に
あ
げ
た
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
し
、

謝
罪
表
現
、
謝
罪
の
一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
、
お
よ
び
謝
罪
形

式
が
他
の
発
話
行
為
に
使
用
さ
れ
た
事
例
を
カ

ウ
ン
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
計
３
６
２
の

謝
罪
が
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
実
に

３
５
３
個
が
‶sorry

"で
し
た
。
最
も
一
般
的

な
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
組
み
合
わ
せ
は
‶sorry

"

に
そ
の
説
明
を
加
え
る
も
の
（
例
え
ば
、「
す

み
ま
せ
ん
、
電
車
が
遅
れ
ま
し
た
」）
で
し
た
。

他
の
一
般
的
な
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
は
、
強
化

（
‶so,  really

"）
や
繰
り
返
し
（I' m

 sorry,  
I' m

 sorry

"）、
自
己
正
当
化
（
‶In m

y 
defense..

"）、
責
任
の
認
知
（
‶It' s all m

y 
fault

"）、
再
発
し
な
い
こ
と
の
約
束
（
‶I' ll 

never do it again

"）
と
補
償
の
申
し
出
（
‶I' ll 

buy you another one

"）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
論
文
（
‶A C

orpus- B
ased 

Study of R
esponses to A

pologies in U
S 

E
nglish

"）
で
は
、
同
じ
コ
ー
パ
ス
を
使
用
し

て
謝
罪
に
対
す
る
反
応
を
研
究
し
ま
し
た
。
謝

罪
に
対
し
て
約
半
分
は
反
応
な
し
で
し
た
が
、

反
応
が
あ
っ
た
残
り
の
半
分
は
「
非
難
の
最
小

化
」、「
な
ぜ
非
難
し
て
い
る
の
か
に
焦
点
を
当

て
た
も
の
」
ま
た
は
「
非
難
の
正
当
化
」
と
い

う
3
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

教
育
：

　

私
が
教
え
る
ク
ラ
ス
の
１
つ
に
、
語
用
論
を

テ
ー
マ
に
英
語
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
教
え
る

‶Studies in E
nglish

"が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
コ

ー
ス
の
は
じ
め
に
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
言
語
の

意
味
と
選
択
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
の
実

例
を
示
し
、
学
生
に
評
価
を
さ
せ
な
が
ら
実
感

さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
。
次
に
学
生
は
語
用
論
の
分

野
全
般
、
丁
寧
さ
の
理
論
、
特
定
の
ス
ピ
ー
チ

ア
ク
ト
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
を
読
ん
で
ゆ

き
ま
す
。
ア
ポ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
教
え
る
と
き
、

私
は
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
学
習
（D

ata 
D

riven Learning:  D
D

L

）
と
呼
ば
れ
る
ア

プ
ロ
ー
チ
を
用
い
ま
す
。 

Ｄ
Ｄ
Ｌ
は
、
真
性

の
言
語
の
実
例
を
通
し
て
学
生
に
言
語
の
使
用

パ
タ
ー
ン
を
発
見
さ
せ
る
言
語
学
習
の
帰
納
的

ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
コ
ー

パ
ス
言
語
学
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
、
学
生
が

文
法
や
語
彙
使
用
を
学
ぶ
の
に
使
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
ス
ピ
ー
チ
ア
ク
ト
を
教
え
る
の
に

も
有
効
で
す
。
私
の
授
業
で
は
先
に
あ
げ
た

M
odern Fam

ily

コ
ー
パ
ス
か
ら
選
択
し
た
ア

ポ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
、
学
生
は
グ
ル
ー
プ
で
謝

罪
表
現
と
謝
罪
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
見
つ
け
だ
す

タ
ス
ク
も
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
仮
説
検

証
と
学
習
者
の
自
律
性
を
促
進
し
、
学
生
が
学

習
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
の
に
役
立
つ
学
習
者
中

心
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
長
年
こ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
教
え
て
き
ま
し
た
が
、
学
生
の
反
応
か
ら
、

学
生
が
自
分
自
身
で
コ
ン
セ
プ
ト
を
発
見
す
る

こ
と
か
ら
満
足
を
得
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

結
論

　

私
は
語
用
論
と
い
う
興
味
深
く
有
用
な
分
野

で
研
究
を
し
、
そ
の
専
門
ク
ラ
ス
を
教
え
る
こ

と
が
で
き
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、

そ
の
学
習
を
通
し
て
学
生
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
伸
長
す
る
の
に
役
立
っ
て
い

る
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
す
。
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ホンモノから学ぶ
社会科の学習

１
．
小
学
校
の
道
草
教
育

　

本
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
自

由
な
発
想
を
大
切
に
し
、
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み

な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
教
育
を
日
々
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

与
え
ら
れ
る
学
び
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
「
な

ぜ
？
」
と
疑
問
を
持
ち
、
ど
う
す
れ
ば
そ
の
疑

問
を
解
決
で
き
る
か
、
自
分
た
ち
で
考
え
る
学

び
で
あ
り
、
解
決
し
て
い
く
ま
で
の
過
程
を
大

切
に
し
た
学
び
で
す
。

２
．
自
分
と
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
社
会
を

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に

は
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
立
場
の
人

の
こ
と
も
考
え
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
社
会

を
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
で
考
え
、
行
動
す
る
力

が
必
要
で
す
。
社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く
た
め
に
は
、

他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事
と
し
て
考
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
社
会
事
象
に

出
会
っ
た
と
き
、
心
が
動
く
子
ど
も
を
育
て
る

た
め
に
も
、
授
業
の
中
で
、「
な
ぜ
？
」「
ど
う

し
て
？
」「
知
り
た
い
！
」
と
感
じ
る
機
会
を

つ
く
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分

だ
け
で
な
く
友
達
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、

話
し
合
う
こ
と
で
、
新
た
な
考
え
を
知
り
、
自

分
の
考
え
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
が
、
一
人
で
は
な
く
仲
間
と
学
ぶ
意
味
だ

と
考
え
ま
す
。
学
級
の
誰
も
が
、
安
心
し
て
意

見
を
言
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、「
心
地

よ
い
空
気
感
を
つ
く
る
こ
と
」
や
「
一
人
ひ
と

り
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
尊
重
し
、
互
い

の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
合
う
こ
と
」
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

３
．  「
生
し
ば
漬
け
」
っ
て
ど
う
や
っ
て

つ
く
ら
れ
て
い
る
の
？ 

　

三
年
生
の
二
学
期
の
学
習
の
一
つ
に
「
工
場

で
つ
く
ら
れ
る
も
の
」
と
い
う
単
元
が
あ
り
ま

す
。
一
学
期
か
ら
「
京
都
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
学
習
を
進
め
て
き
た
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
、
何
か
「
京
都
一
」
の
も
の
と
子

ど
も
た
ち
が
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
小
学
校
と
同
じ

左
京
区
の
大
原
に
工
場
が
あ
る
「
土
井
志
ば
漬

け
本
舗
」
さ
ん
と
の
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
。
京

都
市
観
光
調
査
に
よ
る
と
京
都
市
の
土
産
物
の

一
位
は
漬
物
で
す
。
そ
こ
で
、「
土
井
志
ば
漬

け
本
舗
」
さ
ん
の
「
生
し
ば
漬
け
」
を
教
材
と

し
て
扱
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ホ
ン
モ
ノ
の
「
生
し
ば
漬
け
」
を
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
配
り
、「
何
か
ら
作
ら
れ
て

金
かな

山
やま

 香
か

織
おり

（小学校教諭）
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い
る
と
思
う
？
」
と
投
げ
か
け
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
目
で
見
て
、
に
お
い
を
確
か
め
、

恐
る
恐
る
食
べ
て
い
る
様
子
。「
紫
や
か
ら
梅

干
し
を
混
ぜ
て
い
る
と
思
う
。」「
何
か
葉
っ
ぱ

み
た
い
な
も
の
が
入
っ
て
る
！
」「
結
構
、
酸

っ
ぱ
い
よ
。
き
ゅ
う
り
か
な
。」
と
予
想
を
立

て
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
原
材
料
は
「
な
す
・
赤
紫
蘇
・
塩
」

で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

「
え
ー
！
そ
れ
だ
け
し
か
入
っ
て
い
な
い
の
？
」

と
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
す
る
と
次
は
、「
そ
の
３

つ
で
ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
る
の
？
」
と
い
う

新
た
な
疑
問
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
学
校
で
育

て
て
い
る
赤
紫
蘇
の
実
物
を
触
っ
た
り
、
生
し

ば
漬
け
の
見
た
目
や
食
べ
た
食
感
を
も
と
に
グ

ル
ー
プ
で
予
想
を
し
ま
し
た
。「
茄
子
を
切
っ

た
り
、
味
付
け
た
り
す
る
の
は
、
機
械
で
し
て
、

最
後
の
袋
詰
め
の
作
業
は
人
が
し
て
い
る
と
思

う
。」
と
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
殆
ど
の
作

業
を
機
械
で
行
い
、
最
後
の
仕
上
げ
部
分
を
人

が
行
う
と
予
想
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
し
ば
漬
け
工
場
で
の
作
業
の
一
部
で

あ
る
「
樽
の
中
に
人
が
入
り
、
し
ば
漬
け
を
踏

ん
で
揉
み
込
ん
で
い
る
様
子
」
の
写
真
を
提
示

し
ま
す
。
す
る
と
「
え
ー
！
人
が
踏
ん
で
作
っ

て
る
の
？
ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
る
か
、
も
っ

と
詳
し
く
見
に
行
き
た
い
。」
と
い
う
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
、「
じ
ゃ
あ
、
見
に
行

き
ま
し
ょ
う
。」
と
言
っ
て
し
ま
う
と
、
た
だ

工
場
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
だ
け
の
受
け
身

の
学
習
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
工

場
は
ど
こ
に
あ
る
？
行
き
方
は
？
調
べ
て
み

て
。」
と
更
に
投
げ
か
け
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
子
ど
も
た
か
ら
の
「
国
際
会
館
か

ら
、
⑲
番
の
京
都
バ
ス
に
乗
っ
た
ら
、
二
十
分

で
工
場
の
前
の
バ
ス
停
に
着
く
よ
。
運
賃
も
百

七
十
円
だ
か
ら
、
行
け
る
と
思
う
！
」
と
の
声
。

　

そ
の
後
、
工
場
見
学
に
行
き
、
ど
の
よ
う
に

生
し
ば
漬
け
が
作
ら
れ
て
い
る
か
、
実
際
に
目

で
見
て
、
工
場
で
働
く
人
々
に
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
に
帰
っ
て
か

ら
、
学
習
す
る
中
で
生
ま
れ
た
新
た
な
疑
問
を

解
決
す
る
た
め
に
子
ど
も
た
ち
自
身
が
文
章
を

書
き
、
フ
ァ
ク
ス
で
質
問
を
す
る
な
ど
の
様
子

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
習
の

最
後
に
学
校
で
「
し
ば
漬
け
」
を
作

る
体
験
を
行
う
こ
と
で
、「
工
場
で

働
く
人
々
は
大
変
な
ん
だ
な
。
こ
れ

か
ら
も
お
い
し
い
し
ば
漬
け
を
作
る

た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」
と
働

く
人
の
思
い
に
も
寄
り
添
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
岩
倉
の
ま
ち
は
、
ど
の

よ
う
に
土
地
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を

調
べ
る
た
め
に
小
学
校
の
周
り
を
探
検
し
た
後
、

地
図
を
作
成
す
る
活
動
や
小
学
校
か
ら
一
番
近

い
神
社
で
夜
中
か
ら
行
わ
れ
る
「
岩
倉
火
祭
り
」

に
昔
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
方
々
に
お
話
を
伺
う

活
動
な
ど
ホ
ン
モ
ノ
か
ら
学
ぶ
機
会
を
つ
く
っ

て
き
ま
し
た
。
岩
倉
と
い
う
地
域
を
よ
り
身
近

に
感
じ
る
こ
と
で
愛
着
も
わ
き
、
よ
り
自
分
事

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

４
．
自
分
か
ら
求
め
て
い
く
子
ど
も
に 

　

自
分
た
ち
で
課
題
解
決
す
る
っ
て
面
白
い
な
、

と
学
習
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
、
も
っ
と

学
び
た
い
！
と
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
声
や
思
い
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら

も
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生しば漬けを実際に見て、食べてみる
子どもたち

樽の中に入り、しば漬けを揉み込む様
子（土井志ば漬け本舗大原工場）



世
界
を
視
野
に
入
れ
た
特
殊
講
義

　

法
学
部
法
律
学
科
の
授
業
科
目
は
、
近
時
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
、
伝
統
的
な
六
法
科
目
（
憲
法
、
民
法
、
刑
法
、
商
法
、

民
事
訴
訟
法
、
刑
事
訴
訟
法
）
な
ど
を
中
心
に
、
講
義
形
式
に
よ
っ
て
理

論
を
教
え
る
大
教
室
で
の
授
業
が
主
流
で
し
た
が
、
最
近
で
は
、
よ
り
広

い
法
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
多
様
で
実
践
的
な
授
業
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
法
学
部
で
は
、
特
に
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
法
律
実
務
家

の
育
成
を
も
目
指
し
て
、
毎
年
、
三
つ
の
特
殊
講
義
（
少
人
数
演
習
）
を

開
講
し
て
い
ま
す
。そ
れ
が
、「
国
際
人
道
法
模
擬
裁
判
」・「
法
的
交
渉
論
」・

「
国
際
物
品
売
買
と
国
際
商
事
仲
裁
」
で
す
。
い
ず
れ
も
、
学
生
の
主
体

的
か
つ
積
極
的
な
学
び
を
通
じ
て
、
国
際
的
な
法
領
域
に
お
け
る
、
英
語

を
駆
使
し
た
「
理
論
と
実
務
の
架
橋
」
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

私
は
、
法
学
部
や
法
科
大
学
院
で
、
民
事
訴
訟
法
や
調
停
法
・
仲
裁
法

等
の
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
以
下
で
は
、
私
も
担

当
者
の
一
人
で
あ
る
一
つ
の
科
目
を
簡
単
に
紹
介
し
て
、
若
干
の
展
望
を

示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
授
業
は
、
国
際
私
法
の
高
杉
直
教

授
と
民
法
の
野
々
村
和
喜
准
教
授
と
の
共
同
担
当
科
目
で
す
。

「
国
際
商
取
引
法
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
向
け
て

  

特
殊
講
義
「
国
際
物
品
売
買
と
国
際
商
事
仲
裁
」
は
、
年
に
１
度
開
か

れ
る
国
際
商
事
模
擬
仲
裁
に
関
す
る
世
界
大
会
へ
の
参
加
を
目
指
し
て
開

講
し
て
い
ま
す
。
学
生
が
、
国
際
商
取
引
法
や
仲
裁
法
に
関
す
る
理
論
的

な
知
見
を
深
め
、
か
つ
実
践
的
な
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
毎
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
で
行
わ
れ
る

世
界
大
会
は
、
世
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
模
擬
仲
裁
大
会
で
あ
り
、「
国

際
商
取
引
法
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
世
界
各
国
か

ら
３
０
０
校
以
上
の
名
門
大
学
が
参
加
し
て
い
る
の
で
す（〈
写
真
〉参
照
）。

そ
の
ほ
か
に
、
香
港
大
会
や
国
内
大
会
等
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
秋
に
公
表
さ
れ
る
英
文
の
課
題
問
題
（
Ａ
４
判
約
60
頁
）
に
備
え
、

春
か
ら
「
過
去
問
」
を
用
い
た
問
題
の
分
析
検
討
を
行
い
、
討
論
を
通
じ

て
実
際
に
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
（
準
備
書
面
）
を
作
成
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、
申
立
人
・
被
申
立
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
内
で
、
手
続
法
（
仲
裁
手
続
に
関
す
る
法
）
と
実
体
法
（
商

取
引
の
内
容
に
関
す
る
法
）
の
担
当
者
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
の
企

業
代
理
人
の
立
場
で
法
律
実
務
を
行
い
ま
す
。
学
生
の
希
望
と
授
業
内
で

の
選
抜
（
希
望
が
多
い
場
合
に
は
、
模
擬
弁
論
の
実
施
に
よ
る
選
抜
）
を

大
学
法
学
部
教
授　

川か
わ

嶋し
ま

四し

郎ろ
う

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
法
学
部
の
授
業

│「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
法
律
実
務
家
」の
育
成
を
目
指
し
て
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

経
て
、
ウ
ィ
ー
ン
大
会
と
香
港
大
会
等
の
参
加
者
を
決
定
し
て
行
き
ま
す
。

　

学
生
た
ち
は
、
問
題
文
を
読
み
込
み
、
事
実
関
係
を
把
握
し
、
主
張
と

証
拠
を
整
理
し
て
、
争
点
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
契
約
書
や
法
の
解
釈
を

行
い
、
先
例
や
学
説
等
の
調
査
検
討
も
し
ま
す
。
そ
し
て
、
英
語
に
よ
る

法
律
文
書
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
英
語
で
弁
論
を
行
う
練
習
等
も

す
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
法
を
活
用
し
た
論
理
的
な
説
得
力
の
鍛
錬
は
、

学
部
の
他
の
様
々
な
授
業
や
演
習
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
り
、
実
社
会
に

お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
の
涵
養
や
臨
機
応
変
な
対
応
能
力
の
育
成
に
も
役

立
ち
ま
す
。
こ
の
授
業
は
、
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
の
形
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
涵
養
に
も
つ

な
が
る
実
践
的
な
授
業
な
の
で
す
（
な
お
、近
時
よ
う
や
く
仲
裁
法
が
『
司

法
試
験
六
法
』
に
登
載
さ
れ
ま
し
た
。
21
世
紀
日
本
司
法
の
国
際
化
を
考

え
る
際
に
は
、
そ
の
習
熟
も
重
要
な
課
題
な
の
で
す
。）。

　

世
界
大
会
の
大
舞
台
で
、
学
生
た
ち
は
、
各
国
の
著
名
な
仲
裁
人
か
ら

コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
も
で
き
、
ま
た
、
国
際
社
会
で
多
様
な
価
値
観

を
も
っ
た
外
国
人
学
生
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
た
め
の
貴
重
な
刺
激
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

「
京
都
国
際
調
停
セ
ン
タ
ー
」
等
で
も

　

昨
年
の
11
月
、
日
本
初
の
国
際
調
停
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
「
京
都
国
際
調

停
セ
ン
タ
ー
」
が
、
同
志
社
大
学
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
（
瀬
領
・
本
誌

１
４
７
号
62
頁
参
照
）。
日
本
で
調
停
と
い
え
ば
、
簡
易
裁
判
所
や
家
庭

裁
判
所
等
の
民
事
調
停
や
家
事
調
停
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

セ
ン
タ
ー
は
、
国
際
的
な
企
業
間
の
様
々
な
紛
争
を
、
中
立
的
な
第
三
者

で
あ
る
調
停
人
の
活
動
を
通
じ
て
、
合
意
に
よ
っ
て
解
決
す
る
た
め
の
私

的
な
機
関
で
す
。
従
来
の
裁
判
や
仲
裁
と
比
較
し
て
、
い
わ
ば
「
早
く
、

安
く
、
う
ま
く
」
紛
争
を
解
決
で
き
、
当
事
者
間
の
合
意
を
通
じ
、
将
来

に
向
け
た
友
好
的
な
取
引
関
係
等
の
維
持
や
再
形
成
も
可
能
と
な
る
手
続

で
す
。
法
学
部
・
司
法
研
究
科
も
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
協
力
し
、
調
停

等
に
関
す
る
教
育
・
研
究
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
協

力
協
定
を
、
公
益
社
団
法
人
日
本
仲
裁
人
協
会
と
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

法
学
部
で
は
、先
に
紹
介
し
た
特
殊
講
義
以
外
に
も
、「
民
事
訴
訟
法
」・

「
国
際
私
法
」・「
国
際
公
法
」
等
の
伝
統
的
な
科
目
の
ほ
か
に
、「
Ａ
Ｄ
Ｒ

仲
裁
法
」
等
の
新
た
な
科
目
、
さ
ら
に
は
、
英
語
で
行
わ
れ
る
「
投
資
仲

裁
」・「
国
際
会
社
法
」
関
係
の
授
業
や
「
台
湾
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
國
立

中
正
大
学
に
お
け
る
夏
期
集
中
講
義
）」
な
ど
、
国
際
的
な
視
野
で
法
の

理
論
と
実
践
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
授
業
を
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
法
学
部
学
生
は
、
民
事
訴
訟
法
だ
け
で
は
な
く
、
裁
判
外
紛
争

解
決
制
度
と
し
て
近
時
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
仲
裁
法
・
調
停
法

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
で
、

紛
争
解
決
手
続
の
全

体
像
に
つ
い
て
の
知

見
を
深
め
、
実
践
の

基
礎
を
修
得
し
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
が
、

法
科
大
学
院
を
経
由

す
る
か
ど
う
か
は
と

も
か
く
、
京
都
国
際

調
停
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
、
国
内
外
の
法

的
紛
争
解
決
シ
ス
テ

ム
の
領
域
で
、
よ
り

多
く
活
躍
で
き
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、

私
た
ち
は
日
々
の
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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同
志
社
大
学
で
は
２
０
０
６
年
度
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
座
学
中

心
の
授
業
形
態
と
は
異
な
っ
た
、
実
践
型
・
参
加
型
の
学
習
機
会
を
重
視

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス
ド
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
を
基
本
と
す
る
学
部
横
断
型
の

全
学
共
通
教
養
教
育
科
目
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科

目
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
科
目
は
、
地

域
社
会
や
企
業
の
方
々
に
講
師
を
依
頼
し
、
地

域
社
会
や
企
業
が
も
つ
「
教
育
力
」
を
大
学
の

正
規
の
教
育
課
程
の
中
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
学
生
に
生
き
た
智
恵
や
技
術
を
学
ば
せ

る
と
共
に
、「
現
場
に
学
ぶ
」
視
点
を
育
み
、

実
践
的
な
問
題
発
見
・
解
決
能
力
な
ど
、
い
わ

ば
学
生
の
総
合
的
人
間
力
を
涵
養
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
開
設
当
初
の
２
０
０
６

年
度
に
は
文
部
科
学
省
現
代
教
育
ニ
ー
ズ
取
組

み
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
、
開
設
14
年

目
を
迎
え
る
現
在
に
お
い
て
も
他
大
学
・
教
育

機
関
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
来
訪
を
受
け
る
等
、

開
設
当
初
か
ら
変
わ
ら
ず
注
目
度
の
高
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
で
は
、
春
学
期
と

秋
学
期
の
授
業
期
間
終
了
時
に
京
田
辺
校
地
・
今
出
川
校
地
開
講
ク
ラ
ス

が
一
堂
に
会
し
、
学
内
外
に
向
け
て
成
果
を
発
信
す
る
場
＝
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
科
目
成
果
報
告
会
を
実
施
し
て
お
り
、
教
務

主
任
会
議
委
員
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
検
討
部

会
委
員
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
委
員
等

か
ら
構
成
さ
れ
る
審
査
員
に
よ
っ
て
、
講
評
が

な
さ
れ
ま
す
。
例
年
、
春
学
期
の
成
果
報
告
会

は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
日
に
あ
わ
せ

て
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
に
て
実
施
し
て
お
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
履
修
生
・
科
目
担
当
者
は

も
ち
ろ
ん
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
場
さ

れ
て
い
る
多
く
の
受
験
生
や
保
護
者
の
方
も
足

を
と
め
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
年

度
の
履
修
生
や
科
目
担
当
者
、
他
府
県
の
教
育

機
関
関
係
者
も
来
場
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
春
学
期
成
果
報
告
会
で
は
、

春
学
期
科
目
２
ク
ラ
ス
お
よ
び
春
学
期
・
秋
学

期
連
結
科
目
８
ク
ラ
ス
の
履
修
生
が
、
活
動
の

成
果
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
を
も
と
に
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
に
て
活
動
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
受
験
生
等
の
一
般
の
方
も
含
め
て
、 大

学
今
出
川
校
地
教
務
課

学
部
横
断
型
Ｐ
Ｂ
Ｌ
科
目

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
」成
果
報
告
会
を
開
催

熱気に包まれるポスターセッション会場 開会式

ポスターセッションの様子１ 履修生の作品に見入る参加者
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そ
の
数
は
約
１
８
０
人
。
会
場
内
の
各
ブ
ー
ス

で
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
存
分
に
利
用
し
、

履
修
生
が
来
訪
者
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
の
た
め

積
極
的
に
声
を
か
け
る
様
子
が
例
年
以
上
に
見

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
熱
意
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
を
一
生
懸
命
に
や
っ
て
き
た
こ
と
の
証
で

も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
に
高
評
で
し
た
。

　

一
方
で
、
春
学
期
の
活
動
成
果
そ
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
春
学
期
の
み
で
完
結
す
る
ク
ラ
ス

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

捗
度
に
圧
倒
的
な
差
が
見
ら
れ
、
活
動
内
容
の

薄
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
よ
り
目
立
つ
結
果
と
な

っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
審
査
員
か
ら
は
、
課

題
の
確
認
は
で
き
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
解
決

の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
と
導
き
出
さ

れ
た
結
論
と
の
間
に
微
妙
な
ズ
レ
を
感
じ
る
も

の
が
散
見
さ
れ
る
、
ポ
ス
タ
ー
の
出
来
が
不
足

し
て
い
る
、
と
い
っ
た
厳
し
い
意
見
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
春
学
期
・
秋
学

期
連
結
科
目
に
つ
い
て
は
、
春
学
期
の
時
点
で

は
ま
だ
〝
座
学
で
は
な
い
〞
学
び
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
は
届
い
て
い
な
い
も
の
の
、
成
果
報
告
会

で
得
た
痛
み
や
反
省
を
昇
華
さ
せ
、
秋
の
活
動

に
活
か
し
て
欲
し
い
、
と
の
大
き
な
期
待
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

履
修
生
に
お
い
て
は
、
本
報
告
会
で
自
分
た

ち
の
活
動
を
客
観
的
に
振
り
返
り
、
他
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
意
見
か
ら
沢
山
の
気
づ
き
を
得
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
活
動
へ
の
期

待
と
と
も
に
、
履
修
生
の
よ
り
深
い
社
会
的
総
合
力
の
涵
養
が
な
さ
れ
る

よ
う
、
こ
の
機
会
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

閉
会
式
で
は
、
各
審
査
員
か
ら
講
評
を
い
た
だ
い
た
後
、
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
、
お
よ
び
特
別
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
特
に
、

活
動
や
成
果
が
他
に
追
随
を
許
さ
ぬ
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
た
ク
ラ
ス
に
票

が
集
ま
る
な
ど
、
発
表
時
に
は
大
き
な
ど
よ
め
き
と
歓
声
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
入
賞
し
た
ク
ラ
ス
に
は
大
き
な
称
賛
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
各

賞
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
最
優
秀
賞
】

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
を
撮
る
・
観
る
・
創
る

―
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
制
作
を
通
し
て
見
つ
め
る
京
の
ム
ス
リ
ム
と
多
文
化
共
生

〈
今
出
川
校
地
開
講
、
春
科
目
〉

﹇
科
目
担
当
者

：

直
井 

里
予　

 

科
目
代
表
者

：

王 

柳
蘭
（
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
）﹈

【
優
秀
賞
】

留
学
生
と
創
る
！
！
「Cool Japan　

和
食
職
人
文
化
読
本
」
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
伝
統
文
化
継
承
な
ど
今
日
的
課
題
の
観
点
か
ら
）

〈
今
出
川
校
地
開
講
、
春
・
秋
連
結
科
目
〉

﹇
科
目
担
当
者

：

遠
藤 

正
彦　

科
目
代
表
者

：

高
岸 

雅
子（
日
本
語
・
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
）﹈

【
特
別
賞
】

京
都
発
！
「
子
育
て
×
働
く
」
の
リ
ア
ル
を
追
求
す
る
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
・
イ
ン
タ
ー
ン
〜

〈
今
出
川
校
地
開
講
、
春
・
秋
連
結
科
目
〉

﹇
科
目
担
当
者

：

戎 

多
麻
枝　

科
目
代
表

者

：

川
口 

章
（
政
策
学
部
）﹈

表彰式の様子（最優秀賞） ポスターセッションの様子３ ポスターセッションの様子２
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女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授　

日く
さ

下か

菜な

穂ほ

子こ

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ

自
立
・
共
生
・
共
創
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

生
き
る
目
的
に
向
か
う
道
の
り
を
し
な
や
か
に
変
え
な
が
ら
、
新
し
い

自
分
や
予
想
外
の
未
来
に
出
会
う
喜
び
を
感
じ
る
、
豊
か
な
年
の
重
ね
方

を
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

加
齢
は
、
一
般
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

内
的
な
側
面
に
目
を
向
け
れ
ば
、
高
齢
期
に
幸
福
感
が
高
い
人
が
多
い
と

い
う
エ
イ
ジ
ン
グ
パ
ラ
ド
ク
ス
（A
ging Paradox

）
の
現
象
が
発
達

心
理
学
の
領
域
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
で
は
、
豊
か
な
生
き
方
に
つ
な
が
る
高
齢

期
の
心
理
社
会
的
発
達
に
注
目
し
、
他
者
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
通
し
て

そ
の
発
達
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
個
の
自
立
を
基
本
に
、

他
者
と
つ
な
が
り
支
え
合
う
共
生
、
喜
び
の
共
感
で
未
来
を
拓
く
共
創
を

通
し
て
、
人
生
１
０
０
年
を
豊
か
に
生
き
る
力
が
育
ま
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
自
立
、
共
生
、
共
創
の
３
段
階
を
実
践
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
、
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
に
は
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
の
講
座

（
生
き
が
い
創
造
教
室
）、
高
齢
者
の
生
き
方
に
学
ぶ
学
校
（
ワ
ン
ダ
フ
ル

大
学
院
）、
多
世
代
が
伝
え
合
う
食
の
場
（
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
）
の
３

つ
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
に
生
き
が
い
創
造
教
室
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ワ
ン
ダ
フ

ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
は
、
こ
れ
ま
で
京
田
辺
市
や
京
都
市
を
中
心
に
、
65
歳

以
上
の
多
く
の
地
域
住
民
の
方
が
通
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
毎
週
月
曜

日
に
地
域
の
方
々
が
女
子
大
学
に
通
わ
れ
て
、
教
室
で
大
学
生
と
と
も
に

学
び
教
え
合
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
の
３
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

　

生
き
が
い
創
造
教
室
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
考
え
方
に
基
づ
く
、

65
歳
か
ら
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
の
教
室
で
す
。
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ

で
10
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
個
別
の
生
き
方
を
考
え
ま
す
。
過
去

の
経
験
を
キ
ュ
ー
ブ
型
の
教
材
を
使
っ
て
振
り
返
っ
た
り
、
認
知
行
動
療

法
の
手
法
を
用
い
て
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
修
正
し
た
り
し
ま
す
。
こ
の
教
室

の
修
了
者
が
同
窓
会
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
２
つ
目
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
る
ワ
ン
ダ
フ
ル
大
学
院
の
前
身
で
す
。

　

ワ
ン
ダ
フ
ル
大
学
院
は
、「
65
歳
に
な
っ
た
ら
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
に
な
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ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
個
々
の
生
き
が
い
を
他
の
人
に
伝
え
る
学
校

で
す
（
学
校
名
は
呼
称
で
不
認
可
で
す
）。
こ
の
大
学
院
に
は
現
在
10
講

座
が
あ
り
、
大
学
生
と
シ
ニ
ア
が
チ
ー
ム
に
な
っ
て
講
座
内
容
を
考
え
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
講
座
か
ら
は
、
大
阪
市
内
の
小
学
校
に
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
出
張
講
義
に
出
か
け
た
り
、
今
年
度
に
は
京
田
辺
市
の

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
、
市
内
の
小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に

も
協
力
し
た
り
し
て
い
ま
す
。「
大
学
院
」
の
シ
ニ
ア
の
希
望
者
に
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
し
出
し
、
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
地
域

連
携
事
業
は
、
女
子
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
Ⅱ
と
い
う
授
業
科
目
と
連
動
し
て

お
り
、
大
学
生
の
創
造
性
を
高
め
る
教
育

の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
Ｉ
Ｔ

リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
、
持
続
的
な
地
域
参

加
を
可
能
に
す
る
こ
と
、
高
齢
者
の
強
み

を
地
域
に
還
元
し
、
年
を
重
ね
る
こ
と
の

良
さ
を
大
学
生
や
子
ど
も
達
に
伝
え
る
こ

と
を
活
動
の
成
果
と
し
て
期
待
し
て
い
ま

す
。

高
齢
社
会
の
未
来
を
シ
ニ
ア
と

若
者
で
拓
く

　

今
年
度
か
ら
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
中
に
、
買
っ
て
き
た
食
材
を
調
理
し

て
食
べ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
食
を
通
じ
た
多
世
代
の
関
わ
り
あ
い
を

心
理
学
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
知
見
を
取
り
入
れ
て
促
す
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ 

は
、「
人
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と
社

会
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
人
た
ち
が
、
再
び
生
き
る
意
欲
を
高
め
、
他
の
人
と

つ
な
が
り
、
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
計
し
、
そ
の
場
所
で
多

世
代
が
共
に
高
齢
社
会
の
未
来
に
希
望
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

ポジティブ心理学の
プログラムに基づく
長寿時代のライフ
デザインの教室

高齢者が教授“プロ
フェッサー”になって
学び合う人生の
大学院

見見つける 伝伝える 役役立てる

小学校出張講座

オンライン販売

Shared Dining
参加

情報活用
大学講義

料理

プログラミング

ハンドメイド
歴史

音読

懐メロ
踊り

ヨガ

体操
絵画

作って、食べて、語る
喜びをみんなでシェア
して希望を創る
ダイニング
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美
術
鑑
賞
授
業
の
実
践

「
生
活
の
中
の
デ
ザ
イ
ン
〜
色
々
な
椅
子
〜
」

中
学
校
・
高
等
学
校　

塩し
お

田た

侑ゆ

佳か

　
「
デ
ザ
イ
ン
は
使
い
た
く
な
る
人
の
目
に
留
め
さ
せ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
で
、
な
お
か
つ
機
能
性
に
も
優
れ
た
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
た
」

　

授
業
の
最
後
、「
身
の
回
り
で
使
う
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
（
考
え
る
）

た
め
に
は
、
何
が
大
切
と
考
え
ま
し
た
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
生

徒
が
レ
ポ
ー
ト
に
記
し
た
言
葉
で
あ
る
。
数
年
前
か
ら
、
美
術
へ
の
理
解

を
深
め
る
鑑
賞
の
授
業
を
奈
良
教
育
大
学
の
准
教
授
竹
内
晋
平
氏
と
試
み

て
い
る
。
美
術
の
鑑
賞
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
が
理
解
す
る
べ
き
内
容
は
、

美
術
作
品
等
の
表
層
的
な
理
解
に
と
ど
ま
ら
ず
、
深
く
学
ば
せ
た
い
美
術

の
特
性
や
意
義
を
考
え
る
こ
と
を
念
頭
に
実
践

し
て
い
る
。

　
「
美
術
」
と
言
う
と
生
活
か
ら
少
し
遠
い
意

識
を
持
つ
人
も
多
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

広
い
視
野
で
、
普
段
の
生
活
を
見
回
し
て
み
る

と
、私
た
ち
は
、様
々
な
モ
ノ
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
使
い
な
が
ら
日
々
の
生
活

を
豊
か
に
し
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
れ
ら
は
、

人
の
手
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
モ
ノ
で
あ

る
。

　

本
実
践
は
様
々
な
形
状
の
椅
子
の
鑑
賞
を
通
し
て
、
身
の
回
り
に
あ
る

デ
ザ
イ
ン
へ
の
興
味
・
関
心
や
考
え
る
視
点
へ
つ
な
げ
た
い
と
試
み
た
。

見
て
、
座
っ
て
、
考
え
る

　

授
業
で
は
、
生
活
で
使
用
し
て
い
る
様
々
な
も
の
の
中
か
ら
、
椅
子
を

取
り
上
げ
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、「
生
活
で

使
用
す
る
も
の
の
デ
ザ
イ
ン
で
大
切
な
こ
と
は
機
能
性
で
あ
り
、
そ
れ
ら

は
美
し
さ
も
兼
ね
備
え
て
い
る
」
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

授
業
は
全
二
次
で
構
成
し
、
十
脚
の
デ
ザ
イ
ン
の
異
な
る
椅
子
を
用
意
し

た
。
第
一
次
は
、
椅
子
に
自
由
に
座
っ
て
み
る

こ
と
か
ら
始
め
、
興
味
の
あ
る
椅
子
か
ら
順
に
、

な
る
べ
く
全
て
の
椅
子
に
座
る
よ
う
に
促
し
た
。

生
徒
は
五
感
を
働
か
せ
、
座
り
心
地
、
見
た
目

の
形
や
色
、
感
触
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
言
葉
で
表
現
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
椅
子
の
機
能
性
に
つ
い
て
確
認
し
、

各
自
が
一
つ
の
椅
子
を
選
ん
で
、
そ
れ
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
て
、
手
書

き
、
ま
た
は
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
用
し
て
Ｐ
Ｏ
Ｐ
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を
作
る
こ
と
に
し
た
。
自
分
が
そ
の
椅
子
か
ら
得
る
イ
メ
ー
ジ
や
特
徴
を

言
語
化
す
る
こ
と
で
、
デ
ザ
イ
ン
の
要
素
に
気
づ
く
活
動
で
あ
る
。

　

第
二
次
で
は
、
作
成
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
椅
子
の
前
に
お
い
て
鑑
賞
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
椅
子
の
特
徴
を
言
葉
で
も
意
識
し
な
が
ら
、
確
認
し
、
選
ん
だ

椅
子
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
発
表
し
た
。
改
め
て
、
そ
の
特
徴
を
踏

ま
え
て
椅
子
に
座
り
、「
今
回
の
学
習
を
通
し
て
、
身
の
回
り
で
使
う
も

の
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
（
考
え
る
）
た
め
に
は
、
何
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す

か
？
」
と
い
う
問
い
を
考
え
た
。

　

生
徒
は
、
椅
子
の
特
徴
を
言
語
化
す
る
こ
と
で
、
椅
子
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
が
あ
る
こ
と
、
機
能
が
あ
る
こ
と
、
見
た
目
、
色
や
形
が
多
様
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
、「
生
活
で
使
用
す
る
も
の
の
デ
ザ
イ
ン
で
大
切
な

こ
と
は
機
能
性
と
と
も
に
見
た
目
の
デ
ザ
イ
ン
性
も
兼
ね
備
え
る
も
の
で

あ
る
」
こ
と
に
気
づ
い
た
冒
頭
の
生
徒
の
言
葉
に
繋
が
っ
て
い
く
。

　

教
科
書
や
資
料
集
、
そ
の
他
の
画
像
、
映
像
で
、
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
椅
子
を
見
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
、
実
際
に
椅
子

を
用
意
し
、
座
っ
て
触
れ
て
、
そ
の
モ
ノ
を
実
感
で
き
る
こ
と
で
、
生
徒

の
気
づ
き
は
格
段
に
広
が
る
こ
と
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
実
物
が
そ
こ
に

あ
る
こ
と
で
、興
味
関
心
も
、気
づ
き
も
深
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
常
的
に
触
れ
る
こ
と

　

椅
子
は
、
日
常
的
に
も
座
れ
る
よ
う
に
、
美

術
室
前
の
ス
ペ
ー
ス
に
常
に
あ
っ
て
生
徒
は
自

由
に
座
っ
て
い
る
。

　

友
人
と
楽
し
そ
う
に
座
り
な
が
ら
、「
こ
の

座
り
心
地
良
い
」「
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
い
い
よ
」

「
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
好
き
」「
こ
れ
が
落
ち
着
く

よ
」
な
ど
と
い
う
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
。
こ

の
何
気
な
い
中
か
ら
、
機
能
性
や
デ
ザ
イ
ン
性

を
感
じ
る
感
覚
も
大
切
に
で
き
た
ら
と
思
う
。

今
後
、
椅
子
の
種
類
を
増
や
し
、
日
常
的
に
意
識
的
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

も
の
に
触
れ
る
空
間
を
作
る
こ
と
や
、
椅
子
以
外
に
も
色
々
な
身
の
回
り

の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
授
業
へ
と
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鑑
賞
対
象
の
椅
子

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
ス
ツ
ー
ル（
柳
宗
理
）、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
チ
ェ
ア（
ハ
リ
ー
・
ベ
ル
ト

イ
ア
）、
シ
ェ
ル
ア
ー
ム
チ
ェ
ア（
イ
ー
ム
ズ
）、
シ
ェ
ル
チ
ェ
ア（
イ
ー
ム
ズ
）、
イ

ケ
アGUNDE

（K Hagberg / M
 Hagberg

）、
パ
ン
ト
ン
チ
ェ
ア（
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・

パ
ン
ト
ン
）、S

プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ア（
ア
ル
ネ
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
）、
ト
ラ
イ
ス
ツ

ー
ル（
シ
ョ
ー
ン
・
デ
ィ
ッ
ク
ス
）、
コ
ク
ヨ
キ
ャ
ン
パ
ス
ブ
ロ
ッ
ク（
倉
斗
綾
子
他
）、

内
田
洋
行
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
チ
ェ
ア（
デ
ザ
イ
ナ
ー
不
明
）

【
付
記
】

　

本
授
業
実
践
に
関
す
る
成
果
等
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
学
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
を
行
っ

た
。
竹
内
晋
平
・
橋
本
（
塩
田
）
侑
佳
「
鑑
賞
的
体
験
の
言
語
化
を
通
し
た
美
術
の
俯
瞰

的
理
解
Ⅱ　

―
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
鑑
賞
に
お
け
る
発
問
設
計
と
そ
の
効
果
を
中
心
に

―
」、
第
41
回
美
術
科
教
育
学
会 

北
海
道
大
会
（
札
幌
大
谷
大
学
）、
２
０
１
９
年
３
月

　

ま
た
、
鑑
賞
の
対
象
と
し
た
椅
子
の
一
部
は
、
大
本
染
工
株
式
会
社
よ
り
寄
贈
を
受
け

た
（
滋
賀
銀
行
Ｃ
Ｓ
Ｒ
私
募
債
に
よ
る
）。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

生徒の作ったPOPと授業の紹介を
ポスターにして掲示
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２
０
０
３
年
４
月
12
日
（
土
）
第
１
回
理
科
系
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
こ
の
発
表
会
に
参
加
し
た
の
は
、
生
物
部
・
化

学
部
・
天
文
部
の
３
ク
ラ
ブ
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
文
化
祭
の
時
に
各

ク
ラ
ブ
の
展
示
を
観
に
行
き
、「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
」
と

知
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
ば
ら
ば
ら
に
活
動
し
、
互
い

に
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
よ

く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
が
顧
問
を
し
て
い
る

生
物
部
は
、
当
時
活
発
に
研

究
活
動
を
し
て
お
り
、「
学
校

の
セ
ミ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

何
年
も
高
校
の
生
物
部
研
究

発
表
会
で
発
表
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
０
１
年
に

は
日
本
学
生
科
学
賞
で
入
選

２
等
に
選
ば
れ
、
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
の
表
彰
式
に
も

出
席
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
２
０
０
２
年
４
月
に
私
の
ク

ラ
ス
１
年
Ａ
組
に
化
学
部
で
中
心
的
に
活
動
し
て
い
る
生
徒
が
２
名
入
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
に
「
生
物
部
も
研
究
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

化
学
部
も
何
か
研
究
し
て
、
合
同
で
発
表
会
を
や
ら
な
い
か
？
」
と
誘
い

を
か
け
た
の
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
春
休
み
に
研
究
を
ま
と
め
、
そ
れ
を

発
表
し
よ
う
と
な
り
、
天
文
部
と
と
も
に
３
ク
ラ
ブ
で
の
発
表
会
へ
と
こ

ぎ
着
け
た
の
で
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
生
物
部
８
名
、
化
学
部
14
名
、
天
文
部
11
名
の
生
徒

33
名
と
顧
問
３
名
の
36
名
で
の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。
発
表
要
旨
集
に
残

る
発
表
題
は
、「
１
．
サ
ギ
調
査
」、「
２
．
セ
ミ
の
再
捕
獲
調
査
」、「
３
．

セ
ミ
の
抜
け
殻
調
査
か
ら
わ
か
る
こ
と
」（
以
上
生
物
部
）、「
４
．
火
星

の
生
命
探
査
に
つ
い
て
」、「
５
．
手
に
届
か
な
い
天
体
の
性
質
を
探
る
」、

「
６
．
銀
河
系
の
大
き
さ
を
推
測
す
る
」（
以
上
天
文
部
）
で
、
化
学
部
が

何
を
発
表
し
た
の
か
は
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
。
翌
年
２
０
０
４
年
４
月
10

日
（
土
）
に
は
第
２
回
発
表
会
が
行
わ
れ
、
生
徒
参
加
者
25
名
で
、「
１
．

太
陽
黒
点
ス
ケ
ッ
チ
の
利
用
」（
天
文
部
）、「
２
．
２
０
０
３
年
度
活
動

報
告
」、「
３
．
淀
川
と
道
頓
堀
川
の
水
質
調
査
」（
以
上
化
学
部
）、「
４
．

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

古ふ
る

本も
と　

大ひ
ろ
し

第２理科室での発表風景

理
科
系
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
会
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学
校
の
セ
ミ
Ⅹ
〜
調
査
木
調
査
と
再
捕
獲
調
査
〜
」、「
５
．
サ
ギ
調
査
Ⅲ
」、

「
６
．
蒼
い
海
と
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
棲
む
島
・
渡
嘉
敷
」、「
７
．
渡
嘉

敷
の
虫
物
語
」（
以
上
生
物
部
）、「
８
．
２
０
０
３
年
火
星
大
接
近
時
の

ス
ケ
ッ
チ
」（
天
文
部
）
の
８
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
以
後
、
毎

年
春
休
み
に
は
１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、
研
究
を
ま
と
め
て
発
表
す

る
こ
と
が
年
中
行
事
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
初
め
の
う
ち
は
土
曜
日
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
年
に
大
学
に
入
っ
た
卒
業
生
も
参
加
で
き
る

よ
う
に
、
大
学
が
休
み
の
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
春
休
み

最
後
の
日
曜
日
が
発
表
会
の
日
に
固
定
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

発
表
会
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
は
、
各
ク
ラ
ブ
主
催
（
ク
ラ
ブ
ご
と
に
文

化
が
違
う
の
で
）
で
、
校
内
で
、
咲
き
乱
れ
る
桜
の
元
に
集
ま
っ
て
の
お

花
見
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
生
物
部
は
、
野
外
調
査
の
時
に
身

に
つ
け
た
た
き
火
の
技
術
（
マ
ツ
の
枯
れ
葉
や
枯
れ
枝
を
コ
ン
ロ
に
敷
き

詰
め
て
一
気
に
火
を
つ
け
、

そ
の
火
を
炭
に
移
す
）
を
駆

使
し
、
化
学
部
は
バ
ー
ナ
ー

を
使
っ
て
炭
に
火
を
つ
け
、

天
文
部
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

に
着
火
剤
を
使
っ
て
火
を
つ

け
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン

ロ
は
時
間
差
は
で
き
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
使
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
焼
く
肉
も

近
所
の
ス
ー
パ
ー
で
調
達
し

た
り
、
安
さ
命
と
ば
か
り
に

業
務
用
ス
ー
パ
ー
で
調
達
し
た
り
、「
高
級
肉
を
食
べ
よ
う
」
と
お
も
し

ろ
半
分
に
グ
ラ
ム
１
０
０
０
円
ほ
ど
の
肉
が
差
し
入
れ
ら
れ
た
り
も
し
ま

す
。
こ
う
し
て
、
ま
た
来
年
の
発
表
会
に
向
け
て
何
か
研
究
し
て
い
こ
う
、

来
年
は
聴
衆
を
魅
了
す
る
よ
う
な
発
表
を
し
よ
う
、
と
い
う
気
に
な
っ
て

い
く
の
で
す
。

　

そ
し
て
今
年
、
２
０
１
９
年
４
月
７
日
（
日
）
第
17
回
の
発
表
会
が
、

数
年
前
に
復
活
し
た
物
理
部
も
含
め
、
理
科
系
４
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
生
物
部
の
「
ヤ
ド
カ
リ
の
研
究
」、
化
学
部
の
「
青
銅
鏡
の
研
究
」、

天
文
部
の
「
美
し
い
天
文
写
真
を
撮
る
た
め
に
は
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
継
続

研
究
で
し
た
。
物
理
部
の
「
研
究
と
は
何
だ
ろ
う
」
も
継
続
さ
れ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の

発
表
会
か
ら
、
研
究
の

楽
し
さ
を
、
身
を
も
っ

て
感
じ
取
っ
て
く
れ
れ

ば
な
〜
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
い
つ
の
日
か
、

世
界
に
羽
ば
た
く
研
究

者
が
出
る
日
を
夢
見
な

が
ら
、
こ
の
原
稿
を
終

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

発表後のバーベキューの様子

第１回発表会を記念して、PTA新聞の「香里の丘」に記事を掲
載してもらった。
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１
．
は
じ
め
に

　

本
校
で
は
、
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
か
ら
夏
季
学
舎
（
琵
琶
湖
で
水

泳
）
が
開
始
さ
れ
、
１
９
５
１
年
に
は
妙
高
登
山
も
開
始
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
夏
季
学
舎
が
充
実
し
て
行
わ
れ
る
中
で
、
冬
季
休
暇
中
に

実
施
で
き
る
も
の
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
ス
キ
ー
学
舎
が
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
ス
キ
ー
学
舎
は
、
１
９
５
７
年
に
３
泊
４
日
の
日
程
で
、
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
場
で
生
徒
24
名
の
参
加
で
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
60

年
間
続
く
学
校
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
始
ま
っ
た
当
時
か
ら
大
切
に
さ

れ
て
き
た
こ
と
は
、「
ス
キ
ー
を
通
し
て
、
学
園
内
で
は
身
に
つ
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
大
自
然
と
の
触
れ
合
い
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
自
分
を
発
見
す

る
こ
と
」、「
寝
食
を
共
に
し
た
集
団
生
活
の
中
か
ら
友
人
同
士
の
つ
な
が

り
を
感
じ
る
こ
と
」
で
す
。

　

現
在
は
高
校
１
年
生
を
対
象
に
希
望
者
約
90
名
と
教
員
14
名
の
参
加
を

基
本
と
し
、
３
月
に
４
泊
５
日
の
日
程
で
、
北
志
賀
高
原
竜
王
ス
キ
ー
パ

ー
ク
で
実
施
を
し
て
い
ま
す
。
宿
舎
の
限
界
収
容
人
数
に
よ
り
、
希
望
者

が
こ
れ
を
上
回
る
場
合
、
抽
選
で
参
加
者
を
決
め
ま
す
。
２
０
１
８
年
度

の
ス
キ
ー
学
舎
で
は
、
募
集
を
大
幅
に
超
え
る
１
３
５
名
の
申
込
み
が
あ

り
、
抽
選
に
よ
り
生
徒
１
０
５
名
の
参
加
で
実
施
を
し
ま
し
た
。

２
．
講
習
班
に
つ
い
て

　

本
校
の
ス
キ
ー
学
舎
で
は
、
参
加
者
を
初
心
者
班
、
初
級
班
、
中
級
班
、

上
級
班
に
分
け
て
、
本
校
の
教
員
の
み
で
講
習
を
行
い
ま
す
。
班
分
け
は
、

事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
（
技
能
調
査
）
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
分
け
ま

す
。
技
能
調
査
の
内
容
は
次
の
通
り
で
、
該
当
す
る
も
の
に
○
を
つ
け
て

も
ら
い
ま
す
。

ア
．
ス
キ
ー
で
平
地
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る

イ
．
階
段
歩
き
で
斜
面
を
登
る
こ
と
が
で
き
る

ウ
．
ス
キ
ー
板
を
逆
ハ
の
字
に
し
て
斜
面
を
登
る
こ
と
が
で
き
る

エ
．
リ
フ
ト
に
ひ
と
り
で
乗
り
降
り
が
で
き
る

オ
．
ス
キ
ー
で
平
地
を
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
る

カ  
．
緩
や
か
な
斜
面
で
，
ス
キ
ー
を
ハ
の
字
（
プ
ル
ー
ク
）
に
し
て
ま
っ

す
ぐ
滑
り
，
ス
ピ
ー
ド
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
，
し
っ
か
り
と
止
め

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

キ  

．
緩
や
か
な
斜
面
で
，
ス
キ
ー
を
ハ
の
字
（
プ
ル
ー
ク
）
に
し
て
左
右

に
タ
ー
ン
し
て
滑
る
（
プ
ル
ー
ク
ボ
ー
ゲ
ン
）
こ
と
が
で
き
る

ク
．
急
な
斜
面
で
も
，
カ
や
キ
の
技
術
が
で
き
る

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

平ひ
ら

岡お
か

隆り
ゅ
う

一い
ち

ス
キ
ー
学
舎
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ケ  
．
緩
や
か
な
斜
面
で
，
ス
キ
ー
板
を
平
行
（
パ
ラ
レ
ル
）
に
し
て
左
右

に
タ
ー
ン
し
て
滑
る
こ
と
が
で
き
る

コ  
．
急
な
斜
面
で
，
ス
キ
ー
板
を
平
行
（
パ
ラ
レ
ル
）
に
し
て
左
右
に
タ

ー
ン
し
て
滑
る
こ
と
が
で
き
る

　

上
級
班
（
ケ
・
コ
ま
で
○
）、
中
級
班
（
カ
・
キ
・
ク
ま
で
○
）、
初
級

班
（
エ
ま
で
○
）、
初
心
者
班
（
○
が
な
い
）
を
こ
の
技
能
調
査
の
結
果

に
よ
り
決
定
し
、
合
わ
せ
て
教
員
の
担
当
班
を
決
め
ま
す
。
ス
キ
ー
経
験

者
の
人
数
に
よ
り
年
に
よ
っ
て
各
班
の
数
は
異
な
り
ま
す
。
２
０
１
８
年

度
は
、
上
級
班
（
生
徒
21
名
・
教
員
２
名
）、
初
中
級
班
（
生
徒
24
名
・

教
員
３
名
）、
初
心
者
班
（
生
徒
15
名
・
教
員
２
名
）
が
４
班
と
な
り
ま

し
た
。

３
．
ス
キ
ー
学
舎
内
容

　

初
日
は
ス
キ
ー
場
ま
で
バ
ス
で
移
動
、
宿
舎
に
到
着
後
、
開
舎
式
を
行

い
ま
す
。
開
舎
式
で
は
、
ス
キ
ー
学
舎
の
心
得
、
意
義
な
ど
を
再
確
認
し

ま
す
。
開
舎
式
後
、
ブ
ー
ツ
合
わ
せ
や
ス
キ
ー
板
の
準
備
な
ど
を
行
い
、

講
習
に
備
え
ま
す
。

　

２
日
目
の
午
前
（
９
時
〜
12
時
頃
）
か
ら
講
習
が
始
ま
り
ま
す
。
技
能

調
査
に
基
づ
い
て
分
け
ら
れ
た
班
に
分
か
れ
、
担
当
教
員
の
指
示
に
従
い

ま
す
。
初
心
者
班
は
、
板
の
履
き
方
や
脱
ぎ
方
、
片
足
だ
け
板
を
付
け
て

平
地
を
進
む
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
繰
り
返
し
、
ス
キ
ー
に
慣
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
他
の
班
は
、
リ
フ
ト
に
乗
り
、
実
際
に
ど
れ
く
ら
い
滑
れ
る

の
か
を
担
当
教
員
が
確
認
し
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
講
習
を
開
始
し
て
い

き
ま
す
。
午
前
の
講
習
を
終
え
る
と
、
宿
舎
に
戻
り
昼
食
を
と
り
、
午
後

（
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
頃
）
の
講
習
に
な
り
ま
す
。
３
日
目
と
４
日
目

の
午
前
ま
で
各
班
で
講
習
を
行
い
、
４
日
目
の
午
後
は
指
定
さ
れ
た
ゲ
レ

ン
デ
で
、
フ
リ
ー
滑
走
と
な
り
ま
す
。
フ
リ
ー
滑
走
で
は
、
講
習
班
以
外

の
生
徒
や
教
員
と
自
由
に
滑
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。
初
心
者
班
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
生
徒
達
も
こ
の
時
に
は
、
ス
キ
ー
を
楽
し
め

る
滑
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
日
目
は
、
朝
に
閉
舎
式
を
行
い
、
学
校
ま

で
再
び
バ
ス
で
移
動
し
、
学
校
到
着
後
解
散
と

な
り
ま
す
。

４
．
終
わ
り
に

　

ス
キ
ー
学
舎
に
参
加
す
る
生
徒
は
意
欲
的
で
、

と
て
も
活
き
活
き
と
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
最
近
は
、
ス
キ
ー
経
験
者
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
ス
キ
ー
を
初
め
て
経
験
す
る
生
徒
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
普

及
、
様
々
な
レ
ジ
ャ
ー
が
存
在
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
理
由
は
様
々
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
本
校
の
60
年
以
上
も

続
く
ス
キ
ー
学
舎
は
、
益
々
意
義
あ
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
キ
ー

学
舎
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
教
員
の
技
術

力
向
上
の
た
め
の
研
修
制
度
の
充
実
、
次
世
代

の
教
員
へ
の
引
き
継
ぎ
、
ス
キ
ー
場
に
お
け
る

安
全
対
策
の
強
化
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
ク
リ

ア
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真１．開舎式の様子 写真２．講習の様子 写真３．食事の様子
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Science, Literature, the Arts, History and Social Studies, but the students need to 
understand how each part of the curriculum relates to the whole, rather than 
simply memorising one or two subjects.  
　In 2018 we were asked to host the Kansai Round and home advantage helped to 
swell our numbers to a total of 48 students at Kansai, 43 students enjoying the 
excitement of Kuala Lumpur, and finally 22 students in attendance at Yale 
University for some early November snow. This year saw 27 Doshisha International 
students compete at Kansai and then Beijing. As the competition grows, the 
numbers become even more staggering. This year 50,000 students from around the 
globe took part in regional rounds. The Beijing Global Round hosted 3,500 and 
there are also Global Rounds in Sydney, Manila, Astana, Durban, and The Hague. 
　In Beijing our students saw an incredible keynote speech from slam poet Alex 
Dang, climbed the Great Wall of China, were entertained by phenomenal talent at 
the Scholar’s Show (featuring a note perfect version of Bohemian Rhapsody by a 
Slovenian scholar), danced all night at the Scholar’s Ball, and exchanged cultures 
and friendships with a bewildering list of nationalities. We also registered another 
fi rst as one of our Junior students was chosen to debate in front of an audience of 
2,000! On the fi nal day the awards ceremony of 2018 was fresh in my mind; the joy 
of the qualifi ers and the tears of those who just missed out. What was ultimately 
uplifting was the sight of all 27 of our students qualifying to attend Yale in the 
autumn, as part of the top 2,000 students worldwide. In addition to this I received 
the award of “Coach of the Year”; despite what the students may say, the award is 
down to their endeavours far more than my own. 
　The competition has provided our students with challenges to overcome, 
motivation to learn rather than simply ‘study’, and a truly global outlook as they 
move forward; an environment where they truly can “travel together from a 
starting point of diff erence”. I’m sure at least one Japanese historical fi gure would 
be proud.
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　Where can you find 3500 students from 50 
diff erent countries all gathered in the same place? 
Where would you find 3500 students willingly 
spending 5 days engaged in debate, creative 
writing, intensive tests and team quizzes? The 
answer to both of these questions is the same: The 
World Scholar’s Cup Global Round in Beijing.
　Before we get to China, however, it is worth a 
qu i ck  r e cap  o f  Dosh i sha  In t e rna t i ona l ’ s 
participation in the competition. Back in 2016 three 
students approached me about entering an English 
language based competition held in Osaka. They 
qualifi ed for the next stage and I accompanied them 
to Bangkok for my first experience of The World 
Scholar’s Cup. The opening ceremony was a three-hour extravaganza of pulsating 
music, jokes, speeches, and a keynote speech from an internationally renowned 
author. The debates, writing and challenge exam took place on a university 
campus where I judged three back to back debates 
of excellent quality.
　The following year we took 24 students to the 
Kansai Round, 21 to the Global Round in Hanoi, 
and 9 students on our first journey to the final 
Tournament of Champions held at Yale University 
in November each year. The Yale round sees only 
the top 1000 students in both the over-15-division 
and under-15-division compete at the highest level, 
and it is evidence of the immense dedication of our 
students that they have risen to this challenge. To 
truly understand the demands of the curriculum, 
many students compare it to adding a whole two 
extra subjects at school. The six subject areas cover 

国際中学校・高等学校教諭　Simon GODDARD WEEDON

SCHOLARS OF 
THE WORLD, UNITE!
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時
の
当
世
医
学
生
気
質
に
怪
奇
的
要
素
を
か
ら

め
た
「
死
の
舞
踏
」
な
ど
、
そ
れ
ま
で
読
ん
で

き
た
ホ
ラ
ー
小
説
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
現
実

と
恐
怖
を
な
い
交
ぜ
と
し
た
そ
の
筆
致
に
、
十

代
の
私
は
愕
然
と
し
た
。

　

も
っ
と
こ
の
作
家
の
作
品
を
読
み
た
い
。
そ

う
思
っ
た
が
、
調
べ
て
み
れ
ば
シ
ュ
ト
ロ
ー
ブ

ル
の
作
品
の
大
半
は
本
邦
で
は
未
翻
訳
で
、
読

む
こ
と
が
で
き
る
の
は
『
刺
絡
・
死
の
舞
踏
』

の
一
冊
だ
け
と
わ
か
っ
た
。

　

世
の
中
に
は
自
分
の
読
ん
で
い
な
い
小
説
が
、

ま
だ
ま
だ
山
の
よ
う
に
あ
る
。
初
め
て
知
っ
た

作
家
の
作
品
に
よ
っ
て
、
小
説
世
界
の
広
大
さ

を
思
い
知
ら
さ
れ
、
私
は
打
ち
の
め
さ
れ
る
思

い
が
し
た
。
以
来
、
進
ん
で
未
知
の
作
家
の
作

品
を
読
み
漁
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
シ
ュ
ト
ロ

ー
ブ
ル
の
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
る
作
家
は
そ
ん

な
に
多
く
な
か
っ
た
。

　

翻
訳
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
従
え
ば
、訳
者
・

前
川
道
介
氏
は
同
志
社
大
学
教
授
と
い
う
。
系

列
で
あ
る
同
志
社
女
子
高
校
に
身
を
置
き
な
が

ら
も
、
ま
だ
少
女
で
あ
っ
た
当
時
の
私
は
、
ま

だ
自
ら
の
母
校
に
さ
し
て
関
心
を
抱
け
な
か
っ

た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
れ
ほ
ど
鮮
烈
な
印
象
を
与

え
て
く
れ
た
短
編
集
の
訳
者
が
同
志
社
大
学
教

　

私
の
手
元
に
い
ま
、
一
冊
の
本
が
あ
る
。
奥

付
は
一
九
七
四
年
五
月
十
五
日
、
東
京
の
出
版

社
・
創
土
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
刺
絡
・
死
の

舞
踏
』
と
い
う
短
編
集
で
あ
る
。

　

著
者
は
二
十
世
紀
前
半
に
ド
イ
ツ
・
チ
ェ
コ

な
ど
で
怪
奇
小
説
を
多
く
執
筆
し
た
、カ
ー
ル
・

ハ
ン
ス
・
シ
ュ
ト
ロ
ー
ブ
ル
。
翻
訳
者
は
同
志

社
大
学
教
授
（
当
時
）・
前
川
道
介
。
シ
ュ
ト

ロ
ー
ブ
ル
は
現
在
の
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ

去
ら
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
彼
と
ほ
ぼ
同
時

代
を
生
き
た
森
鴎
外
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
日
本

に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
作
家
で
あ
る
。

　

私
が
こ
の
短
編
集
を
初
め
て
手
に
し
た
の
は
、

高
校
時
代
。
同
志
社
女
子
中
高
の
図
書
室
で
の

こ
と
だ
っ
た
。
当
時
、
私
は
勉
強
よ
り
も
と
に

か
く
本
が
読
み
た
く
て
し
か
た
が
な
い
高
校
生

で
、
図
書
館
の
本
を
片
っ
端
か
ら
読
破
し
て
い

た
が
、
好
む
の
は
日
本
文
学
が
原
則
で
翻
訳
小

説
を
進
ん
で
手
に
取
る
こ
と
は
稀
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
著
者
に
も
翻
訳
者
に
も
ま
っ
た

く
な
じ
み
が
な
く
、
黒
字
に
銀
で
タ
イ
ト
ル
と

小
さ
な
イ
ラ
ス
ト
が
施
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
地

味
な
装
丁
の
本
を
何
故
読
も
う
と
思
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
今
で
も
分
か
ら
な
い
。
た
だ
フ
ラ
ン
ス

革
命
に
題
材
を
取
っ
た
と
思
し
き
「
首
」、
当

特 別 寄 稿

前川道介氏の「言葉」

澤
さわ

田
だ

 瞳
とう

子
こ

（同志社大学文学部文化史学専攻卒業、　
同大学院文学研究科博士課程前期修了）
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て
い
る
か
、
そ
れ
は
正
直
、
自
信
が
な
い
。
し

か
し
氏
の
訳
さ
れ
た
短
編
集
に
よ
っ
て
文
学
世

界
の
広
大
さ
を
知
っ
た
自
ら
を
省
み
た
と
き
、

前
川
氏
が
同
志
社
大
学
を
去
ら
れ
る
に
あ
た
っ

て
残
さ
れ
た
以
下
の
言
葉
を
、
重
く
受
け
止
め

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
敬
愛
す
る
諸
姉
諸
兄　

M
eine K

olleginnen 
und K

ollegen!!

　

言こ
と

葉の
は

に
忠
誠
を
誓
う
同
志
と
し
て
世
の

U
nbeliebtheit 

を
恐
れ
ず
、
逆
に
そ
れ
を

止ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
‼

揚
し
て
私
的
に
ま
た
公
的
に
真
に
敬
愛

さ
れ
る
存
在
と
な
る
べ
く
努
力
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」

同
志
社
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
ら
し
た
と
い
う
。

　
「
同
志
社
外
国
文
学
研
究
」
五
五
号
（
一
九

九
〇
年
一
月
）
に
は
、
一
九
八
九
年
三
月
二
十

四
日
に
平
安
会
館
で
開
催
さ
れ
た
前
川
道
介
氏

の
退
職
記
念
講
演
「<U

nbeliebtheit>

と
い

う
こ
と
」
が
全
文
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

お
い
て
氏
は
、
詩
人
・
ゲ
ー
テ
が
知
人
で
あ
る

プ
レ
ッ
シ
ン
グ
教
授
に
対
し
て
抱
い
た
違
和
感

を
例
と
し
て
、
文
学
者
で
あ
る
と
は
何
か
を
語

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　

こ
の
講
演
録
は
同
志
社
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト

リ
で
も
全
文
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
言
葉
、

そ
し
て
文
学
に
少
し
で
も
関
わ
っ
て
い
ら
っ
ゃ

る
方
に
は
、
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。
言

葉
を
扱
う
と
は
ど
ん
な
意
義
あ
る
仕
事
か
、
第

二
外
国
語
研
究
室
の
使
命
と
は
何
か
。
戦
後
日

本
の
経
済
復
興
至
上
主
義
と
、
そ
の
中
で
お
ざ

な
り
に
さ
れ
て
き
た
「
言
葉
」
を
「
人
間
文
化

一
切
の
基
盤
で
あ
り
、
出
発
点
」
と
断
言
す
る

氏
の
意
見
が
、
三
十
余
年
を
経
た
現
在
に
お
い

て
も
色
あ
せ
ぬ
鋭
さ
を
有
し
て
い
る
事
実
に
、

読
者
は
必
ず
驚
愕
な
さ
る
は
ず
だ
。

　

現
在
、
私
は
小
説
家
と
し
て
、「
言
葉
」
を

生
業
と
し
て
い
る
。
前
川
氏
が
講
演
の
中
で
語

ら
れ
た
「
言
葉
へ
の
忠
誠
心
」
を
自
ら
が
抱
け

授
と
い
う
事
実
は
、
己
が
属
し
て
い
る
学
校
に

対
し
て
誇
ら
し
さ
を
覚
え
る
初
め
て
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
私
は
シ
ュ
ト
ロ
ー
ブ
ル

の
短
編
集
と
前
川
道
介
氏
の
存
在
に
よ
っ
て
、

母
校
た
る
「
同
志
社
」
に
つ
い
て
初
め
て
思
い

を
馳
せ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
後
、
高
校
を
卒
業
し
、
同
志
社

大
学
に
入
学
し
た
も
の
の
、
前
川
道
介
氏
は
一

九
八
九
年
三
月
三
十
一
日
を
以
て
同
志
社
大
学

を
退
職
な
さ
っ
て
ら
っ
し
ゃ
り
、
お
目
に
か
か

る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
折
り
し
も
私
が
同

志
社
女
子
中
学
校
に
入
学
し
た
の
が
同
年
四
月

一
日
で
あ
る
か
ら
、
私
と
氏
は
「
同
志
社
」
の

中
で
は
一
度
も
重
な
り
合
う
時
期
を
持
た
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
同
志
社
外
国
文
学
会
研
究
」
五
三
号
（
一

九
八
九
年
三
月
）
に
は
、
本
岡
五
男
氏
の
「
前

川
先
生
を
送
る
に
あ
た
り
」、
前
川
道
介
氏
の

自
叙
伝
と
も
呼
ぶ
べ
き
「
記
憶
の
残
像
」
が
所

収
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
従
え
ば
、
前
川
氏

は
一
九
二
三
年
京
都
市
生
ま
れ
。
家
族
で
大
連

に
移
住
し
、
京
都
大
学
入
学
の
た
め
に
帰
国
。

ド
イ
ツ
文
学
を
学
ぶ
も
召
集
を
受
け
、
終
戦
後

に
復
学
。
大
阪
の
私
立
医
大
を
始
め
、
複
数
の

大
学
で
講
義
を
持
ち
、
一
九
六
七
年
四
月
よ
り

澤田瞳子（さわだ・とうこ）
【2002年大学院文学研究科文化史学専攻
博士課程（前期課程）修了】

1977年生まれ、京都府出身。大学院での
専門は奈良仏教史。
2011年『孤鷹の天』で第17回中山義秀文
学賞を最年少受賞。『満つる月の如し 仏
師・定朝』で第32回新田次郎文学賞など
を受賞。『若冲』で第９回親鸞賞受賞。
他の著書に『火定』『落花』などがある。
近著は『名残の花』。



集英社
820円（税抜）

「
通
貨
」の
正
体

浜は
ま

矩の
り

子こ
（
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
科
教
授　

）著

　

通
貨
は
な
ぜ
通
貨
な
の
か
。
そ
れ

が
本
書
の
テ
ー
マ
だ
。
実
を
い
え
ば

答
え
は
簡
単
だ
。
通
貨
は
、
そ
れ
が

通
貨
だ
と
我
々
が
認
知
し
た
時
に
通

貨
に
な
る
。
人
々
が
通
貨
だ
と
見
な

す
の
で
あ
れ
ば
、
石
こ
ろ
で
も
、
貝

殻
で
も
、
ク
マ
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み

で
も
、
何
で
も
通
貨
に
な
る
。
逆
に
、

い
く
ら
立
派
な
紙
幣
で
も
、
そ
れ
を

人
々
が
通
貨
と
み
な
し
て
く
れ
な
け

れ
ば
、
通
貨
で
は
な
く
な
る
。
そ
の

意
味
で
、
全
て
の
通
貨
が
実
は
仮
想

通
貨
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な「
通
貨
の
正
体
」を
、

本
書
で
は
可
能
な
限
り
多
面
的
に
、

そ
し
て
歴
史
的
視
点
か
ら
追
求
し
よ

う
と
し
た
。
そ
の
た
め
の
発
見
の
旅

同朋舎
4,200円（税抜）

新
島
襄
の
教
え
子
た
ち

（
ジ
ャ
ン
ル
別
）

本も
と

井い

康や
す

博ひ
ろ（

元
大
学
神
学
部
教
授
）著

　

取
り
上
げ
た
い
教
え
子
が
、
総
勢

１
８
０
名
を
超
え
た
の
で
、
２
巻
に

分
け
、
前
巻
を「
ジ
ャ
ン
ル
別
」（
本

年
２
月
刊
）、
後
巻
を「
出
身
地
別
」

（
本
年
８
月
刊
）と
区
分
し
た
。

　

本
書（
前
巻
）で
は
約
60
名
を
便
宜

的
に
活
動
領
域
や
出
身
・
帰
属
団
体

別
に
10
組
に
分
け
て
紹
介
し
た
。
以

前
、『
同
志
社
山
脈　

１
１
３
人
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
』（
晃
洋
書
房
、
２
０
０

３
年
）を
編
集
し
た
時
の
技
法
を
踏

襲
し
て
み
た
。

　

す
な
わ
ち
、
神
戸
バ
ン
ド
、
熊
本

バ
ン
ド（
バ
イ
ブ
ル
・
ク
ラ
ス
）、
同

（
同
心
交
社
）、
邦
語
神
学
科（
別
科

神
学
）、
早
稲
田
大
学（
移
籍
組
）、

東
華
学
校（
同
志
社
仙
台
分
校
）、
日

に
出
た
ら
、
そ
の
過
程
で
、
筆
者
は

実
に
様
々
な
出
会
い
を
体
験
し
た
。

「
鏡
の
国
の
ア
リ
ス
」に
出
て
来
る
セ

イ
ウ
チ
と
牡
蠣
の
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
。

落
語
に
登
場
す
る
目
黒
の
サ
ン
マ
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
通
貨
基
金
）体
制
の
成

立
に
至
る
論
戦
に
命
を
か
け
た
イ
ギ

リ
ス
の
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ
ー
ド
・
ケ

イ
ン
ズ
と
ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ー
・
デ

ク
ス
タ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
。
慶
長
小
判

を
質
に
入
れ
た
奇
人
作
家
の
内
田
百

閒
。
実
に
楽
し
い
旅
だ
っ
た
。

　

江
戸
の
庶
民
は
、
通
貨
を「
天
下

の
通
用
」と
呼
ん
だ
。
何
と
賢
い
ネ

ー
ミ
ィ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
か
。
そ
の

通
り
だ
。
通
貨
は
天
下
に
通
用
す
る

か
ら
通
貨
な
の
で
あ
る
。
天
下
に
通

用
す
る
存
在
と
し
て
、
ど
こ
ま
で

人
々
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
か
。
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
通
貨
の
通
貨
性
が

決
ま
る
。
か
く
し
て
、
通
貨
の
正
体

の
根
底
に
は
、
人
間
と
人
間
と
の
信

頼
関
係
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
通

貨
は
と
て
も
人
間
的
な
存
在
だ
。
通

貨
か
ら
人
間
性
が
消
え
な
い
よ
う
、

人
間
た
ち
が
常
に
注
意
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

著
者
よ
り

本
女
子
大
学（
移
籍
組
）、
同
志
社
派

（
社
会
福
祉
）、
北
海
道
バ
ン
ド（
同
）、

ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
（
植
樹
組
）

の
10
組
で
あ
る
。
熊
本
バ
ン
ド
以
外

に
も
、
同
志
社
独
自
の
特
異
な
集
団

が
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
を

広
く
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
願
う
。

　

本
書
で
は
そ
う
し
た
個
人
の
履
歴

や
集
団
の
業
績
だ
け
で
な
く
、
新
島

と
の
関
係
が
窺
え
る
記
録
や
回
想
を

も
重
視
し
た
。

　

司
馬
遼
太
郎
は
、
西
郷
隆
盛
を
論

じ
た
際
に
、
本
人
自
身
の
こ
と
を
書

く
よ
り
も
、
彼
を
知
る「
先
人
」の
評

を
紹
介
す
る
ほ
う
が
隆
盛
を
読
者
に

あ
り
あ
り
と
伝
え
ら
れ
る
、
と
述
懐

す
る
。

　

新
島
の
謦
咳
に
触
れ
た
教
え
子
は
、

例
外
な
く
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
受

け
た
と
い
う
。
新
島
が
、「
人
ひ
と
り

は
大
切
」を
モ
ッ
ト
ー
に
彼
ら
を
遇

し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

教
え
子
た
ち
が
披
歴
す
る
恩
師
の

消
息
や
体
験
談
は
、
新
島
の
稀
有
な

学
生
愛
の
発
露
を
現
代
の
私
た
ち
に

生
々
し
く
示
し
て
く
れ
る
点
で
、
新

島
評
伝
の
１
頁
に
立
派
に
な
り
え
る

で
あ
ろ
う
。
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新
刊
紹
介

風間書房
6,500円（税抜）

現
代
韓
国
を
生
き
る
若
者

の
自
立
と
親
子
の
戦
略

―
文
化
と
経
済
の
中
の
親
子
関
係
―

尹ゆ
ん
じ
ん

喜ひ
（
大
学
社
会
学
部
准
教
授
）著

　

本
書
は
、
急
速
な
経
済
成
長
と
民

主
化
に
よ
る
文
化
変
動
と
い
う「
圧

縮
さ
れ
た
近
代
」を
経
験
し
た
韓
国

社
会
を
対
象
に
、
そ
の
社
会
的
矛
盾

を
象
徴
す
る
、
若
者
た
ち
が
直
面
す

る
自
立
の
困
難
と
親
子
の
葛
藤
に
つ

い
て
、
家
族
社
会
学
的
な
解
明
を
行

い
、
そ
の
解
決
の
方
途
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

韓
国
の
若
者
の
自
立
は
、
進
学
・

就
職
・
結
婚
と
い
う
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
と
強
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、

親
の
意
向
は
若
者
の
希
望
を
排
除
し

て
ま
で
も
優
先
さ
れ
る
傾
向
が
存
在

す
る
。
こ
の
よ
う
に
親
の
意
向
が
優

先
さ
れ
る
の
は
、
韓
国
社
会
が
経
験

商事法務
3,600円（税抜）

信
託
法
を
ひ
も
と
く

佐さ

久く

間ま

毅た
け
し（
大
学　
　
　
　
　

司
法
研
究
科
教
授
）著

　

信
託
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ

で
発
展
し
た
制
度
で
す
。
英
米
は
、

判
例
法
が
支
配
す
る
国
で
す
が
、
判

例
法
で
あ
っ
て
も
そ
の
原
則
に
は
、

厳
格
で
、
柔
軟
性
に
欠
け
る
面
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
個
々
の
事
案
に

お
い
て
、
当
該
事
案
の
特
殊
性
を
重

視
し
た
衡
平（
エ
ク
イ
テ
ィ
）に
基
づ

く
救
済
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
や
が
て
、
そ
の
種
の
救
済

事
例
が
集
積
し
、
そ
こ
に
原
則
と
は

異
な
る
法
準
則（
衡
平
法
）が
形
成
さ

れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
英
米
に
お
い

て
、
こ
の
衡
平
法
の
代
表
的
な
も
の

が
、
信
託
に
関
す
る
法
で
す
。

　

信
託
は
わ
が
国
に
も
導
入
さ
れ
、

大
正
10
年
に
信
託
法
の
制
定
、
平
成

18
年
に
は
信
託
法
の
大
改
正
が
行
わ

し
た
急
激
な
社
会
変
動
に
よ
っ
て
、

親
世
代
が
若
者
世
代
と
は
全
く
異
な

る
文
化
・
経
済
的
な
生
活
史
を
背
景

と
し
て
い
る
こ
と
が
根
拠
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
若
者
た
ち
は
、
親
の
干

渉
を
受
動
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
若
者
の
自
立
を
可
能
に

す
る
家
族
政
策
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し

な
い
韓
国
社
会
を
生
き
る
た
め
に
、

戦
略
的
に
親
の
意
向
を
受
容
し
て
い

る
と
い
う
側
面
が
存
在
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
親
子
の
戦
略

の
産
物
と
し
て
達
成
さ
れ
る
若
者
の

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
経
験
は
、
若
者

た
ち
か
ら
生
き
る
力
を
徐
々
に
奪
っ

て
い
く
。

　

若
者
の
経
済
的
自
立
が
容
易
で
は

な
い
韓
国
社
会
の
中
で
、
そ
の
問
題

の
解
決
が
親
子
の
内
部
に
閉
じ
ら
れ

た
形
で
解
決
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
、

時
に
親
子
関
係
は
破
綻
し
、
時
に
若

者
は
生
き
る
希
望
を
見
失
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
韓
国
に
お

け
る
若
者
の
自
立
の
困
難
と
親
子
の

葛
藤
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

若
者
が
家
族
に
頼
ら
な
い
形
で
の
自

立
を
可
能
に
す
る
家
族
政
策
を
備
え

た
、
新
た
な
韓
国
社
会
の
未
来
像
が

必
要
な
の
で
あ
る
。 

著
者
よ
り

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
は
、

英
米
と
異
な
り
制
定
法
主
義
を
と
る

国
で
あ
り
、
信
託
に
関
す
る
法
準
則

に
、
衡
平
の
見
地
か
ら
民
事
一
般
法

（
た
と
え
ば
民
法
）の
準
則
の
厳
格
さ

や
硬
直
さ
を
修
正
す
る
と
い
う
特
徴

は
あ
り
ま
せ
ん
。
売
買
と
い
う
制
度

の
た
め
に
売
買
に
関
す
る
規
定
が
あ

る
よ
う
に
、
信
託
と
い
う
制
度
の
た

め
に
信
託
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら

れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

そ
う
で
あ
る
の
に
、
信
託
の
由
来
の

故
か
、
わ
が
国
の
信
託
に
関
す
る
法

準
則
が
、
英
米
で
の
信
託
観
念
や
法

準
則
を
参
照
し
て
説
か
れ
る
こ
と
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
平
成
18
年
改
正
後
の

信
託
法
に
も
、
理
解
す
る
こ
と
が
難

し
い
規
定
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う

に
私
に
は
思
え
ま
す
。

　

本
書
は
、
信
託
法
の
制
度
や
規
定

に
関
し
て
私
が
疑
問
や
違
和
感
を
抱

く
問
題
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
そ

の
問
題
が
わ
が
国
の
私
法
体
系
の
下

で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
あ

る
い
は
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
を
、
私

な
り
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
す
。
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中央公論新社
860円（税抜）

大
統
領
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド

―
ア
メ
リ
カ
政
治
と
映
画
の
百
年
―

村む
ら

田た

晃こ
う

嗣じ
（
大
学
法
学
部
教
授
）著

　

19
世
紀
末
に
ア
メ
リ
カ
が
世
界
一

の
工
業
大
国
に
な
っ
た
頃
、
映
画
が

登
場
し
た
。
ま
た
、
内
政
、
外
交
の

双
方
で
大
統
領
の
役
割
が
拡
大
し
、

現
代
大
統
領
制
が
台
頭
し
た
。
つ
ま

り
、
強
い
ア
メ
リ
カ
、
強
い
大
統
領

と
映
画
は
、
ほ
ぼ
同
時
に
誕
生
し
た

の
で
あ
る
。
以
後
、
映
画
は
も
っ
と

も
ア
メ
リ
カ
的
な
大
衆
文
化
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
共
通
の
神
話
を
持
た

な
い
ア
メ
リ
カ
で
は
、
映
画
が
擬
似

的
な
神
話
の
機
能
、
国
民
統
合
の
機

能
を
果
し
た
。

　

映
画
が
最
も
頻
繁
に
描
い
た
の
は

第
16
代
大
統
領
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ

ン
カ
ー
ン
で
あ
る
。
何
し
ろ
、
ア
メ

三元社
7,400円（税抜）

詩
画
制
作
論
の
系
譜

伊だ

達て

立た
つ

晶あ
き（

大
学
文
学
部
教
授
）著

　

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
西
洋
の
詩
と

絵
画
は
古
典
主
義
や
ロ
マ
ン
主
義
、

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
な
ど
共
通
の
芸

術
運
動
の
も
と
で
制
作
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
精
神
を

分
か
ち
も
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
。
だ
が
現
在
、
詩
は
国
な
い

し
言
語
ご
と
に
分
か
れ
た
文
学
研
究

で
、
絵
画
は
美
術
史
学
で
研
究
さ
れ

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
分
科
し
た
学
問
体
制
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
運
動
を
総
体
的
に
捉
え
る
視
座

は
失
わ
れ
、
相
互
の
影
響
関
係
も
見

失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ

い
て
本
書
は
書
か
れ
て
い
る
。

　

詩
と
絵
画
と
を
制
作
論
史
と
い
う

リ
カ
史
上
最
大
規
模
の
戦
争
で
あ
る

南
北
戦
争
の
指
導
者
で
あ
り
、
史
上

初
め
て
暗
殺
さ
れ
た
大
統
領
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
ハ
リ
ウ

ッ
ド
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｄ
・
ロ
ー

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
登
場
を
応
援

し
、
戦
後
も
若
く
ハ
ン
サ
ム
な
ジ
ョ

ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
や
陰
険
な
リ
チ

ャ
ー
ド
･
ニ
ク
ソ
ン
ら
を
繰
り
返
し

描
い
て
き
た
。
総
じ
て
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
は
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
り
、
民
主
党
の

大
統
領
を
支
援
し
て
き
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
映
画
は
数
々
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
大
統
領
も
描
い
て
き
た
。

銀
幕
の
中
で
は
、
早
く
か
ら
黒
人
の

大
統
領
や
女
性
の
大
統
領
が
登
場
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
冷
戦
後
に
は
、

映
画
は
し
ば
し
ば
大
統
領
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
描
く
よ

う
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
ド
ナ
ル
ド

･
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
映
画
以
上
に

刺
激
的
で
、
ほ
と
ん
ど
プ
ロ
レ
ス
的

な
政
治
と
外
交
を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
政
治
と
文
化
の
関
係
、

大
統
領
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
関
係
は
、

ア
メ
リ
カ
政
治
理
解
に
新
た
な
視
点

を
提
供
し
よ
う
。
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観
点
で
見
直
す
と
き
、
古
代
ギ
リ
シ

ア
か
ら
現
代
に
至
る
思
想
的
系
譜
が

見
え
て
く
る
。
本
書
で
は
ま
ず
、
プ

ラ
ト
ン
に
よ
る
イ
デ
ア
論
や
詩
と
絵

画
に
関
す
る
模
倣
論
が
口
誦
文
化
と

文
字
文
化
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で

成
立
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
そ
し
て
イ
デ
ア
を
模
倣
す
る
と

い
う
新
た
な
制
作
論
が
キ
ケ
ロ
に
よ

っ
て
主
張
さ
れ
、
そ
れ
が
17
世
紀
の

ベ
ッ
ロ
ー
リ
を
経
て
古
典
主
義
に
継

承
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
一
方

ベ
ッ
ロ
ー
リ
の
制
作
論
は
ド
ラ
イ
デ

ン
の
詩
画
比
較
論
を
通
じ
て
独
創
性

を
重
視
す
る
制
作
論
に
転
換
さ
れ
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
め
ぐ
る
18
世
紀

の
批
評
を
経
て
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
論
を
生
み
出
す
こ

と
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
制
作
論
が

ポ
ー
、
さ
ら
に
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
や

マ
ラ
ル
メ
の
詩
論
・
絵
画
論
を
経
て
、

19
世
紀
後
半
以
降
の
多
様
な
芸
術
思

潮
を
生
み
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

看
過
さ
れ
て
き
た
広
大
な
研
究
分
野

だ
け
に
、
本
書
は
数
多
く
の
発
見
的

成
果
を
世
に
問
う
も
の
と
な
ろ
う
。
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新
刊
紹
介

中央経済社
3,300円（税抜）

グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
開
発
人
材
の

育
成
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

―
知
識
移
転
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
析
―

宮み
や

本も
と

大だ
い（

大
学
経
済
学
部
教
授
）他
著

　

本
書
は
早
稲
田
大
学
の
村
上
由
紀

子
教
授
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
日
、
海
外
の
有
用
な
知
識
を
取

り
入
れ
る
た
め
に
、
海
外
の
組
織
や

研
究
開
発
者
と
共
同
す
る
な
ど
、
研

究
開
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で

い
る
。
し
か
し
地
理
的
に
離
れ
、
文

化
や
経
済
社
会
制
度
の
異
な
る
国
々

の
間
で
共
同
研
究
開
発
を
首
尾
よ
く

行
う
た
め
に
は
、
国
内
共
同
研
究
開

発
と
は
異
な
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

上
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
書
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究

開
発
の
中
で
も
、
本
社
と
海
外
子
会

勁草書房
3,000円（税抜）

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
否

佐さ

竹た
け

光み
つ

彦ひ
こ（
大
学　
　
　
　

経
済
学
部
教
授
）他
編
著

北き
た

坂さ
か

真し
ん

一い
ち（
大
学　
　
　
　

経
済
学
部
教
授
）　　
　

川か
わ

口ぐ
ち

章あ
き
ら（
大
学　
　
　
　

政
策
学
部
教
授
）　　
　
　

三み

好よ
し

博ひ
ろ

昭あ
き（
大
学　
　
　
　

政
策
学
部
教
授
）他
著　

　

日
本
経
済
政
策
学
会
の
第
75
回
全

国
大
会
が
２
０
１
８
年
５
月
26
日
、

27
日
の
２
日
間
、
同
志
社
大
学
今
出

川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

時
々
の
話
題
と
な
っ
て
い
る
経
済
政

策
を
共
通
論
題
と
し
て
掲
げ
、
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
１

日
目
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
か

ら
、
共
通
論
題
で
行
わ
れ
た
講
演
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
ま
と

め
、
さ
ら
に
、
経
済
政
策
展
望
を
加

え
た
一
般
読
者
向
け
の
読
み
物
が
、

日
本
経
済
政
策
学
会
叢
書
と
し
て
出

版
さ
れ
ま
し
た
。

社
の
間
で
、
ま
た
、
海
外
子
会
社
間

で
知
識
を
移
転
し
共
有
し
な
が
ら
、

新
製
品
、
新
技
術
の
開
発
と
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
日
系
多
国
籍
企
業

の
共
同
研
究
開
発
を
対
象
と
し
、
そ

こ
で
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
考
察
し
た
。

　

本
書
で
は
Ｒ
＆
Ｄ
拠
点
を
単
位
と

し
た
分
析
と
、
研
究
開
発
者
個
人
や

チ
ー
ム
を
単
位
と
し
た
分
析
を
通
じ

て
得
た
研
究
結
果
を「
研
究
開
発
者

に
求
め
ら
れ
る
能
力
」「
海
外
派
遣
者

の
Ｈ
Ｒ
Ｍ
」「
外
国
人
研
究
開
発
者
の

雇
用
」「
Ｍ
Ｎ
Ｃ
内
で
の
Ｈ
Ｒ
Ｍ
の
独

自
性
と
統
一
」「
研
究
開
発
者
の
社
会

関
係
資
本
と
人
的
資
本
の
形
成
」「
外

部
知
識
の
獲
得
と
職
場
内
の
共
有
」

そ
し
て「
研
究
開
発
チ
ー
ム
内
の
多

様
性
」と
い
う
点
に
ま
と
め
、「
研
究

開
発
者
個
人
の
行
動
が
、
ど
の
よ
う

に
し
て
組
織
を
単
位
と
し
た
知
識
創

造
に
転
換
さ
れ
る
の
か
」と
い
う
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
部
分
に
対
す
る

一
定
の
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。

　

研
究
者
の
み
な
ら
ず
実
務
家
に
向

け
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
研
究

開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
々
に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。 

著
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よ
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今
回
の
テ
ー
マ「
安
倍
政
権
に
お

け
る
経
済
政
策（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）の

評
価
と
今
後
の
指
針
」の
下
で
、
５

年
間
実
施
さ
れ
て
き
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
旧
３
本
の
矢
の
二
つ
、「
大
胆
な

金
融
政
策
」と「
機
動
的
な
財
政
政

策
」を
理
論
・
実
証
研
究
を
踏
ま
え

た
評
価
と
、
現
状
と
課
題
お
よ
び
方

向
性
を
示
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
２
本
の

講
演
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
三
の
矢
で
あ
る「
民
間
投
資
を
喚

起
す
る
成
長
戦
略
」に
つ
い
て
は
、

多
岐
に
わ
た
る
政
策
の
中
か
ら
、「
働

き
方
改
革
」と「
自
動
運
転
」へ
の
技

術
開
発
と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
今
ま
で
の
動
き
と
将
来
の
方

向
性
を
概
観
し
た
章
を
設
け
て
い
ま

す
。
今
後
の
財
政
金
融
政
策
と
、
労

働
・
技
術
の
２
つ
の
改
革
を
考
察
す

る
う
え
で
、
最
良
の
参
考
書
と
な
る

で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
経
済
政
策
展
望
で
は
、

電
力
シ
ス
テ
ム
、
原
子
力
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
３
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
つ
い
て
、
動
向
と
展
望
を
解

説
し
、
東
日
本
大
震
災
以
来
迷
走
し

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
指
針
を

与
え
て
お
り
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
是
非
を
判
断
す
る
拠
り
所
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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京都大学学術出版会
3,800円（税抜）

50
年
目
の「
大
学
解
体
」

20
年
後
の
大
学
再
生

―
高
等
教
育
政
策
を
め
ぐ
る
知
の
貧
困
を
越
え
て
―

佐さ

藤と
う

郁い
く

哉や
（
大
学　
　
　
　

商
学
学
部
教
授
）編
・
他
著

　

1
9
9
1
年
の「
大
学
設
置
基
準

の
大
綱
化
」に
始
ま
る
大
学
改
革
に

関
す
る
施
策
の
多
く
は
期
待
外
れ
の

結
果
に
終
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
大
学
現
場
を
疲
弊
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
事
態
を
さ
ら
に
悪

化
さ
せ
て
き
た
例
さ
え
あ
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
過
去
30
年
に
及
ぶ

改
革
政
策
は
明
ら
か
な
失
敗
な
い
し

「
失
政
」だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
日
英

の
共
著
者
5
名
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

こ
の
本
の
主
な
狙
い
の
一
つ
は
、
そ

の
よ
う
な
大
学
改
革
の
失
敗
の
背
景

に
つ
い
て
、
日
本
の
文
教
政
策
が
抱

え
る
問
題
点
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
加
え
て
、
英
国
の
研
究
政
策
と
の

比
較
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く

音楽之友社
2,500円（税抜）

ハ
ー
モ
ニ
ー
探
究
の
歴
史

―
思
想
と
し
て
の
和
声
理
論
―

大お
お

愛あ
い

崇た
か

晴は
る（
大
学　
　
　
　

文
学
部
准
教
授
）他
著

　

音
が「
ハ
モ
る
」と
は
一
体
ど
の
よ

う
な
事
態
を
指
す
の
で
し
ょ
う

か
？　

専
門
家
か
ら
は
、「
音
ど
う
し

の
周
波
数
の
比
が
…
」と
か
、「
主
要

三
和
音
と
は
…
」と
い
っ
た
答
え
が

返
っ
て
き
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
問
い
に
は
決
ま
っ
た
正
解
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
ん
な
疑
問
を

解
く
ヒ
ン
ト
が
本
書
に
は
あ
り
ま
す
。

　

編
著
者
で
あ
る
西
田
紘
子
さ
ん
、

安
川
智
子
さ
ん
は
、
私
と
同
じ
く
、

と
も
に
一
般
の
大
学
で
音
楽
学
を
教

え
て
い
て
、
理
論
的
な
内
容
も
扱
い

ま
す
。
日
頃
か
ら「
音
大
で
使
わ
れ

る
よ
う
な
専
門
用
語
を
な
る
べ
く
使

わ
ず
に
授
業
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
、

学
生
た
ち
に
説
明
が
伝
わ
っ
て
い
な

こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
5
年
以
上
に
わ
た
る
共

同
研
究
の
成
果
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
そ
の
共
同
研
究
の
代

表
者
で
あ
っ
た
私
自
身
の
個
人
的
な

問
題
意
識
の
根
底
に
は
、
米
国
で
の

留
学
生
活
を
終
え
て
日
本
の
大
学
に

つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
感
じ

て
き
た
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
違
和

感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
30
年
の
あ
い

だ
に
日
本
の
大
学
に
導
入
さ
れ
て
き

た「
改
革
小
道
具
」に
は
、
米
国
由
来

と
さ
れ
る
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ「
偽

物
」と
し
か
言
え
な
い
も
の
が
少
な

く
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
た
と
え

ば
電
話
帳
式
の「
シ
ラ
バ
ス
」だ
っ
た

り
、
数
合
わ
せ
の
よ
う
に
し
て
お
こ

な
わ
れ
る
F
D
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）だ
っ
た
り

し
ま
す
。

　

そ
れ
ら
カ
タ
カ
ナ
言
葉
や
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
の
頭
文
字
で
紹
介
さ
れ
る

改
革
施
策
の
多
く
は
、
大
学
現
場
の

内
在
的
な
関
心
や
必
要
性
と
は
無
縁

の
借
り
物
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
本
書
は
、

「
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
不
条
理
が
ま
か

り
通
っ
て
き
た
の
か
」と
い
う
問
い

に
対
す
る
私
な
り
の
答
え
を
提
示
し

て
み
た
つ
も
り
で
す
。
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い
」と
感
じ
た
経
験
が
本
書
の
出
版

に
至
っ
た
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

本
書
は
序
章
と
八
つ
の
章
か
ら
な
り
、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
二
十
世
紀
に
至

る
ま
で
の
西
洋
の
音
楽
理
論
家
た
ち

に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
協
和
音
・
和

声
）に
つ
い
て
の
考
え
方
を
、
五
人

の
専
門
家
が
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や

す
い
言
葉
で
解
説
し
ま
す
。
時
代
ご

と
に
、
国
ご
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
う

つ
り
変
わ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
の「
美
し

さ
」の
多
様
性
を
知
る
こ
と
で
、
読

者
が
よ
り
幅
広
い
視
野
で
音
楽
を
捉

え
、
よ
り
豊
か
な
音
楽
の
楽
し
み
方

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
…
と
い
う

の
が
著
者
一
同
の
思
い
で
す
。

　

本
書
の
構
成
に
あ
た
っ
て
は
、
音

楽
の
知
識
が
な
い
人
に
も
読
み
や
す

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
配
慮
が
な
さ
れ
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
な

ど
の
一
般
に
な
じ
み
深
い
曲
も
例
と

し
て
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
章
の
間

に
は「
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
」と
題
し

た
コ
ラ
ム
が
挿
入
さ
れ
て
い
て
、
興

味
深
い
ト
ピ
ッ
ク
が
対
話
形
式
で
紹

介
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
本
書
と
と
も
に
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
探
究
の
歴
史
の
旅
を
ご
一
緒

し
ま
せ
ん
か
。 
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新
刊
紹
介

ナカニシヤ出版
2,300円（税抜）

サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

と
は
誰
か

―
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
学
ぶ
地
域
社
会
学
―

轡く
つ

田わ
だ

竜り
ゅ
う

蔵ぞ
う（
大
学　
　
　
　
　

社
会
学
部
准
教
授
）他
著

　

ポ
ス
ト
工
業
社
会
に
お
い
て
は
、

ハ
ー
ド
な
地
域
開
発
よ
り
も
ソ
フ
ト

な「
地
域
貢
献
」「
ま
ち
づ
く
り
」に
関

わ
る
能
動
的
な
い
し
創
造
的
な
人
材

が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
一
方
で
、
20
―
30
代
の
う
ち
、
い

か
な
る
地
域
活
動
・
社
会
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
な
い
層
は
約

７
割
と
多
数
派
を
占
め
て
い
る
と
い

う
社
会
調
査
も
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
の

あ
る
変
革
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
あ

っ
て
、
地
域
や
社
会
の
動
き
に
翻
弄

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
受
動
的
に
し

か
関
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
人
々
の

感
覚
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

創元社
4,500円（税抜）

近
代
日
本
の

メ
デ
ィ
ア
議
員

―
「
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化
」の
歴
史
社
会
学
―

河か
わ

崎さ
き

吉よ
し

紀の
り（
大
学　
　
　
　

社
会
学
部
教
授
）他
編
著

　

選
挙
や
世
論
に
及
ぼ
す
報
道
の
影

響
な
ど
、
今
日
、
政
治
家
は
メ
デ
ィ

ア
の
動
向
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
。
読
者
や
視
聴
者
の
最
大
化
を

目
指
す
メ
デ
ィ
ア
の
論
理
が
、
メ
デ

ィ
ア
の
枠
を
越
え
て
政
治
の
制
度
、

組
織
に
ま
で
影
響
力
を
強
め
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
、「
政
治
の
メ

デ
ィ
ア
化
」が
進
行
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
な
か
、
従
来
の
研
究
は
メ
デ

ィ
ア
と
政
治
の
関
係
を
紙
面
や
番
組

と
い
っ
た
内
容
を
中
心
に
考
察
し
て

き
た
。
対
し
て
本
書
は
人
材
の
輩
出

と
い
う
点
に
着
目
す
る
。
メ
デ
ィ
ア

関
係
者
自
ら
が
国
政
に
乗
り
込
ん
で

　

本
書
は
、「
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
現
代

日
本
、
あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
社
会
の

地
域
の
片
隅
を
生
き
る「
忘
れ
ら
れ

た
人
々
」の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
焦
点
を

合
わ
せ
た
論
文
集
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
の
な
か

で
、
停
滞
す
る
地
域
社
会
・
社
会
の

現
状
へ
の
不
安
や
不
満
が
く
す
ぶ
っ

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
れ

が
排
外
主
義
的
現
象
を
帰
結
す
る
こ

と
も
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
本
書
の
各
論

考
は
明
確
な
政
治
的
意
思
に
基
づ
く

行
動
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た

感
情
の
渦
巻
く
背
景
に
あ
る
、
地
域

社
会
の
日
常
的
な
あ
り
方
に
注
目
し

て
い
る
。
著
者
た
ち
は
い
ず
れ
も
社

会
学
理
論
を
背
景
に
し
た
タ
フ
な
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
核
心
に
い
る
少
数
の
ア
ク

タ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
地
域
社

会
の
現
実
を
き
れ
い
に
ま
と
め
る
よ

う
な
手
法
を
好
ま
な
い
。
本
書
で
は
、

一
歩
進
ん
で
、
そ
の
地
域
の
な
か
で

必
ず
し
も
目
立
っ
た
存
在
で
は
な
い

多
様
な
社
会
的
属
性
の
人
々
に
取
材

を
し
、「
も
う
一
つ
の
地
域
社
会
」の

風
景
を
描
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

不
可
視
化
さ
れ
た
現
実
に
迫
る
方
法

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
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い
く
と
い
う
事
実
も
ま
た
、
メ
デ
ィ

ア
と
政
治
の
関
係
を
捉
え
る
う
え
で

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

古
く
は『
新
潟
新
聞
』主
筆
を
勤
め
た

尾
崎
行
雄
や
、『
郵
便
報
知
新
聞
』で

記
者
を
経
験
し
た
犬
養
毅
な
ど
、
キ

ャ
リ
ア
の
出
発
点
に
お
い
て
メ
デ
ィ

ア
に
関
係
し
た
政
治
家
が
い
る
。
ま

た
、
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
社
長
だ
っ

た
芦
田
均
や
、
東
洋
経
済
新
報
社
長

の
石
橋
湛
山
は
の
ち
に
首
相
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
メ
デ
ィ
ア

業
界
に
関
連
す
る
議
員
を
、
第
1
回

総
選
挙
か
ら
第
39
回
総
選
挙
ま
で

1
0
0
年
間
に
お
い
て
洗
い
出
し
、

議
席
に
占
め
る
割
合
や
そ
の
変
遷
を

数
量
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、

長
野
県
や
九
州
な
ど
地
域
を
単
位
と

し
た
分
析
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
海
外
経

験
な
ど
個
別
の
テ
ー
マ
に
お
け
る
検

討
も
行
っ
た
。
研
究
は
京
都
大
学
の

佐
藤
卓
己
先
生
を
中
心
に
、
私
と
同

世
代
の
研
究
者
、
そ
し
て
若
い
研
究

者
の
共
同
作
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

研
究
合
宿
で
熊
本
、
長
野
、
鹿
児
島

を
訪
れ
、
新
聞
社
な
ど
を
訪
問
し
た

こ
と
が
良
き
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。
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東信堂
3,200円（税抜）

い
ま
、
教
育
と

教
育
学
を
問
い
直
す

―
教
育
哲
学
は
何
を
究
明
し
、
何
を
展
望
す
る
か
―

小お

野の

文ふ
み

生お
（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル　
　

地
域
文
化
学
部
准
教
授
）他
著

　

教
育
の
実
践
に
と
っ
て
ど
う
し
て

も
必
要
な
も
の
は
何
か
。
す
ぐ
に
浮

か
ぶ
答
え
の
一
つ
は
、「
技
術
」か
も

し
れ
な
い
。
た
し
か
に
、
子
ど
も
に

意
図
的
に
は
た
ら
き
か
け
、
成
長
や

発
達
を
促
す
と
い
う
典
型
的
な
教
育

イ
メ
ー
ジ
に
お
い
て
、
そ
の
は
た
ら

き
か
け
と
し
て
目
的
合
理
的
な
技
術

を
教
育
実
践
の
本
質
的
要
素
に
数
え

る
よ
う
な
理
解
は
、
け
っ
し
て
特
別

な
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
ひ

ど
く
限
定
的
な「
役
立
つ
こ
と
」ば
か

り
を
追
求
す
る
機
能
主
義
に
覆
わ
れ

つ
つ
あ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
な

お
さ
ら
、
教
育
は
技
術
的
合
理
主
義

や
道
具
的
理
性
と
親
和
的
に
な
る
。

し
か
し
、
教
育
の
実
践
に
と
っ
て
必

岩波書店
1,900円（税抜）

朝
鮮
半
島 

危
機
か
ら
対
話
へ

―
変
動
す
る
東
ア
ジ
ア
の
地
政
図
―

太お
お

田た

修お
さ
む（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・　
　
　

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
）他
著

　

第
３
回
目
の
米
朝
首
脳
会
談
は
、

韓
国
と
北
朝
鮮
を
隔
て
る
軍
事
境
界

線
上
に
あ
る
板
門
店
で
Ｇ
20
大
阪
サ

ミ
ッ
ト
直
後
の
２
０
１
９
年
６
月
30

日
に
電
撃
的
に
開
か
れ
た
。
会
談
は

短
時
間
で
双
方
の
宣
伝
に
終
わ
っ
た

と
日
本
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
は
伝
え
た

が
、
現
職
の
米
国
大
統
領
が
北
朝
鮮

の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
の
は
史
上

初
め
て
の
こ
と
で
世
界
を
驚
か
せ
た

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　

一
方
、
日
本
の
安
倍
首
相
は
、
目

立
っ
た
成
果
が
な
か
っ
た
と
は
い
え

サ
ミ
ッ
ト
を
仕
切
っ
て「
世
界
の
真

ん
中
で
光
り
輝
く
日
本
」を
演
出
し

た
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
転
、

要
な
も
の
は
技
術
だ
け
か
、
教
育
の

原
理
は
結
局
の
と
こ
ろ
技
術
知
に
還

元
で
き
る
の
か
、
と
問
い
直
す
な
ら
、

答
え
は「
否
」。
教
育
と
い
う
で
き
ご

と
に
は
技
術
や
技
術
的
合
理
性
を
溢

れ
出
て
し
ま
う
も
の
が
あ
り
、
よ
く

よ
く
吟
味
す
れ
ば
そ
う
し
た
技
術
知

を
溢
れ
出
て
し
ま
う
も
の
に
こ
そ
教

育
は
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
拙
論
で
は
そ
れ
を「
パ
ト
ス
の

知
」と
名
づ
け
、
思
想
史
的
な
背
景

や
現
代
の
教
育
哲
学
研
究
の
理
論
的

達
成
を
確
認
し
つ
つ
、
人
間
の
生
や

経
験
の
も
つ
固
有
の「
弱
さ
」や「
も

ろ
さ
」、「
不
完
全
さ
」や「
ま
ま
な
ら

な
さ
」に
支
え
ら
れ
た
知
か
ら
教
育

（
学
）を
構
想
す
る
こ
と
―
―
「
強
さ
」

に
反
転
さ
せ
よ
う
と
し
な
い
で「
も

ろ
い
部
分
に
た
つ
」こ
と
―
―
を
試

み
て
い
る
。
拙
論
の
ほ
か
に
、
本
書

に
は
大
学
教
育
、
教
育
と
福
祉
、
世

界
市
民
形
成
論
、
国
家
と
教
育
、
教

育
政
治
学
、記
憶
の
教
育
学
、理
論
・

実
践
関
係
の
省
察
な
ど
現
代
の
教
育

学
を
見
通
す
う
え
で
重
要
な
論
考
が

並
ん
で
い
る
。
専
門
領
域
の
如
何
を

問
わ
ず（
本
書
の
タ
イ
ト
ル
通
り
）教

育
と
教
育
学
を
問
い
直
し
て
み
た
い

と
い
う
方
に
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
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世
界
の
眼
は
板
門
店
の
軍
事
境
界
線

を
ま
た
い
で
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ

る
米
朝
首
脳
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
日
本
が「
蚊
帳
の
外
」だ
っ
た
こ

と
が
ふ
た
た
び
露
呈
し
た
瞬
間
だ
っ

た
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
会
談
で
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
対
北
朝
鮮
経
済
制
裁

を
維
持
す
る
と
し
つ
つ
も
協
議
の
あ

る
時
点
で
は
制
裁
を
緩
和
す
る
可
能

性
も
示
唆
し
た
と
さ
れ
る
。

２
０
１
７
年
か
ら
２
０
１
８
年
に
か

け
て
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
っ
て
世
界
に

生
じ
た
大
転
換
は
今
日
も
続
い
て
い

る
こ
と
を
示
す
出
来
事
だ
っ
た
の
だ
。

　

本
書
は
、
そ
の
大
転
換
の
様
相
を
、

北
朝
鮮
、
韓
国
、
米
国
、
中
国
、
日

本
の
視
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
方

向
に
進
む
べ
き
か
、
大
転
換
と
は
何

を
意
味
す
る
の
か
。「
世
界
を「
現
実

的
」に
見
つ
め
直
す
た
め
に
不
可
欠

な
論
点
を
提
示
」し
て
い
る
。
執
筆

者
は
、
李
鍾
元
、
木
宮
正
史
、
平
井

久
、
文
正
仁
、
尾
形
聡
彦
、
朱
建
栄
、

田
中
均
、
太
田
昌
克
、
太
田
修
。
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勁草書房
3,200円（税抜）

認
知
症
と
医
療

日く
さ

下か

菜な

穂ほ

子こ
（
女
子
大
学
現
代

社
会
学
部
教
授
）他
著

　

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
共
に
、
地

域
で
暮
ら
す
認
知
症
の
人
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
通
常
、
医
療
は
病
気

を
診
断
し
た
り
、
治
療
し
た
り
す
る

の
が
役
割
で
す
が
、
認
知
症
は
社
会

生
活
に
影
響
が
出
る
病
気
で
あ
り
、

地
域
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
仕
組

み
作
り
や
ど
う
ケ
ア
し
て
い
く
か
も

医
療
の
重
要
な
役
割
で
す
。
本
書
は
、

最
初
に
80
代
の
女
性
が
認
知
症
を
発

症
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
困
難
に

直
面
す
る
か
を
例
示
し
、
解
決
す
る

た
め
の
方
策
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
筆
者
は
、
認
知
症
に
な
る

前
に
自
分
の
意
思
を
残
す
こ
と
が
心

理
学
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る

の
か
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。

　

科
学
技
術
の
急
速
な
進
展
を
背
景

に
、
私
た
ち
は
、
生
や
死
を
め
ぐ
る

岩波書店
2,600円（税抜）

芥
川
龍
之
介
選

英
米
怪
異
・
幻
想
譚

藤ふ
じ

井い

光ひ
か
る（

大
学
文
学
部
教
授
）他
訳

　

芥
川
龍
之
介
は
、
作
家
と
し
て
は

国
内
で
は
も
は
や
説
明
も
不
要
な
ほ

ど
の
存
在
だ
と
い
っ
て
い
い
。
た
だ

し
、「
作
家
と
し
て
は
」と
書
い
た
の

は
、
芥
川
に
英
語
の
教
員
と
い
う
経

験
が
あ
り
、
洋
書
を
読
み
漁
っ
て
い

た
と
い
う
面
は
、
作
家
活
動
に
比
べ

れ
ば
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　

そ
の
芥
川
に
は
、
１
９
２
４
年
か

ら
翌
25
年
に
か
け
て
、
英
米
の
短
編

を
中
心
と
し
た
51
作
品
を
選
ん
だ
全

８
巻
か
ら
な
る
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。

芥
川
の
驚
異
的
な
読
書
量
と
、
英
米

の
新
し
い
文
芸
を
紹
介
し
よ
う
と
す

る
野
心
を
垣
間
見
せ
て
い
る
だ
け
で

意
思
決
定
を
自
ら
の
責
任
で
行
う
と

い
う
新
し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
高
齢
期
の
意
思
決
定
に
は
、
そ

の
時
の
状
況
や
個
人
の
考
え
方
だ
け

で
な
く
、
家
族
や
周
囲
の
人
と
の
関

係
性
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
生
涯

発
達
の
視
点
か
ら
高
齢
者
の
意
思
決

定
の
プ
ロ
セ
ス
に
目
を
向
け
る
と
、

意
思
決
定
を
す
る
高
齢
者
と
、
高
齢

者
に
意
思
を
問
い
か
け
る
人
と
の
、

共
感
を
通
し
た
意
思
の
創
出
と
、
そ

の
意
思
の
伝
承
と
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
が
連
鎖
す
る
か
か
わ
り
合
い
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
、
多
世
代
の
発
達

の
様
相
を
示
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

高
齢
者
が
社
会
の
中
で
果
た
す
役
割

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
今
日
、

高
齢
者
自
身
と
社
会
の
双
方
が
認
め

る
こ
と
の
で
き
る
新
し
い
高
齢
者
の

存
在
意
義
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

意
思
決
定
を
通
じ
て
、
他
の
人
に
意

思
を
伝
え
る
存
在
と
し
て
の
新
し
い

高
齢
者
の
存
在
意
義
が
見
出
さ
れ
る

可
能
性
を
本
著
で
の
べ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
の
お
け
る
新
し
い
課

題
に
医
療
や
心
理
学
が
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
是
非
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

著
者
よ
り

な
く
、
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
や
オ
ス

カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
、
ア
ン
ブ
ロ
ー
ズ
・

ビ
ア
ス
の
作
品
な
ど
、
21
世
紀
の
今

か
ら
振
り
返
れ
ば
ま
ぎ
れ
も
な
い
古

典
も
多
く
含
ま
れ
、
そ
の
審
美
眼
の

確
か
さ
を
証
言
す
る
仕
事
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
英
文
の
作
品
を
掲
載
し

た
の
み
で
注
は
一
切
な
し
、
と
い
う

不
親
切
な
つ
く
り
も
手
伝
っ
て
、
こ

の
シ
リ
ー
ズ
は
さ
し
た
る
話
題
を
呼

ぶ
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
歴
史
に
埋
も

れ
て
い
た
。
そ
こ
に
光
を
当
て
た
い
、

と
気
鋭
の
芥
川
研
究
者
・
作
家
で
あ

る
澤
西
祐
典
が
発
案
し
、
米
文
学
研

究
者
・
翻
訳
家
で
あ
る
柴
田
元
幸
の

二
人
で
短
編
を
選
り
す
ぐ
り
、
第
一

線
の
文
芸
翻
訳
者
が
一
丸
と
な
っ
て

訳
出
し
た
。
そ
れ
が
本
書
で
あ
る
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
リ
ー
ズ
と
は
打

っ
て
変
わ
っ
て
、
21
世
紀
版
は
澤
西

に
よ
る
作
品
紹
介
、
芥
川
自
身
が
イ

エ
ー
ツ
や
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
作
品

に
つ
け
た
翻
訳
も
収
録
す
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
精
神
に
溢
れ
た
つ
く
り
で

あ
り
、
隅
々
ま
で
楽
し
め
る
本
に
な

っ
て
い
る
。

 

著
者
よ
り

新 刊 紹 介
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お 知 ら せお 知 ら せ

　かつて新島襄がグレイス教会で献金を訴えた際、多くの聴衆から多額の寄付の申し入
れがありました。その中で、年老いた農夫と寡婦がそれぞれ手渡した2ドルは、殊更に
彼の心を打ち、そしてこの2ドルこそが同志社の核となった、と新島は書き記しています。
この時に集まった5000ドルの献金はもちろん、それと同時に、多くの人々から頂いた
善意によって同志社は設立されました。
　同志社大学・同志社女子大学では、「古本募金」プロジェクトを開始いたしました。
古本募金とは、皆さまのお手元にある不要となった書籍等（CD・DVD・ゲームソフト
を含む）の買取金額が大学に寄付される仕組みです。その寄付金は、同志社大学では学
生の奨学金に、同志社女子大学では図書館の図書購入費用に充てられ、これからの社会
を担う学生の未来に繋がります。2ドルの精神をお持ちの皆様からのご支援・ご協力を
心よりお願い申し上げます。
期　　　　間：随時
寄  付  方  法：下記をご参照ください。
　　　　　　　同志社大学（https://www.furuhon-bokin.jp/doshisha/）
　　　　　　　同志社女子大学（https://www.furuhon-bokin.jp/dwc/）
寄 付 の 流 れ：
　①  まずは寄付者ご自身で本・CD・DVD・ゲームソフトの梱包をお願いいたします。
　②  各大学のウェブサイト（上記）からお申し込みください。
　　宅配便の集荷日時を指定できますので、あとは集荷を待つだけです。
　　※合計5冊（5点）から送料無料です※
　③  集荷を指定した日時に宅配業者がご指定場所まで取りに来ます。送り状もウェブサ
イトから申込いただいた内容を印刷して持ってきますので手間がかかりません。

　④  上記①～③の3ステップで手続き完了です。
　　後日お手元に届く「寄付受領書」でご確認ください。

お問い合わせ先：同志社大学　学生生活課
　　　　　　　　　TEL：075-251-3280
　　　　　　　　　E-mail：ji-kosei@mail.doshisha.ac.jp
　　　　　　　　同志社女子大学　図書館
　　　　　　　　　京田辺キャンパス　TEL：0774-65-8481
　　　　　　　　　今出川キャンパス　TEL：075-251-4145
　　　　　　　　　E-mail：tosho-i@dwc.doshisha.ac.jp

同志社大学古本募金　同志社女子大学DWCLA古本募金同志社大学古本募金　同志社女子大学DWCLA古本募金
ご協力のお願いご協力のお願い

FLOW  古本募金の流れ

〉 〉

1. 本・CD・DVD・ゲームを梱包

合計5冊（5点）から送料無料

2. 古本の集荷・仕分け・査定 3. 買取金額の寄付
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　ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を、資料で
紹介する展示施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）
年に竣工し、長らく同志社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重
要文化財に指定されています。

【常 設 展】ギャラリー内には6つの常設展示室が設けられています。1階には「新島
襄の人と思想」、「同志社のあゆみ」、「世界の中の同志社」、「同志社の今」、
2階には「J.N.ハリスと同志社」、「京都の中の同志社」と、部屋ごとにテ
ーマがあり、創立以来の歴史と共に、京都や世界と共に歩んできた同志社
の足跡をたどることができます。

【企 画 展】年3回程度開催される企画展は同志社に関わるテーマだけにとどまりませ
ん。新しい文化を発信する施設としてふさわしい企画展も適宜開催してい
ます。

※  常設展（2か月に1回程度の展示替え有）は随時開催中、企画展は詳細が決まり次第、
ホームページでお知らせします。

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館16：30まで）
【閉 館 日】  日曜日、月曜日、祝日、ゴールデンウィーク、夏期休暇中の一定期間、年

末年始。ただし、企画展開催中は日曜日も開館します。
※  開館日等を変更する場合があります。お越しになる前にホームページ等
でご確認ください。

【場　　所】同志社大学　今出川キャンパス
※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
ホームページ：http://harris.doshisha.ac.jp/
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp

ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内

お 知 ら せお 知 ら せ

入場無料
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お 知 ら せお 知 ら せ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を堂上華族の高松保実が所有していました。1875（明治8）年11月29日、新島襄は、
この高松邸の半分を賃借して仮校舎とし、生徒8名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸を購入し、
自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発祥の
地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開します。

【公開期間】①通常公開 
　2019年10月8日～11月30日、2020年3月3日～31日
　毎週　火・木・土曜日（祝日は除く）
②特別公開
　10月1日～5日（秋の特別公開）
　11月10日（ホームカミングデー）
　11月29日（創立記念日）
　2020年3月20日～22日（卒業式）
※公開日の詳細はHPをご覧ください。https://archives.doshisha.ac.jp

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】①通常公開

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）
②特別公開
　旧邸周囲及び建物内部（母屋1階と附属屋）に入場できます。
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
【団体見学申込】  10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の1週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：n-kyutei@mail.doshisha.ac.jp

新島旧邸公開のお知らせ新島旧邸公開のお知らせ

入場無料
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同志社女子教育と体育・スポーツ同志社女子教育と体育・スポーツ

お 知 ら せお 知 ら せ同志社女子大学史料センター
第24回企画展

　３つの正三角形からなる同志社徽章は、知・徳・体の三位一体の教育理念の象徴であ
ると言われています。同志社の女子教育の中でも、心身に健康をもたらすための教育は
常に重視されてきました。それは、正課の授業に加えて、スポーツフェスティバルや課
外活動など多面的に展開されています。今回の企画展では、本学の体育教育およびスポ
ーツの歩みを振り返り、それが果たしてきた役割を見直していきます。
期　　　　間：2019年11月22日㈮～2020年7月31日㈮
時　　　　間：10:00～16:00
閉　室　日： 土・日曜日、祝日（ただし、11月23日（土・祝）、24日㈰、2020年5月6

日（水・振）、7月23日（木・祝）、24日（金・祝）を除く） 
2019年11月29日㈮、12月25日㈬～2020年1月3日㈮、4月30日㈭、5月1日
㈮

場　　　　所：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　（今出川キャンパスジェームズ館１階展示室）
主　　　　催：同志社女子大学

【公開講演会】
日　　　　時：2019年12月7日㈯13:00～14:00
演　　　　題：「同志社女子大学の建学理念と体育・スポーツ」
講　演　者：濱口義信氏（同志社女子大学名誉教授）
場　　　　所：同志社女子大学今出川キャンパスジェームズ館J207（予定）

お問い合わせ：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入
　　　　　　　TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201
　　　　　　　E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

同志社女学校でのなぎなたの稽古 同志社社史資料センター提供
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●同志社広報委員会小委員会委員
ABC順・〇印委員長

○大学商学部教授 青木　真美
大学経済学部准教授 本領　崇一
大学広報部広報課長 今西　　覚

女子中学校・高等学校事務長 磯田　信行
大学広報部長 岩田　　喬

女子大学学芸学部教授 影山　貴彦
中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一

大学法学部教授 川嶋　四郎
女子大学看護学部准教授 木村　洋子

国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行
大学神学部助教 木谷　佳楠

女子大学表象文化学部教授 北尾キャスリーン
大学生命医科学部准教授 小林　耕太

大学スポーツ健康科学部助教 松倉　啓太 
女子大学薬学部准教授 松元　加奈

幼稚園教諭 森田　清子
大学政策学部教授 中田　喜文
大学理工学部准教授 小武内清貴
大学心理学部准教授 及川　昌典 

女子大学生活科学部教授 奥田　紫乃
女子大学現代社会学部教授 大西　秀之

大学グローバル地域文化学部教授 ROBERT JOHN CROSS
小学校事務長 齋藤　道子

大学文化情報学部助教 田中　　雄
法人事務部校友同窓課長 田中　裕一

大学グローバル・コミュニケーション学部助教 唐　　顥芸 
国際学院事務長 谷口　隆秀
大学文学部助教 塚田　雄一

香里中学校・高等学校事務長 内山　一栄
大学社会学部教授 浦坂　純子

女子大学広報部広報室広報課長 渡邉　一郎
法人事務部長 柳井　　望
●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（ゆうメール着払い：１冊236円）のみのご負担で

ご講読いただけます。
・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入

同志社大学広報課

同志社時報　第148号
編集人　　青木真美
発行人　　八田英二

発行　　学校法人同志社
同志社大学広報課同志社時報係

電話（075）251－3120
印刷所　株式会社 石田大成社
２０１９年１０月１日発行

編　
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後　
　
　
　

記

　

本
号
の
特
集
は
「
一
貫
教
育
探
求
セ

ン
タ
ー
始
動
」で
あ
り
、２
０
１
９
年
４

月
に
発
足
し
た
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
の
座
談
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

14
の
学
校
を
擁
す
る
同
志
社
で
は
、

一
貫
教
育
に
つ
い
て
法
人
全
体
で
対
応

す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
い

る
。小
中
高
で
は
、学
習
指
導
要
領
に
よ

り
全
体
的
な
方
向
転
換
が
図
ら
れ
、学

力
の
三
要
素
（
知
識
・
技
能
、思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
、主
体
性
・
協
調
性
）

が
重
視
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
る
。し
か
し
そ
れ
が
大
学
へ
の
進

学
や
大
学
に
お
け
る
学
び
と
ど
の
よ
う

に
連
携
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
。も
と
も

と
同
志
社
の
教
育
に
お
い
て
大
切
に
さ

れ
て
い
る「

儻
不
羈
」と
い
う
言
葉
は
、

個
性
を
尊
重
し
、画
一
的
で
な
い
総
合

的
な
教
養
人
を
育
て
よ
う
と
い
う
意
味

で
あ
り
、ま
さ
に
こ
の
学
力
の
三
要
素

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
え
、法
人

の
教
育
に
お
け
る
そ
の
実
現
が
も
と
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
で
は
、研

修
会
や
自
主
的
研
究
会
の
支
援
、課
外

活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
支
援
の
サ
ポ
ー
ト
と

充
実
、留
学
制
度
の
検
討
、な
ど
の
よ
う

な
具
体
的
な
支
援
を
柱
と
し
て
、こ
れ

ま
で
に
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
を
導

入
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。現
在
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る
電
子
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
よ
り
、個
人
の
小
学
校
か
ら
高

校
ま
で
の
学
び
の
記
録
が
作
成
さ
れ
、

大
学
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。私
見
で
は
あ
る
が
、大
学
で
の
留

学
な
ど
に
つ
い
て
高
校
時
代
か
ら
情
報

提
供
や
準
備
を
は
じ
め
て
、大
学
１
・

２
回
生
の
段
階
で
実
現
す
る
と
い
っ
た

方
法
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。幼

小
中
高
大
の
縦
の
連
携
、各
学
校
間
や

分
野
間
の
横
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り
の
端
緒
と
し
て
の
セ

ン
タ
ー
発
足
と
と
ら
え
、よ
り
一
層
の

協
力
を
図
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

今
号
も
特
集
記
事
の
み
な
ら
ず
、多

く
の
方
々
か
ら
の
玉
稿
を
い
た
だ
い
た
。

紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

春
学
期
の
お
忙
し
い
期
間
に
お
い
て
の

原
稿
の
執
筆
、真
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

 

（
青
木
）
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（購読申請書をお送りいたします）





 Doshisha college song   Words by W. M. Vories  Music by Carl Wilhelm

One purpose, Doshisha, thy name

Doth signify; one lofty aim:

To train thy sons in heart and hand

To live for God and Native Land.

Dear Alma Mater, sons of thine

Shall be as branches to the vine;

Th o’ through the world 

we wander far and wide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!

同志社よ、その名は一つの目的を意味する。

その学徒の精神的、肉体的に、

神のため、祖国のため、生きんという

一つの崇高な目的を。

親愛なる母校よ、同志社の学徒は、

ぶどうの枝のごとくつながりゆくことであろう。

たとえ、世界くまなく、広くはるかに、

われらさまようとも、汝の教訓は、

われわれの心に永遠に生き続けるであろう。

 （訳：児玉　実英）

同志社の一貫教育体制
Th e Integrated Educational System of the Doshisha

同志社
中学校・高等学校
Doshisha

Junior & Senior High School

同志社香里
中学校・高等学校
Doshisha Kori

Junior & Senior High School

同志社女子
中学校・高等学校
Doshisha Girls’

Junior & Senior High School

同志社大学・大学院 
Doshisha University
Doshisha Graduate School

同志社女子大学・大学院
Doshisha Women’s
College of Liberal Arts/
Graduate School 

同志社小学校
Doshisha

Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

同志社国際学院 初等部
Doshisha

International Academy
Elementary School

同志社国際
中学校・高等学校

Doshisha International
Junior & Senior High School

同志社国際学院 国際部
Doshisha International School, Kyoto

＊一定の条件があります（帰国生の要件）

＊




